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まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品は、まち 
がった使いかたをすると、火災や感電などにより死 t や大けがなど人身事故につ 
ながることがあり、危険です。 

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

ままのための注意事頃を守る 

8〜11ページの注意事項をよくお読みください。製品全般の注意事項が記されて 
います。 

定期点巧をする 

長期間、安全にお使いいただくために、定期点検をすることをおすすめします。 
点検の内容や費用に ついては、 お買い上げ店または ソニーの サービス窓口にごホ目 
談ください。 

が障した S 巧わない 

すぐに、お買い上げ店または ソニーの サービス窓口にご連絡ください。 

万一、異常が起をた S 


• 煙び出た！5 

• 異常な音、においびした！5 
• 内部に水、異物び入った！5 

• 製品を落としたり、キャビネットを破損したときは 


〇電源を切る。 

〇電源 コー ドや接続 コー ドを抜く。 

〇お買い上げ店またはソ ニーのヴー ビス窓□に連絡する。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次の 
ような表示をしています。表示の 
内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 


A \ 言口 

この表示のを意事項を守らないと、 
乂災や感電などにより死 t や大け 
びなど人身事故につなびることび 
あります。 


/ j \ を思 

この表示のを意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によりけがを 
したり周辺の物品に損害を与えた 
りすることびあります。 


注意を促す記号 

A A A 

乂災 感電 ミ主意 

A A 

高温 手を挟まれ 

ないよラ注意 

巧為を禁止ずる記号 

Q ® 

禁止 分解禁止 

行為を指示する記号 

〇 9 

指示 アース 線を 

接続せよ 
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ち全のために 
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A 警告 


A A 

火災感電 


下記の注意を守! 5 ないと、 

义災ゃ感電にょり死亡ゃ大けびじ 

つながることがありまず。 


0 

禁止 


〇 


0 

油煙、湯気、湿気、ほこりの 
ミい場所では設置•使用しな 

指示 

い 


禁止 

上記のような場所や取扱説明書に記され 
てぃる仕様条件な外の環境に設置する 
と、火災や感電の原因となることがあり 
ます。 

〇 

指示 


サービストレーニングを受け 
た技術をなかは、サービスを 
行わない 

一般使用者が機器内部に触れると、感電 
やけがの原因となることがあります。 


ラックに確実に固定する 

ラックアングルのネジを締め忘れると、 
本機がラックから滑り出し、落下してけ 
がをすることがあります。ラックマウン 
卜後は、必ずネジを締め付けてくださ 


ラックを巧に固定する 

機器の重みでラックが転倒すると、死と 
ゃ大けがの原因となります。 

ラックが転倒/移動しないよう、必ず床 
に固定してください。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷っけると、火災や感電の 
原因となることがあります。 

• 電源コードを加工したり、傷っけたり 
しない。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりし 
ない。 

• 熱器具に近づけたり、加熱したりしな 

い 0 

• 電源コードを抜くときは、必ずプラグ 
を持って抜く。 

• ラックマウント するとき、 レールには 
さみ込まない。 

万一、 電源 コードが 傷 ん だら、 ソニーの 
サービス窓口に交換をご相談ください。 


〇 電源 コードのプラグおよびコ 

ネクターは突をあたるまで是 
し込む 

ホ旨巧 まっすぐに突きあたるまで差しをまない 

と、火災や感電の原因となります。 


ラック7ウントは2人な上で 
行5 

本機をラックマウントするとき、および 
取りはずすときに、バランスを崩すと製 
品がラックしてけがの原因となることが 
あります。本機をラックマウントすると 
きは、必ず2人な上で行ってください。 
また、安定した姿勢で注意深く作業して 
ください。 


A オプションの取り付け時は電 
源を切って内部の温度が下 
-がってか S 装着ずる 

使用中は基板と電源ユニットが高温にな 
ります。この状態で基板と電源ユニット 
に触れるとやけどすることがあります。 
オプションの取り付け時は電源を切って 
内部の温度が下がる30分後に行ってく 
ださい。 


〇 

指示 


〇 

指示 


付属の電源コードを使用ずる 

付属な外の電源コードを使用すると、火 
災や感電の原因となります。 
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A 警告 














0 

禁止 


プ□セ ツサーユニツ トの前面 
を持って運搬しない 

プロセッサーユニットの 前面を持ち上げ 
ると、 フロント パネルがはずれて本体 
(プロセッサーユニット） が落下し、け 
がをすることがあります。必ず底面を 
持って正しい姿勢で運搬してください。 
不安定な姿勢で運搬すると、腰を痛めた 
り、落下によるけがをすることがありま 
す。 


0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因とな 
ることがあります。 

万一、水や異物が入ったときは、すぐに 
電源を切り、電源コードや接続コードを 
抜いて、 ソニーのサービス 窓口にご相談 
ください。 



分解禁止 


か装をはずをない、改造しな 
い 

夕装をはずしたり、改造したりすると、 
感電の原因となります。 

内部の調整や設定および点検を行う必要 
がある場合は、必ず サービストレーニン 
グを受けた技術者にご依頼くださぃ。 



下記の注意を守!5ないと、 

けが < をしたり周辺の物品に損害を 
与えることがありまず。 


〇 

指 W 


安定した場所に設置する 

製品が倒れたり、搭載した機器が落下し 
てけがをすることがあります。 

十分な強度がある水平な場所に設置して 
ください。 


0 


通気孔をふさがない 

通気孔をふさぐと内部に熱がこもり、乂 
災や故障の原因となることがあります。 
風通しをよくするために次の項目をお守 
りください。 

• 壁から lOcm な上離して設置する。 

• 密閉された狭い場所に押しをめない。 

• 毛足の長い敷物（じゅうたんや布団な 
ど）の上に設置しない。 

• ホなどで包まない。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない。 


e 

アース 線を 
接続せよ 


安をアースを接続ずる 

安全アースを接続しないと、感電の原因 
となることがあります。付属の電源コー 
ドを使用することで安全アースう 《 接続さ 
れます。 



0 

禁止 


フアンが止まったままのが態 
で巧用しない 

フアンモーターが 故障す ると、火災の 原 
因となることがあります。 

交換にっいては、お買い上げ店またはソ 
ニーの サービス 窓口にご相談ください。 


A ま意 
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o 

指示 


指定されたラック 7 ウント 
レールを巧用する 

指定な外のラックマウントレールを使用 
すると、レールの強度不足により、機器 
が落下してけがをすることがあります。 


使用上のご注意 


使用-保管場所について 


手を挟まれ 
ないようを意 


ラックマウントレールに手や 
指を挟まない 

ラックマウントした機器を収納するとき 
および引き出すとき、ラックマウント 
レールに 手や指を挟み、けがをすること 
があります。 


手を挟まれ 
ないようミ主意 


置なに手や指を挟まない 

基板や電源ユニットを収納するときや引 
き出すときに、售体に手や指を挟み、け 
がをすることがあります。 


〇 

指示 


コード類は正し<配置する 

電源コードや接続ケーブルは、足に引っ 
かけると本機の落下や転倒などによりけ 
がの原因となることがあります。 

十分注意して接続*配置してください。 


• 次のような場所での使用および保管は避けてください。 
故障の原因となります。 

-極端に暑い所や寒い所（使用温度は日む〜40む） 

-直射日光が長時間あたる場所や暖房器具の近く 
-強い磁気を発するものの近く 

-強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
-強い振動や衝撃のある所 

• 携帯電話などを本機の近くで使用すると、誤動作を引き 
起こしたり、映像に影響を与えることがあります。本機 
の近くでは、できるだけ携帯電話などの電源を切ってく 
ださい。 


お手入れのしかた 

お手入れをする前に、必ず電源プラグをコンセントから抜 

いてください。 

外装のお手入れについて 

• 乾いた柔らかいホで輕く拭いてください。汚れがひどい 
ときは、薄い中性洗剤溶液を少し含ませたホで拭きとり、 
乾いたホでカラ拭きしてください。 

. アルコールやベンジン、シンナー、 殺虫剤をかけると、 
表面の仕上げを傷めたり、表示が消えてしまうことがあ 
るので、使用しないでください。 

• ホにゴミカ咐着したまま強く拭いた場合、傷う咐くこと 
があります。 

• ゴムやビニール製品に長時間接触させると、変質したり、 
塗装がはげたりすることがあります。 


重要（巨 KDF - 901/902のみ） 

機器の名称と電気定格は、底面に表示されています。 


使用上のごま意 













その他の安全上のご注意 


( BKDF -990 のみ) 


ご注意 

日本国内で使用する電源 コードセットは、 電気用品安全 
法で定める基準を満足した承認品が要求されます。 
ソニー 推奨の 電源 コー ドセツ トをご使用ください。 


( DFS -900 M / BKDF -901/902 のみ） 


ごま意 

DFS -900 M に付属の電源コードは本機の専用品です。 
他の機器には使用できません。 


DFS -900 M 

本機をラックに設置するときは、ラックと本機の間に、左 
右両側面に10 cm な上、後面に10 cm な上の空間を確保し 
てください。 

BKDF -90 1/902 

設置時には、通気やサービス性を考慮して設置スペースを 
確保してください。 

-ファンの 排気部や通気孔 （プロセッサーユニットの 左側 
面および右側面）をふさがない。 

-通気のために、セット周辺に空間をあける。 

-作業エリアを確保するため、セット後方は、10 cm な上の 
空間をあける。 

-机上などの平面に設置する場合は、左側面および右側面 
は10 cm な上の空間をそれぞれ確保してください。ただ 
し、セット上部はサービス性を考慮し10 cm な上の空間 
を確保することを推奨します。 
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概要 


本機の特長 


マルチフォーマットビデオスイッチヤー DFS -900 M は、 SD システムと HD システ 
ムの両方にが応し、デジタルマルチエフェクト機能を備えた小型のスイッチヤーで 
す。 


マルチフ オーマツト巧応 

SD システムでは480ン59.94、日 76 i /50 に、 HD システムでは1080ン59.94、1080 i /50、 
720 p / 日9.94、 720 p / 日0の各フォーマットに、それぞれ対応しています。 

使用フォーマットは簡単なメニュー操作で切り換えることができます。 

拡張可能な入出力 

標準装備の SDI 信号入出力（入力： 8系統、出力： 4系統）に加え、下記のオプ 
ションにより入出力を拡張することができます。 

• SDI 入出力 （4 系統）： BKDF -910/ BKDF -960 (2 系統にフォーマットコンバーター 
を搭載） 

• SD アナログ入出力 （2 系統）： BKDF -911/ BKDF -961 

• DVI 入出力 （2 系統）： BKDF -912/ BKDF -962 

♦詳しくは、「拡張オプションを取り付ける」 （39 ページ）をご覧ください。 

多彩なエフェクト台成 

標準で2チャンネルの DME と6つのキーヤー （4 つのフル機能キーヤー、2つのシ 
ンプル DSK ) を搭載しています。さらに最大6チャンネルの DME (オプション） 

を使用して、ワープエフェクトなどによる映像効果が付加できます。 

マルチビュー機能 


画面を複数（4、10、 16) に分割して、1台のモニターで異なる映像を同時にモニ 
ターできる「マルチビュー機能」を搭載できます。（オプション） 

最大2系統のマルチビューにより、すべての入力素ネオ （24 系統）とプログラム/プ 
レビュー出力を2台のモニターで同時に表示させることが可能になります。 

GUI メニュー画面による簡便な操作 

パソコン用のモニターと USB マウスを接続し、 GUI 形式のメニュー画面から各種 
の設定を行うことができます。 

また市販のタッチパネル式モニターも接続できます。この場合、画面に直接タッチ 
して項目を選択できるため、各種調整や設定変更の煩わしさを軽減します。 
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本機の特長 


操作性に優れた小型コント□-ルパネル 

2種類のコントロールパネルから操作が可能です。いずれのパネルも、操作が容易 
で、3ラックユニットのプロセッサーとともに限られたスペースで使用することを _ 

考慮したコンパクトなデザインです。 = 

1.5 M / E コントロールパネル BKDF -902 は、バックアップ電源ユニットを標準搭載 = 

し、 AUX 出力をキー操作で選択できます。 ^ 

_ 刪 

Ver -2- O でヴポートされた機能 | 


機能 

おもな説明 

SD フォーマツトのアナログ信号の入出力 

BKDF-911 基板（入力） 
BKDF-961 基板（出力） 

2 章、 3 章 

DVI 端子を持つ機器との入出力 

BKDF-912 基板（入力） 
BKDF-962 ま板（出力） 

2 章、 3 章 

3D モード 

9 章 

アンシラリーデータ出力の On/Off 

3 章 

GPI 出力の設定 

7 章 


Ver .2.1 でサポートされた機能 


機能 

おもな説明 

DME の効果および調整 

グローバル座標の使用 

5 章 

トレイル効果 

3DDME のワープ効果 （Ripple、Swirl、 
Mosaic、Slats、Lens、Mirror) 

ライテイング効果 

エフ卫クトパターンの追加（100〜184番、242番〜251番） 

付録 

ソフトウエアのアップデートについての操作説明 

付録 

トラブルシューテイング 

付録 


本機の特長 
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1M/E コント □— ルパネル BKDF-9Q1 


BKDF -901 操作面 

コントロールパネルの各部の 働きを、 下図の の〜 回に分 い。 また、 コントロールパネルの 後面に ついては、 

けて 説明します。詳しくは （) 内のページを ご覧くださ 「 BKDF -901 後面」 （20 ページ）を ご覧ください。 


田外部接続-電源部 （ 1曰ページ） 

圃 DME/SETUP 部 （19 ぺージ） 

团テンキー部 （18 ページ） 

回表示パネル/メニューコント 

□ール部 （20 ページ） 固ジョイスティック部 （17 ページ) 


□!□□□□□ 

)ME ENABLE^ EXT SELF CK 」 MASK EDGE SHADO, 


じ KEY1 I E KEY2 j ^ KEYS j ^ KEY4 j ^ DSK1 j ^ DSK2 j 


KEY DELEGATION 



[□] □] □[□ □] 

ItRANS PVW) 12 3 4 y PRIORITY FADER LIMITI NOR/REV REVERSE ) 

L [12 3 4 LOW ) I - 

KEY LAYER 


h 幢国円 




11。 


12 SHIFT 


O O O O O I 

I BKGD j 卜 EYl j 〔 kEY2 I 
0 0 0 0 
I KEYS I 卜 EY4 I 




间 

AUTO 

因 

AUTO 

TRANS 

DSK1 

TRANS 

DSK2 


团ク□スポイントバス部 （1 目ページ） 
圓 KEY DELEGATION 部 （1 目ぺージ） 

回 KEYER 部 （15 ぺージ） 


固トランジシヨン部 （1 目ページ） 




m 



ljxlt 口 
口 □目 
□己己 I 


国曰 E 同 
图图国圉 
臣邑邑戶 
国巨臣同 


^0" 

6" 

^0" 

6 " 


^1□己 


2刪 g 普9か驾^:感が 
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1 M/E コント□-ルパネル BKDF-901 
































































































































































の外部接続-電源部 

USB 機器を接続する端子のほか、エディター制御、 GPI 制 
御の On / Off 、 電源切断処理を行うボタンを備えています。 



〇 USB MEMORY (USB メモリー)端子 （ Type - A 型) 

端子直接接続型の USB メモリーの接続に使用します。 


ごま意 


FAT 16、 FAT 32 でフォーマットされた USB メモリーのみ 
使用可能です。 

〇 EDITOR (エディター）ボタン 

エディター制御を On / Off します。 On になると、エディ 
ターからの本機の制御が可能になります。また、このボタ 
ンを2度押し（短い間隔で2回押すこと）して On にする 
と、表示パネルにセットアップ用の Serial メニューが表示 
されます。 

© GPI ボタン 

GPI 制御を On / Off します。 On になると、 GPI による本機 
の制御が可能になります。また、このボタンを2度押し 
(短い間隔で2回押すこと）して On にすると、表示パネル 
に GPIO Tally メニューが表示されます。 

〇 SHUTDOWN (電源切断処理開始）ボタン 

押して点灯させると、表示パネルに 「 Shutdown ? F 2:0 K 
F 3: CANCEL 」 のメッセージが表示されます。 F 2 つまみを 
押すとデータのバックアップが開始され、終了するとコン 
トロールパネル後面の POWER スイッチで電源を切断でき 
る状態になります。 


图 KEYER (キーャ ー) 部 

キータイプの選択のほか、キーへのマスク、エッジ（シャ 
ドウ）効果の付加、 DME の有効/無効の切り換えを行い 
ます。 

操作対象のキーをあらかじめ選択しておく必要があります 
(16 ページ参照）。 


ド J 

< 

II U I 

SHUTDOWN 

> キータ 

€ 

1 

f プ選択ボタン 

> MASK ボタン 

©EDGE SHADOW 
ボタン 

FI 

厂]' 

DME ENABLE ^ 

EXT SELF 

□ C 

CK m 

hov 

‘SK EDGE SHADOWj 


KEYER 


な DME ENA 目 LE ボタン 


〇キータイプ選択ボタン 

ボタンを押して点灯させることにより、希望のキータイプ 
を選択します。 

EXT (外35キー）ボタン： キーフイルとキーソースに別の 
信号を使用してキーを作成するときに押します。 

SELF (セルフキー ） ボタン： キーフイルとキーソースに 
同じ信号を使用してキーを作成するときに押します。 
CK (ク□マキー）ボタン： クロマキーを作成するときに押 
します。 

〇 MASK (マスク）ボタン 

キーにマスクをかけるときに flP して On にします。 

操作対象として KEY 1 〜 KEY 4 のいずれかを選択した場 
合、このボタンを押すと Key Mask サブメニューが表示さ 
れ、マスクパターンの選択や、マスクの中ん位置と大きさ 
の設定ができます。 

操作が象として DSK 1 または DSK 2 を選択した場合、この 
ボタンを押すと Box Mask サブメニューが表示され、ボッ 
クスマスクの位置を設定できます。 

〇 EDGE SHADOW (エッジシャドウ）ボタン 

キーにェッジやシャドウを付けるときに押して On にしま 
す。 KEY 1 〜 KEY 4 のいずれかを選択したうえでこのボタ 
ンを押すと 、 Edge Type サブメニューが表示され、ェッジ 
やシャドウのタイプ、幅、色などを設定することができま 
す。 

ODME ENABLE (マルチエフェクト有効/無効切り換 
え）ボタン 

BKGD (バックグラウンド）と KEY (キー）1〜 KEY 4 の 
レイヤーごとに、 DME の有効/無効を切り換えます。こ 
のボタンは3段切り換え式で、消灯時 （ DME 無効時）に 
押すと、な下のように切り換わります。 
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1 回押す： DME が有効になります。画面がすべて白をの 
信号をキーとして使用します。 


もう1回押す： DME を有効にしたまま、キ- 
れた信号をキーとして使用します。 


-プロセスさ 


さ5にちラ1回押す： ボタンが消灯し、 DME は再び無効 
になります。 


图 KEY DELEGATION (キーデリ 
ゲーシヨン）部 

キータイプの選択やマスクなどの操作対象として、 
KEY 1 〜 KEY 4、 DSK し DSK 2 を選択します。 



いずれかのボタンを押すと、操作対象としてキーが選択さ 
れ、押したボタンは緑で点灯し、それな外のボタンは消灯 
します。 

緑点灯のボタンを再度押すと、ボタンがすべて消灯した状 
態になり、キーは操作対象となりません。 

ここでの選択が必要となるのは、下記の各部やボタンで行 
う操作です D 

• KEYE 民吾に 

• DME / SETUP 部の DME 設定ボタンと USER ボタン 

• ジョイスティック部の AUTO CK、WIPE POS、DME 
POS 、 DME 民 OT の各ボタン 
また、これらのボタンの選択とメニューは連動しており、 
ボタン操作によってメニューが表示されたり、メニュー表 
示によってボタンの点灯状態が変化したりします。 


团ク□スポイントバス部 

映像作成に使用する素村信号を選択します。 


〇 PROGRAM 選択ボタン列 

丄 


BLACK 1 1 2 

.PROGRAM 

h 4| 

5 6 

7 I 8 9101112 I SHIFT 

BLACK 1 1 1 2 II 3 4 1 

1 5 6 j 7 1 8 91011 1 12 I SHIFT 


©PRESET 選択ボタン列 


〇 PROGRAM (プ□グラム）選択ボタン列 

オンエア中のバックグラウンドを選択します。 


♦ 各ボタンの働きについては、「クロスポイントボタンに映像入力 
信号を割り当てる」 （77 ページ）をご覧ください。 

〇 PRESET (プリセット）選択ボタン列 

トランジシヨン（映像の切り換え）後にオンエアされる 
バックグラウンドを選択します。 

この列のボタンにも PROGRAM 選択ボタン列と同じ信号 
が割り当てられます。 

SHIFT ボタンについて 

PROGRAM / PRESET 選択ボタン列の右端の SHIFT ボタン 
を使用すると、各ボタンに割り付けられた2つの信号を切 
り換えて選択することができます。 

SHIFT ボタンの動作は、押している間だけ有効になるモー 
ド、または押すたびに有効/無効が切り換わるモードのど 
ちらかを選択できます。 

♦詳しくは 「 SHIFT ボタンの動作を設定する」 （106 ページ）を 
ご覧ください。 


包トランジシヨン部 

映像の切り換えに関する設定と操作を行います。 


包 FTB ボタン 


0 TRANS PVW ボタン 

包キープライオリティ設定部 

〇トランジシヨン範囲-方向設定 
ボタン J _ 


HIGH 

lX 


□ 


KFY I AYFR 


FADER LIMIT I NOR/REV REVERSE 


o o o o o 


BKGD j 

KEY1 1 〔 KEY2 j 


0 0 0 0 

1 KEYS 1 〔 KEY4 j 

円网网 

CUT 

AUTO 

TRANS 


o 


o 


AUTO 

TRANS 

AUTO 

TRANS 

DSK1 

DSK2 


6 トランジシヨン実行部 
をトランジシヨンタイプ選択ボタン 
0ネクストトランジシヨン選択ボタン 

©DSK トランジシヨンボタン 


〇 TRANS PVW (トランジシヨンプレビュー）ボタン 

これから行うトランジシヨンの映像を事前に確認したいと 
きに押します。 
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押して点灯させてからフエーダーレバーでト ラン ジシ ヨン 
を実行すると、トランジシヨン中の映像がプレビュー画面 
に出力されます。 

• AUTO TRANS ボタンを使ってトランジシヨンを実行し 
ても、トランジシヨンプレビューは出力されません。 

• DME ワイプの場合は、トランジシヨンプレビューは出力 
されません0 

〇ネクストトランジシヨン選択ボタン 

トランジシヨンに使用するレイヤー （ BKGD 、 KEY 1 〜 
KEY 4) を選択します。複数選択することができ、押した 
ボタンはオレンジで点灯します。キーが On になると、 
KEY 1 〜 KEY 4 ボタンの上のキーオンインジケーター 
(赤）が点灯します。また、レイヤーに DME が設定されて 
いる場合は、そのレイヤーのボタンの上の DME インジ 
ケーター（緑）力お：灯します。 

〇トランジシヨンタイプ選択ボタン 
MIX (ミックス）ボタン： ミックスで映像を切り換えると 
きに押して点灯させます。表示パネルに民 ate メニュー 
が表示され、トランジシヨンレートを設定す ることろ s ' 
できます。 

WIPE ( FAM ) (ワイプ（フルアディティブミックス)）ボ 

タン： ワイプで映像を切り換えるときに押して点灯さ 
せます 0 表示パネルに Wipe Pattern メニューが表示さ 
れ、ワイプパターンを選択することができます。 

また、 FAM を選択する場合は、 MIX ボタンとこのボ 
タンを同時に押して点灯させます。 

DME ( NAM ) (DME (ノンアディティブミックス)）ボタ 
ン： DME を使用して映像を切り換えるときに押して点 
灯させます。表示パネルに DME Pa は ern メニューが表 
示され、 DME ワイプパターンを選択することができま 
す。 

また、 NAM を選択する場合は、 MIX ボタンとこのボ 
タンを同時に押して点灯させます。 

〇トランジシヨン実行部 

CUT (カット）ボタン： カットで映像を切り換えるときに 
押します。押すと、瞬時に映像が切り換わります。 

AUTO TRANS (オートトランジシヨン）ボタン：自動的 

に映像の切り換えを実行するボタンです。押すと、現 
在設定されているトランジシヨンレートに従って、映 
像が切り換わります。 

フエーダーレバー： 手動で映像の切り換えを実行するレ 
バーです。上下に振ると、その動きに合わせて映像が 
切り換わります。動く範囲を制限し、映像の切り換え 
を途中までで終了させることもできます。 


♦ フ卫ーダーレバーの 動く範囲を制限する方法に ついて 詳しくは、 
「フェーダーレバーの 動く範囲を制限する」（114 ページ） をご 
覧ください。 

©DSK (ダウンストリームキー）トランジシヨンボタン 
DSK 1 ON 、 DSK 2 日 N ボタン： 押すと、ダウンストリー 

ムキーが瞬時に挿入または削除されます。挿入された 
状態では、ボタンは On になります。 

AUTO TRANS (才ートトランジシヨン）ボタン： 押す 

と、ダウンストリームキーにがしてトランジシヨンカ s ' 
実行されます。 

©FTB (フェードトゥブラック）ボタン 

押すと、映像がブラックに切り換わります。この場合の 卜 
ラン ジ シヨンレート は、 フェードト ゥブラック専用の設定 
が適用されます。 

〇トランジシヨン節囲-方向設定ボタン 

FADER LIMIT (フェーダーリミット）ボタン： フェー 

ダーレバーの 動きを制限するボタンです。押して点灯 
させると フェーダーレバーの 動きを制限する機能が有 
効になります。2度押しで On にすると、表示パネルに 
Fader Limit メニューが 表示され、 フェーダーレバーの 
動く範囲をパーセンテージで設定することができます。 
また、 DME / SETUP 部の右端の SHIFT ボタンを押す 
と、 フ卫ーダーレバーの 動く範囲が現在の位置までに 
制限されるようになります。 

NOR/REV (ノーマル/リバース）ボタン： 押して点灯さ 

せると、トランジシヨンを実行するたびに、トランジ 
シヨンの方向が入れ替わります。 

REVERSE (リバース）ボタン： 押して点灯させると、 卜 
ラン ジシヨ ンが 逆の方向に実行されます。 

©キープライオリティ設定部 

4 つのキーの プライオリ テイ を変更することができます。 

♦ 変更のしかたについて詳しくは、「キーのプライオリティを変更 
する」 （131 ページ）をご覧ください。 


圓ジョイスティック部 

画面上の位置情報の設定などに使用します。 
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O DEFAULT (デフオルト）ボタン 

押すと、 ジョイスティックに 割り付けられた パラメーター 
の設定値がデフオルト値に戻ります。 

©AUTOCK (オートク□マキー）ボタン 

オート クロ マキー作成時に、抜く色の位置を指定するとき 
に押し、オート クロ マキーの作成を実行するときにもう一 
度押します。オート クロ マキーカ呼 N 成されると、手動調整 
モード におり、表巧パネルには CK Manual 1 メニュー が表 
示されます。 

このボタンは、 KEY 1 〜 KEY 4 のいずれかを選択している 
場合にのみ有効です。 

♦オートク ロマ キーの作成方法に ついて 詳しくは、「オート クロマ 
キーを作成するには」 （125 ページ）をご覧ください。 

〇 DME POS ( DME 画像位置）ボタン 

DME を使用した画像の位置を設定するメニューを呼び出 
すボタンです。画像の位置をジョイスティックで設定する 
ときは、このボタンでメニューを呼び出してから、ジョイ 
スティックで位置を調整します。 

〇 FINE (微調整）ボタン 

ジョイスティックを動かしたときの設定値の変化を小刻み 
にするボタンです。このボタンを押して点灯させておくと、 
設定値の微調整が可能になります。 

© DME ROT ( DME 回転角）ボタン 

DME を使用した画像の回転角を設定するメニューを呼び 
出すボタンです。ジョイスティックで角度を調整すること 
ができます。 


© WIPE POS (ワイプ中,こ、位置）ボタン 

ワイプパターンの中ム、位置を設定するメニューを呼び出す 
ボタンです。ワイプパターンの中ん位置をジョイスティッ 
クで設定するときは、このボタンでメニューを呼び出して 
から、ジョイスティックで位置を調整します。 

このボタンは、操作が象としてキーが選択されていないと 
きにのみ有効です （16 ページ参照)。 

0 X 、 Y、Z (パラメーター選択）ボタン 

ジョイスティックで調整するパラメーターを選択するボタ 
ンです。ジョイスティックを動かすと、点灯しているボタ 
ンに対応するパラメーターを調整することができます。 

〇ジョイスティック 

次図のように、左右、上下への動き、および左右への回転 
によって、それぞれ X 、 Y 、 Z 座標の値を変化させます。 


因テンキー部 

メニュー操作でパラメーターの数値を設定する場合などに 
使用します。 

設定可能なパラメーターの場合、対応する F 1 〜 F 4 のい ず 
れかのつまみを押すと、数値を直接入力できる状態になり 
ます。その場合には、このテンキー部の数字 （0 〜 9) ボタ 
ンを押して、最後に ENTE 民ボタンを押すと、パラメー 
ターの値が入力されます。いったん入力した数値を取り消 
すときは、 CANCEL ボタンを押します。 

このほか、テンキー部のボタンは、メニューモード、イべ 
ントモード、シーケンスモードの3つのモードへの切り換 
え、およびそれらのモードでの操作に使用することができ 
ます。 


Y 座標+ 


X 座標一 


賴 


X 座標+ 


Y 座標一 
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数値/記号入力に使用するボタン 


ボタン表示 

機能 

〇〜9 

数値を入力します。 


小数点し）を入力します。 

- 

マイナス （-) を入力します。 

CANCEL 

数値入力をキヤンセルします。 

ENTER 

数値入力を確定します。 


MENU ボタン点な時（メニューモード）に使用するボタン 


ボタン表示 

機能 

<1<1 

1つ前のメニューに切り換えます。 

» 

次のメニューに切り換えます。 

EVENT 

イベントモー ドに切り換えます。 

SEQ 

シーケンスモー ドに切り換えます。 

づ 

1つ前のサブメニューに切り換えます。 

1> 

次のサブメニューに切り換えます。 


EVENT ボタン点な時（イベントモード）に使用するボタ 
ン 


ボタン表示 

機能 

EVENT 

イベントモードを抜け、メニューモードに切り換えま 

す。 

STORE 

イベントを保存するときに押します。 

RECALL 

イベントを呼び出すときに押します。 

INSERT 

イベントモードで呼び出す設定を指定するときに押し 

ます。 


SEQ ボタン点な時（シーケンスモード）に使用するボタン 


ボタン表示 

機能 

SEQ 

シーケンスモードを抜けメニューモードに切り換えま 

す。 

STORE 

シーケンスを保存するときに押します。 

II 

シーケンスの再生を一時停止または再開します。 

LOOP 

シーケンスの連続再生を設定するときに押します 0 

〇瓜 

再生方向の逆転を設定するときに押します。 

RECALL 

シーケンスを呼び出すときに押します。 


シーケンスの再生を開始/停止するときに押します。 

NEW 

シーケンスメモリーをクリアするときに押します。 

DELETE 

シーケンス、キーフレームを削除するときに押しま 

す。 

INSERT 

キーフレームを追加するときに押します。 

づ、 

カレントのキーフレームを移動するときに押します。 

<<1、 » 

シーケンスのメニューを切り換えます。 


圓 DME/SETUP (セットアップ） 

部 

ここには DME の設定、およびセットアップの両方に使用 
するボタンが配置されています。 


右端の SHIFT ボタンが消灯しているとき、 DME 設定ボタ 
ン（上側の表示）として使用します。 SHIFT ボタンが点灯 
しているとき、セットアップボタン（下側の表示）として 
使用します。 



〇 DME 設定ボタン 

BASIC (DME 基本設定）ボタン： 位置、回転角など、 

DME を使用した画像の基本的な設定を行うメニューを 
呼び出します。 

BORDER (ボーダー）ボタン： 色、幅、ソフトネスなど、 

DME によって付けられるボーダーを設定するメニュー 
を呼び出します。 

SUB EFF (サブエフェクト）ボタン： を調補正など、 

DME によって付けられるサブェフェクトを設定するメ 
ニューを呼び出します。 

WARP (ワープ）ボタン： DME によって適用できるさま 
ざまな ヮー プ パターンの 設定を行う メニューを 呼び出 
します。 メニュー 呼び出し後は、押すたびに設定でき 
る パターンが 切り換わります。 

LIGHT (光源）ボタン： 各種の 3 D ェフ卫クトに付けられ 
る光源効果を設定するメニューを呼び出します。 

©セットアップボタン 

AUX (オグジュアリー）ボタン： 出力する信号のソース、 
フォーマット、レベルなど、 AUX バス 出力の メニュー 
を呼び出します。 

MATTE (マット）ボタン： S 阻 FT ボタンの点灯時にこの 

ボタンを押すと、 システム 内部で発生させるカラー 
マッ ト 信号の明るさ、飽和度、色相を設定するメ 
ニューを呼び出します。 

INPUT (入力）ボタン： SHIFT ボタンの点灯時にこのボ 
タンを押すと、入力信号のバスへの割り付けなど、入 
力信号に関する設定を行うメニューを呼び出します。 
MV (マルチビュー）ボタン： S 阻 FT ボタンの点灯時にこ 
のボタンを押すと、オプションのマルチビューの分割 
方式と各分割画面に割り当てる信号などを設定するメ 
ニューを呼び出します。 

SYSTEM (システム）ボタン： SHIFT ボタンの点灯時に 
この ボタンを押す と、 ビデオ フォーマット、システム 
デイ レイ、 日付、時刻など、 システム に関する設定を 
行う メニューを 呼び出します。 
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STATUS (ステータス）ボタン： SHIFT ボタンの点灯時 
にこのボタンを押すと、装着しているオプションボー 
ド、 ファームウェアバージヨン、アラーム などのス 
テータスを表示するメニューを呼び出します。 

〇 USER/STILL (ユーザ--/スチル）ボタン 

SHIFT ボタンの消灯時は USER ボタンとして、ユーザー設 
定のワイプパターンや DME ワイプパターンを管理するメ 
ニューを呼び出します。 SHIFT ボタンの点灯時は 、 STILL 
ボタンとして、ダウンロード、キヤプチヤー、エクスポー 
卜など、スチルストアメモリーの操作を行うメニューを呼 
び出します。 

〇 SHIFT (シフト）ボタン 

AUX ボタンを除くセットアップボタン、および STILL ボ 
タンの機能を利用するときに押します。 


〇表示パネル 

本機の操作や設定に使用するさまざまなメニューが表示さ 
れます。左上の各メニューのタイトルと、その下の4つの 
パラメーターの表示領域に分かれており、右上に操作を助 
けるサポート情報が表示されることもあります。 

© F 1 〜 F 4 つまみ 

各メニューの4つのパラメーターには、それぞれ下に並ん 
だ F 1 〜 F 4 の調整つまみが対応しています。パラメーター 
の設定値は、これらのつまみを回して調整したり、対応す 
るつまみを押してからテンキー部で直接数値を入力したり 
して設定します。 

メニュー 項目の中には、 パラメーターで はなく、保存、削 
除などのアクシヨン項目力 《 含まれていることがあります。 
アクション項目を実斤する場合は、対応するつまみを1巧 
な上押します。 


互表おパネル/ 
ル部 


メニューコント〇 — 



メニュータイトル 


ヴ ポー ト情報 



BKDF-90 1後面 
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O EXT DISPLAY (外部ディスプレイ）端子（高密度 D- 
sub15 ピン） 

別売のタッチパネル式モニターを接続することができます。 

〇 PROCESSOR (プ□セッヴー）端子 （RJ-4 已型） 

付属のコントロールケーブルを使って、プロセッサーユ 
ニットの PANEL 端子と接続します。 


ごミ主意 


• この端子は、 DFS -900 M のプロセッサーユニット専用で 
す。他のシステムのプロセッサーユニットを接続して使 
用することはできません。 

• P 民 OCESSO 民端子をご使用の際は、幅射ノイズによる誤 
動作を防ぐため、シールドタイプのケーブルを使用して 
ください。 

• 安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持 
つ可能性があるコネクターをこの端子に接続しないでく 
ださい。 

接続については本書の指不に従ってくたさい 0 

〇 MAINTENANCE( メンテナンス）端子 （D-sub 9ピン) 

点検.メンテナンス用の端子です。本機の操作には使用し 
ません。 

〇 DEVICE (デバイス）端子 （USBType-A 型） 

別売のタッチパネル式モニターまたはマウスを接続するこ 
とができます。 

© アース端子 

システムの接地線に接続します。 

© 〜 AC IN 端子 

付属の電源コードを使って AC 電源に接続します。 

〇 POWER (電源）スイッチ 

コントロールパネルの電源を On/Off します。 
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团 M/E ク □ スポイントバス部 （ 24 ページ） 

圓キ ー / AUX ノ くス操作部 (23 ぺージ） 

回 KEYER 部 （ 1 已ぺージ） 

丘 ] 外部接続 - 電源部 （ 1 5 ページ） 

回表示パネル / メニューコント □ ール部 （ 2 日ページ） 

回テンキー部 （ 18 ページ） 

圆ジョイスティック部 （ 17 ページ ) 


固 PROGRAM/PRESET ク □ スポイントバス部 （ 24 ぺージ ) 
固 PROGRAM/PRESET トランジション部に已ぺージ）一 

团 DSK/ フエードトゥブラック操作部 （ 2 已ぺージ） - 

圃 M/E トランジシヨン部 （ 2 已ぺージ） - 

回 DME/SETUP 音 K に目ぺージ） _ 



圓 IIH| 國 [ 叫 111 國][日 III 因回 I IIH | 國 IHII 國 [HI I 回 [HI II 因 I II 圳圏 I 岡 I 

BUS SELECT 

国 □□□ 曰 □□□ 曰 □ 圆 □ 曰□□□曰圓國國 


匠 画 j I 巨非 |||wARpj に 眶 ! に SEr|| 





0 0 0 0 0 





|[BKI3D || j[KEY1 || | 卜 " J 

0 圍麵 




圖 U 

1 画 1 國 1 日 1 


1 ) 

II 


障"啦 

曰回 


1 



BB ]' 

TRANSITION TYPE 

isj] 1 器可卜 j I 

DIRECTION 、 I |1 | 

BH : 



1 ■已 M/E コント□—ルパネル BKDF-gOS 


BKDF -902 操作面 

コントロールパネルの各部の働きを、下図の の〜 回に分 い。また、コントロールパネルの後面については、「後面」 

けて説明します。詳しくは （) 内のページをご覧くださ （29 ページ）をご覧ください。 


国己曰國 
图图图国 
图图图国 
国回国图 
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1. 己 M/E コント □ ールパネル BKDF-902 























































































































































































































の外部接続-電源部 


2] KEYER (キーヤー）部 


BKDF -901 の「田外部接続•電源部」 （15 ページ）の説明をご 
覧ください。 


♦ BKDF -901 の「凶 KEYER (キーヤー）部」 （15 ページ）の説 
明をご覧ください。 


图キー / AUX (オグジユアリー）バス操作部 


〇キーデ U ゲーシヨンボタン 


©AUX デリゲーシヨンボタン 


[BJI E"ll E"ll [HI IHI 圓 || 歷 1]|| 歷 2] II -sj II 壓 | II 門 j [aUxJ 卜 X7j [aUX8|| [aUXS || |^|| 


B 因□□□回□曰□□□□□□0國图 


HI 圏圆 J 

HSB 


I KEY/AUX ) くス選択ボタン 


〇出力選択ボタン 
©SHIFT ボタン 


〇キーデリゲーションボタン 

♦ BKDF -901 の「图 KEY DELEGATION (キーデリゲーション） 
部」 （16 ページ）の説明をご覧ください。 

© AUX (オグジユアリー）デリゲーションボタン 

KEY / AUX バス選択ボタンや MV 1 /K OUT、KEY S 民 C ボ 
タンなどの出力選択ボタンに割り付ける AUX バス出力を 
選択します （ AUX 1 〜 AUX 10)。 KEY / AUX バス選択ボタ 
ンや出力選択ボタンで選択した信号が、ここで選択したバ 
スに出力されるようになります。 

いずれかのボタンを押して、出力する信号のソース、 
フォーマット、レベルなど、 AUX バス出力のメニューを呼 
び出します。 


ごま意 


オプションの出力拡張ボードが装着されていない場合、 
AUX 3 〜 AUX 10 のボタンは無効です。 

〇 KEY/AUX (オグジユアリー)バス選択ボタン 

キー デリ ゲーシヨ ンボタン や AUX デリ ゲーシヨ ンボタン 
で選択したバスの出力を選択します。 

各ボタンで選択できる信号は、 M / E クロスポイントバス部 
(24 ページ参照）の対応するボタンで選択できる信号と同 
じです。 

〇出力選択ボタン 

キー デリ ゲーシヨ ンボタン や AUX デリ ゲーシヨ ンボタン 
で選択したバスの出力を選択します。 


MV 1 (マルチビユ ー1 )/K OUT (キー出力）： SHIFT ボ 
タンの消灯時にはマルチービュー出力1を選択します。 
SHIFT ボタンの点灯時にはキー出力を選択します。 
MV 2 (マルチビユ ー2) /CLN (クリーン）ボタン： 

SHIFT ボタンの消な時にはマルチビュー出力2を選択 
します。 SHIFT ボタンの点灯時にはクリーン出力（ダ 
ウンストリームキーなしのプログラム出力）を選択し 
ます。 

KEY SRC (キーソース）ボタン： キーソース出力を選択 

します。また 、 DME メニューのサブメニューの設定を 
すべて初期化する（リセットする）場合 （137 ページ 
参照）や、フ卫ーダーレバーの動作範囲を制限する場 
合 （114 ページ参照）、イベントを呼び出し （157 ペー 
ジ参照）または削除 （157 ページ参照）する場合にも 
使用します。 

M/E / M/E PV ( M / E プレビユ ー） ボタン： SHIFT ボタ 
ンの消灯時には M / E バスのプログラム出力を選択しま 
す。 SHIFT ボタンの点灯時には M / E バスのプレ 
ビュー出力を選択します。 

PGM (プ□グラム ） /PVW (プレビユ ー） ボタン： 

SHIFT ボタンの消な時にはプログラム出力を選択しま 
す。 SHIFT ボタンの点灯時にはプレビュー出力を選択 
します。 

© SHIFT (シフト）ボタン 

MV 1 /K OUT ボタン、 MV 2 /CLN ボタン、 M/E / M/E PV 
ボタン、 PGM / PVW ボタンの機能を切り換えます。 

また、各 KEY / AUX バス選択ボタンに割り付けられた2つ 
の信号を切り換えて選択することができます。 
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SHIFT ボタンの動作は、押している間だけ有効になるモー 
ド、または押すたびに有効/無効が切り換わるモードのど 
ちらかを選択できます。 


詳しくは 「 SHIFT ボタンの動作を設定する」 （106 ページ））を 
ご覧ください。 


团 M/E ク□スポイントバス部 

映像作成に使用する素が信号を選択します。 



< 

> M/E バス A 選択ボタン列 


BLACK 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

SHIFT 


A 


BLACK 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

SHIFT 


B 


I M/E バス B 選択ボタン列 


OM / E バス A 選択ボタン列 

トランジシヨン（画像切り換え）の実行前に出力するバッ 
クグラウンド画像 （ A バスの画像）を選択します。 

♦ 各ボタンの働きについては、「クロスポイントボタンに映像入力 
信号を割り当てる」 （77 ページ）をご覧ください。 

© M / E バス B 選択ボタン列 

トランジシヨンの実行後に出力するバックグラウンド画像 
( B バスの画像）を選択します。 

♦ 各ボタンの働きについては、「クロスポイントボタンに映像入力 
信号を割り当てる」 （77 ページ）をご覧ください。 


SHIFT ボタンについて 

各ボタン列の右端の SHIFT ボタンを使用すると、各ボタ 
ンに割り付けられた2つの信号を切り換えて選択すること 
ができます。 

SHIFT ボタンの動作は、押している間だけ有効になるモー 
ド、または押すたびに有効/無効が切り換わるモードのど 
ちらかを選択できます。 

♦詳しくは 「 SHIFT ボタンの動作を設定する」 （106 ページ）を 
ご覧ください。 


互 PROGRAM (プ□グラム） /PRESET (プリセット）ク□スポイントバス部 


映像作成に使用する素が信号を選択します。 


〇 PROGRAM バス選択ボタン列 
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O PROGRAM (プ□グラム）バス選択ボタン列 

♦ BKDF -901 の 「PROGRAM (プログラム）選択ボタン列」と 
「 SHIFT ボタンについて」の説明をご覧ください （16 ページ）。 

〇 PRESET (プリセット）選択ボタン列 

♦ BKDF -901 の 「PRESET (プリセット）選択ボタン列」と 
「 SHIFT ボタンについて」の説明をご覧ください （16 ページ）。 

〇 M / E ボタン 

M / E プログラム映像 ( M / E クロスポイントバス部で作成 
した映像）をバックグラウンドとして選択します。 


圓 PROGRAM [プ□グラム）/ 
PRESET (プリセット）トランジ 
シヨン音15 

プログラム/プリセツ ト映像の切り換えに関する設定と操 
作を行います。 



〇トランジシヨンタイプ選択ボタン 
MIX (ミックス）ボタン： ミックスで映像を切り換えると 
きに押して点灯させます。表示パネルに民 ate メニュー 
が表示され、トランジシヨンレートを設定することろ S 
できます。 

WIPE (ワイプ）ボタン： ワイプで映像を切り換えるとき 
に押して点灯させます。表示パネルに P/P Wipe 
Pattern メニューが表示され、ワイプパターンを選択す 
ることができます。 


させると フ卫ーダーレバーの 動きを制限する機能が有 
効になります。2度押しで On にすると、表示パネルに 
Fader Limit メニ ユーが表示され、 フエ ー ダーレバーの 
動く範囲をパーセンテージで設定することができます。 

NORM/REV (ノーマル/リバース）ボタン： 押して点灯 

させると、トランジシヨンを実行するたびに、トラン 
ジシヨンの方向が入れ替わります。 

REV (リバース）ボタン： 押して点灯させると、トランジ 
シヨンが逆の方向に実行されます。 

〇トランジシヨン実行部 

♦ BKDF -901 の「トランジシヨン実行部」 （17 ページ）の説明を 
ご覧ください。 


回 DSK (タウンストリームキー ） / 
フエードトウブラツク操作部 

ダウンストリームキーとフェードトウブラックに関する設 
定と操作を行います。 


OFTB ボタン 



FTB 



DSK1 

ON 


DSK2 

ON 






AUTO 

TRANS 

AUTO 

TRANS 


DSK1 DSK2 


^DSK トランジシヨンボタン 


♦それぞれの働きについては、 BKDF -901 の 「 FTB ボタン」 （17 
ページ）と 「 DSK トランジシヨンボタン」 （17 ページ）の説明 
をご覧ください。 


圓 M/E トランジシヨン部 

M / E 映像の切り換えに関する設定と操作を行います。 


〇トランジシヨン節囲-方向設定 

FADER LIMIT (フエーダーリミット）ボタン： フエー 

ダーレバーの 動きを制限する ボタン です。押して点灯 
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o ネクストトランジシヨン選択ボタン 

Q トランジシヨンタイプ選択ボタン 

〇トランジシヨン範 
囲-方向設定 


〇 




J 

〇 

V 


J 


{ 〇 


〇 〇 

。〇 ] 

BKGD 


KEY1 


KEY2 


〇 〇 

〇 〇 


KEY3 


KEY4 

NEXT TRANSITION 


MIX 

WIPE 

(FAM) 

DME 

(NAM) 

TRANSITION TYPE 

FADER 

LIMIT 

NORM 

/REV 

REV 


DIRECTION 


12 3 4 HIG 


12 3 4 ▲ 


12 3 4 y 

12 3 4 LOW 

PRIORITY 

i KEY LAYER 



0 トランジシヨン実行部 
〇キープライオリティ設定部 


〇ネクストトランジシヨン選択ボタン 

♦ BKDF-901 の「ネクストトランジシヨン選択ボタン」 （17 ペー 
ジ）の説明をご覧ください。 

〇トランジシヨンタイプ選択ボタン 
MIX (ミックス）ボタン： ミックスで映像を切り換えると 
きに押して点灯させます。表示パネルに民 ate メニュー 
が表示され、トランジシヨンレートを設定することが 
できます。 

WIPE ( FAM ) (ワイプ（フルアディティブミックス)）ボ 

タン： ワイプで映像を切り換えるときに押して点灯さ 
せます。表示パネルに M/E Wipe Pattern メニューが 
表示され、ワイプパターンを選択することができます。 
また、 FAM を選択する場合は、 MIX ボタンとこのボ 
タンを同時に押して点灯させます。 

DME ( NAM ) (DME (ノンアディティブミックス)）ボタ 
ン： DME を使用して映像を切り換えるときに押して点 
灯させます。表示パネルに DME Pattern メニューが表 
示され、 DME ワイプパターンを選択することができま 
す。 

また、 NAM を選択する場合は、 MIX ボタンとこのボ 
タンを同時に押して点灯させます。 

〇トランジシヨン節囲-方向設定 

FADER LIMIT (フエータ’ーリミット）ボタン： フエー 

ダーレバーの動きを制限するボタンです。押して点灯 
させるとフエーダーレバーの動きを制限する機能が有 
効になります。2度押しで On にすると、表示パネルに 


Fader Limit メニューが表示され、フエーダーレバーの 
動く範囲をパーセンテージで設定することができます。 

NORM/REV (ノーマル/リバース）ボタン： 押して点灯 

させると、トランジシヨンを実行するたびに、トラン 
ジシヨンの方向が入れ替わります0 
REV (リバース）ボタン： 押して点灯させると、トランジ 
シヨンが逆の方向に実行されます。 

〇キープライオリティ設定部 

♦ BKDF-901 の「キープライオリティ設定部」 （17 ページ）の説 
明をご覧ください。 

© トランジシヨン実行部 

♦ BKDF-901 の「トランジシヨン実行部」 （17 ページ）の説明を 
ご覧ください。 


图 DME/SETUP ( セットアップ） 
部 

DME の設定およびセツトアップに使用するボタンが配置 
されています。 


ODME 設定ボタン 

©USER ボタン 



SETUP 


6 STILL ボタン 
もセツトアップボタン 


ODME 設定ボタン 

♦ BKDF-901 の 「DME 設定ボタン」 （19 ページ）の説明をご覧く 
ださい。 

〇 USER (ユーザー）ボタン 

ユーザー設定のワイプパターンや DME ワイプパターンを 
管理するメニューを呼び出します。 

©セットアップボタン 

♦ BKDF-901 の「セットアップボタン」 （19 ページ）の説明をご 
覧ください。 
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1.己 M/E コント□ールパネル BKDF-902 


































































































































































































O STILL (スチル）ボタン 

ダウンロード、キヤプチヤー、エクスポートなど、スチル 
ストアメモリーの操作を行うメニューを呼び出します。 


圆ジョイスティック部 

♦ BKDF -901 の「固ジョイスティック部」 （17 ページ）の説明を 
ご覧ください。 


回テンキー部 

♦ BKDF -901 の「团テンキー部」 （18 ページ）の説明をご覧くだ 
さレ、 0 


1^表示パネル/メニューコント □— 
ル部 

♦ BKDF -901 の 「回 表示パネル/メニューコントロール部」 （20 
ページ）の説明をご覧ください。 
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巨 KDF - 902後面 

BKDF -902 は 、〜 AC IN 端子 A 、 B と POWER スイッチ 
A 、 B を2つずつ （ A 、 B ) 装備しています。 



♦ 各端子およびスイツチの使いかたについては、 rBKDF -901 後 
面」 （20 ページ）の説明をご覧ください。 
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1.己 M / E コント□ールパネル BKDF -902 










































































プ □セ ツサー ユニット DFS-gOOM 


前面 



POWER (電源）スイッチとインジケーター 

プロセッサーユニットの電源を On / Off します。 

■側を押すと電源が入り、インジケーターが緑で点灯しま 
す。 

パワーサプライユニット BKDF -990 (オプション）を装着 
すれば、電源を二重化できます。 

♦ 詳しくは、「パワーサプライユニット BKDF -990 を取り付ける」 
(51 ページ）をご覧ください。 


後面 



の拡張入出力部 



〇入出力拡張ス□ット（上段） 

1つのスロットに入力拡張ボード2枚 （3 枚目と4枚目）と 


出力拡張ボード1 (2 枚目）を装着することができます。 
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o SDI IN ( SDI 入力） 1 〜 8 端子 （ BNC 型） 

ビデオカメラや VT 民（プレーヤー）から SDI 信号を入力 
します。 

フレームシンクロナイザー内蔵のため、非同期映像信号も 
入力できます。 

〇 SDI OUT (SDI 出力）端子 （BNC 型） 

SDI 信号を出力します。 PGM し PGM 2、 AUX し AUX 2 の 
4つの SDI 出力端子があります。 

PGM 1、 2 (プ□グラム1、 2) 端子 ：モニターの SDI 入 
力端子などに接続します。本機で処理した信号（プロ 
グラム信号）を出力します。 PGM 1 端子と PGM 2 端子 
から出力される信号は同じです。 

回外部機器インターフェース部 


AUX 1、 2 (オクジユ アリー1、 2) 端子 ：モニターの SDI 
入力端子などに接続します。 PGM し2端子と同じプ 
ログラム信号のほか、プレビュー （ PVW ) 信号、ク 
リーン ( CLN ) 信号、キー出力 （ KeyOut ) 信号、マル 
チビュー （ MV ) 信号、本機への入力信号 （ InOl 〜 
In 24) などを出力することができます。 AUX 1 端子と 
AUX 2 端子か らお力さ れる信号は、それぞれ個別に設 
定することができます。 


ご注意 


IN 09 〜 IN 24 はオプシヨンの入力拡張ボードを装着してい 
る場合のみ表示されます。 


TALLY/GPI OUT 


口 


戀® 


0 0 0 00000000000 0 
い〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇し 


©REMOTE K 2. 3端子 
ろ REF OUT 端子 

OREF in 端子 


四 


み TALLY/GPI OUT 端子 
Ogpi in 端テ 
0 PAN EL 端子 
な EDrrOR 端子 


〇 REF IN (基準同期信号入力）端子 （ BNC 型） 

外部からの基準同期信号を入力します。一方の端子はルー 
プスルー出力端子として使用します。ループスルー機能を 
使用しない場合は、75 Q 終端器を取り付けてください。 

〇 REF OUT (基準同期信号出力）端子 （ BNC 型） 

REF IN 端子に外部からの基準同期信号を入力しない場合、 
本機が基準としている内部同期信号がこの端子から出力さ 
れます。 


〇 REMOTE 1、2、3 (リモート1、2、 3) 端子 （ D - 
sub 9ピン） 

機能拡張用の端子です。別売の AUX バスリモートコント 
ローラーな どが接続できます。 

〇 EDITOR (エディター）端子 ( D-sub 9ピン） 

オプシヨンのェデイテイングコントロールユニットを接続 
します。民 EMOTE し2、3端子と同じ形状ですう 《 、この端 
子は エディター 専用です。 


©入出力拡張ス□ット（下段） 

1つの スロッ トに入力拡張ボード2枚 （1 枚目と2枚目）と 
出力拡張ボード1枚 （1 枚目）を装着することができます。 


詳しくは、「入出力拡張ボードを取り付ける」 （39 ページ）をご 
覧ください。 


回標準入出力部 


脯 

ro 

刪 


OSDI IN 1〜8端子 


©SDI OUT 端テ 


ド 

r T 

つ广 


1 叫 


1 





3 

m m m m m m m m 


- SDI OUT - 

PGM1 PGM2 AUX1 AUX2 

© ® ® ® 

臣 

TALLY/GPI OUT 

0 0 0 0000000000 0 

)0000/)1^ し 
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プ□セッヴーユニット DFS -900 M 









































































© PANEL (パネル）端子 （ RJ -45 型） 

付属のコント ロール ケーブルを使って、コント ロール パネ 
ルの PROCESSOR 端子と接続します。 


ごま意 


• この端子は、 DFS -900 M のコントロールパネル専用です。 
他のシステムのコントロールパネルを接続して使用する 
ことはできません。 

• PANEL 端子をご使用の際は、幅射ノイズによる誤動作を 
防ぐため、シールドタイプのケーブルを使用してくださ 

い。 

• 安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持 
つ可能性があるコネクターをこの端子に接続しないでく 
ださい。 

接続については本書の指巧に従ってくたさい 0 

© GPI IN (GPI 入力）端子 ( D-sub 25ピン） 

外部機器と本機を接続すると、ここに入力された GPli ) 信 
号によって本機での動作（トランジシヨンなど）を実行さ 
せることができます。 

1) GPI は General-Purpose Interface け凡用インターフェース）の略 
です。 


© 〜 AC IN 端子 B 

オプションのパワーサプライユニットを装着すると、使用 
できるようになります。 

〇アース端子 

システムの接地線に接続します。 


〇 TALLY/GPI OUT (タリー/ GPI 出力）端子 ( D-sub 
37ピン） 

ビデオカメラのタリー端子と接続すると、カメラの信号を 
使用しているときにレッドタリーやグリーンタリーの信号 
を送り、カメラのタリーランプを点灯させることができま 
す。また、本機から接続したカメラなどの外部機器に GPI 
信号を出力することもできます。 

团電源部 



〇 〜 AC IN (電源入力）端子 A 

付属の電源コードを使って AC 電源に接続します。 


プ□セッヴーユニット DFS- 900 M 































オプション品 


2 DVI 入カボード巨 KDF -9 12 


4 SDI 入カボード巨 KDF -9 10 



SDI IN ( SDI 入力）1〜4端子 （ BNC 型） 

SDI 信号を入力します。ボード1枚に4つの端子があり、4 
枚まで装着可能です。 

標準の SDI 入力！〜8と合わせて最大24系統の SDI 信号 
が入力できます。 

1と2の端子のみ、アップコンバーターが搭載されていま 
す。 

♦詳しくは、「入出力拡張ボードを取り付ける」 （39 ページ）と 
「アップ コンバート 入力を設定する」 （81 ページ）をご覧くださ 

い。 


2 SD ビデオ入カボード巨 KDF -9 n 



ANALOG IN (アナ□グ入力）1〜4端子 （ BNC 型） 

アナログ 信号を入力します。 コンポ ジッ ト/コンポーネン 
卜の各信号に対応しています。 

各端子の名称と入力信号は下記のとおりです。 


XLU — ^ ttT ^3 

U 而子番5 

端子名 

入力信号 

コンポジット 

コンポーネント 

1 

C 0 MP/Y 

コンポ ジッ ト 信号 

輝度信号 （ Y ) 

2 

B-Y 

使用しない 

色差信号 ( B - Y ) 

3 

民 -Y 

使用しない 

色差信号 (民- Y ) 

4 

COMP 

コンポ ジッ ト 信号 


♦設定については、「アナログ入力信号を設定する」 （83 ページ） 
をご覧ください。 



DVI IN (DVI 入力）1、2端子 （ DVI-I 型） 

パソコンなどの DVI 出力端子と接続することにより、接続 
先の機器から DFS -900 M に信号を入力することができま 
す。 

♦設定については、 「 D VI 入力信号を設定する」 （85 ページ）を 
ご覧ください。 


4 SDI 出カボード巨 KDF - 960 



SDI 0 UT ( SDI 出力）1〜4端子 （ BNC 型） 

SDI 信号を出力します。ボード1枚に4つの端子があり、2 
枚まで装着可能です。 

標準の SDI 出力！〜4と合わせて最大12系統の SDI 信号 
が出力できます。 

1と2の端子のみ、ダウンコンバーターろ 《 搭載されていま 
す。 

♦詳しくは、「入出力拡張ボードを取り付ける」 （39 ページ）と 
「ダウンコンバート 出力を設定する」 （91 ページ）をご覧くださ 

い。 


2 SD ビデオ出カボード巨 KDF -961 



ANALOG OUT (アナ□グ出力）1〜4端子 （ BNC 型） 

SD フォーマットのアナログ信号を出力します。コンポジッ 
卜/コンポーネントの各信号に対応しています。 

各端子の名称と出力信号は下記のとおりです。 
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オプション品 































































































XLU — ^ ttT ^3 

U 而子番5 

端子名 

出力信号 

コンポジット 

コンポーネント 

1 

C 0 MP/Y 

コンポ ジッ ト 信号 

輝度信号 （ Y ) 

2 

B-Y 

使用しない 

色差信号 ( B - Y ) 

3 

民 -Y 

使用しない 

色差信号 (民- Y ) 

4 

COMP 

コンポ ジッ ト 信号 


♦設定については、「アナログ出力信号を設定する」 （93 ページ) 
をご覧ください。 


2 DVI 出カボード BKDF -962 



DVI OUT (DVI 出力）1、2端子 （ DVI-I 型） 

パソコンのモニター などの DVI 入力端子と接続することに 
より、接続先の機器に DFS -900 M の信号を出力することが 
できます。 

♦設定については、 「 D VI 出力信号を設定する」 （95 ページ）を 
ご覧ください。 


パワーサプライユニット巨 KDF - 990 


電源スイッチ B 

1 

阿 

h® - 

反 1 

骑 

、 ® © ⑥ 远 L 

© ⑥ ® 厂 





電源スイッチ B 

プロセッサーユニットの下段に組みをむことにより、バッ 
クアップ電源として電源スイッチ B が On / Off できるよう 
になります。 

♦ 詳しくは、「パワーサプライユニット BKDF -990 を取り付ける」 
(51 ページ）をご覧ください。 


その他のオプション品 

下記のオプション品について、詳しくは「機能拡張ボード 
を取り付ける」 （46 ページ）をご覧ください。 

• 2 CH DME ボード BKDF -940 
• マルチビューアーボード BKDF -9 日0 
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準備 


第 



周适機器の接続 


細 

JJ ここでは、周辺機器の接続例を紹介します。 

本機に各機器を接続した後、メニューを使って基本設定を行ってください。 

揣 

誦 


ご注意 


• 本機を外部同期信号が入力できない機器と接続する場合は、その機器を接続し 
た入力端子の フレームシンクロ ナイザー機能を有効にすると同期を取ることが 
できます。設定方法に ついて 詳しくは79ページをご覧く ださい。 

• 基準同期信号発生器を使用する場合、本機に入力した基準同期信号をループス 
ルー出力しないときは、2つある民 EF IN 端子のうち同期信号を接続していない 
側の端子に7日 Q 終端器を取り付けてください （30 ページ参照）。また本機に接 
続する各機器にも75 Q の終端抵抗を入れてください。終端抵抗の入れかたは接 
続機器および接続条件によって異なります。詳しくは各機器の取扱説明書をご 
覧ください。 


接続例1:ライブ収録/演出システム 

複数のカメラと各種効果用の映像送出機器などの接続を想定した構成例です。 
各送出機器の SDI 出力を本機の SDI IN 端子へ接続します。 
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周辺機器の接続 


HD-SDI 入力を持つ HD-SDI 入力を持つ HD-SDI 入力を持つ 
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接続例 2 :エディターを接続したシステム 

レコーダーと複数のプレーヤーおよび信号送出機を接続し、各機がをコントロー 
ルするエディターと組み合わせた、ビデオ編集システムの構成例です。 

各送出機器の HD - SDI 出力を本機の SDI IN 端子へ接続します。 


細 

0 ) 

刪 

m 

議 
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周辺機器の接続 
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接続例 3 : DVI ( DVI - I ) 端子を備えた機器との接続 

オプションの2 DVI 入カボード BKDF -912 および2 DVI 出カボード BKDF -962 を 
使用して、 DVI - I 端子を備えたコンピューターやモニターなどと接続します。 

DVI - I 端子のデジタル信号は HDMI 規格のデジタル信号と、またアナログ信号は 
HD 15 (高密度 D - subl 日ピン）規格のアナログ信号と互換性があるため、それぞれ 
変換ケーブルやアダプターを使用することで HDMI 端子や HD 15 端子を備えた機 
器とも接続できます。 


ご注意 


• HDMI 端子を備えた機器と接続する場合、映像信号はプログレッシブ方式のみ対 
応しています。また 、 HDCP (コピー制御機能）には対応していません。 

• DVI 出力信号を " HDTV " に設定している場合 （9 日ページ）、 BKDF -962 のアナ 
ログ信号出力部からはを差コンポーネント信号 （ Y / Pb / Pr ) が出力されます。 
BKDF -962 の端子のピン配列について、詳しくは214ページをご覧ください。 


コンピューター 


コンピューター コンピューター 




DVI 入力を持つ 
プ□ジェクターなど 


DVI 入力を持つ 
モニター など 


周辺機器の接続 























































































拡張オプションを取り付ける 


入出力拡張ボードや機能拡張ボード、パワーサプライユニットなどの拡張オプ 
シヨンを追加する手順について説明します。 

拡張オプシヨンにはな下のものがあります。各オプシヨンについて詳しくは32 
ページをご覧ください。 


拡張オプションの種類•機能 

型番 

入力拡張ボード 

4SDI 入カボード 

BKDF-910 

2SD ビデオ入カボード 

BKDF-911 

2 DVI 入カボード 

BKDF-912 

出力拡張ボード 

4SDI 出カボード 

BKDF'-geO 

2SD ビデオ出カボード 

BKDF'-gei 

2DVI 出カボード 

BKDF'-ges 

機能拡張ボード 

2CH DME ボード 

BKDF'-gW 

マルチビューアーボード 

BKDF'-gSO 

パワー サプライ ユニット 

BKDF'-ggo 


ごま意 


• 拡張オプションの取り付け、取りはずしは、必ずすベての機器の電源を切って 
から行ってください。 

• 電源を切った直後は、プ□セッヴーユニットび熱くなっています。電源を切っ 
てか！5、必ず30分 m 上経ってか5取り付け、取りはずしを行ってください。 

• 拡張オプションは、必ず指定された場所に取り付けてください。 

• 取り付けには、必ず拡張オプションに付属のネジをご使用ください。他のネジ 
を使うと、拡張オプションゃプロセッサーユニットの故障の原因となります。 

• 取り付け、取りはずしの際は、けがをしないよう十分ご注意ください。 

• 拡張オプションの取り付け状况は 、 Setup メニューの S ね tus サブメニュー中の各 
項目で確認することができます。詳しくは172ページをご覧ください。 

入出力拡張ボードを取り付ける 

取り付け位置とチャンネル番号について 

プロセッサーユニット後面の入出力拡張スロット（上段および下段）から拡張 
ボード設置トレイを引き出し、ボードに付属のネジでトレイ上に固定して各ス 
ロットに戻します。入力拡張ボードは向かって一番左と中央に、出力拡張ボード 
は一番右に取り付けます 0 


入力拡張ボードの取り付け位置出力拡張ボードの取り付け位置 



1 

真 

を 运 

を 6 

を 运 

因 
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□導 □ 

〇| 
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を 度 

を 6 

を 度 
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自 戀戀戀戀 戀戀戀戀 戀戀戀戀 

b 0 0 0 0 1§^3§) i § Bi §) 0 ^ 
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取り付けた入出力拡張ボード上の各チャンネルには、それぞれ番号が割り当てら 
れます（入力拡張ボードでは IN 09 〜 IN 24、 出力拡張ボードでは AUX 03 〜 
AUX 10) 〇各ボードの設置位置と取り付け後のチャンネル番号のが応は次表のとお 
りです。 


ご注意 


• ボードによっては無効になるチャンネル番号があります。 

• 入出力拡張ボードのチャンネル表示は、4义字までの半角英数字を用いてイ壬意の 
名前に変更できます。詳しくは74ページをご覧ください。 

入力拡張ボードのチャンネル番号 



拡張ボード設置トレイ上の設定位置 

下段のトレイ 

上段のトレイ 

左 

中央 

ち 

左 

中央 

ち 

設置の可否 

(〇:取り付け可能 X :取り付け不可 
能） 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

X 

取り付け後の 
入力番号表示 

4SDI 入カボード 

BKDF-910 

IN09 〜 

IN12 

IN13 〜 

IN16 

墨 

IN17 〜 

IN20 

IN21 〜 

IN24 

墨 

2SD ビデオ入力 

ボード BKDF-911 

2 DVI 入カボード 

BKDF-912 

IN09 〜 
IN10 a) 

IN13 〜 
IN14 b) 


IN17 〜 
IN18 C) 

IN21 〜 

IN22 d) 



a) INU 、 IN12 は無効 b) IN15 、 IN16 は無効 c) IN19 、 IN20 は無効か IN23 、 IN24 は無効 


出力拡張ボードのチャンネル番号 



拡張ボード設置トレイ上の設定位置 

下段のトレイ 

上段のトレイ 

を 

中央 

ち 

を 

中央 

ち 

設置の可否 

(〇:取り付け可能 X :取り付け不可 
能） 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

取り付け後の 
出力番号表示 

4SDI 出カボード 

BKDF-960 

墨 

墨 

AUX03 〜 

AUX06 

墨 

墨 

AUX07 〜 

AUX10 

2SD ビデオ出力 

ボード BKDF-961 

2DVI 出カボード 

BKDF-962 



AUX03 〜 
AUX04 a) 



AUX07 〜 

AUX08 が 


a)AUX05 、 AUX06 は無効 b) AUX09 、 AUX10 は無効 


入出力拡張ボードを取り付けるには 


な下の手順で行います（図例は下段の拡張ボード設置トレイへの装着手順の説明 
ですが、上段の場合も同じです）。 
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拡張オプションを取り付ける 



1 基板トレイ固定金具の取り付けネジ （+ B 3 X 6) 4個をはずして、金具を取り 
はずす。 



2 次図のように拡張ボード設置トレイの両端にあるレバーを押し開き、トレイ 
を引き出す。 



3 な下の手順で拡張ボード設置トレイ上のパネル類を取りはずす。 

①通風調整パネルの固定ネジ （+ M 3 2 個）をはずして、通風調整パネルを取 
りはずす。 

③入出力拡張ボードを設置する箇所のブランクパネル固定ネジ （+ M 2.6 2 個) 
をはずして、ブランクパネルを取りはずす。 


ご注意 


• 取りはずしたパネル類は、なくさないように保管してください。取り付けた 
入出力拡張ボードを取りはずすときに、再度ブランクパネルの取り付けが必 
要になります。また、すべての拡張ボードを取りはずした場合は、通風調整 
パネルも取り付けてください。 

• ブランクパネルの取り付けネジは、入出力拡張ボードを固定するときに使用 
します。詳しくは手順 5 をご覧ください。また通風調整パネルの取り付け 
ネジは、パネルとともに保管してください。 
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= 4 それぞれの入出力拡張ボードに付属の熱伝導シートを、な下の手順で拡張ボー 

が ド設置トレイに取り付ける D 
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拡張オプションを取り付ける 
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5 端子名表示プレート取り付け枠の内側に拡張ボードの端子部を通して、拡張 
ボード設置トレイの上に拡張ボードを置き、ボードに付属のネジ （+ M 34 個) 
を使って固定する 0 


ごま意 


• ネジの締め付けはトルクドライバーを用いて行ってください。締め付けトル 
クは 0.59 N - m です。 

• 各ボードの設置位置は39ページをご覧ください。 


脯 

刪 

m 
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6 拡張ボードに付属の端子名表示プレートを、な下の手順で取り付ける。 

①拡張ボードに付属のネジ（下表参照）を使って、端子名表示プレートを拡 
張ボードに固定する。 



拡張ボード 

付属のネジ 

締め付けトルク 

BKDF-910 

BKDF-911 

BKDF-960 

BKDF-961 

+M2.6 4 個 

0.49 N • m 

BKDF-912 

BKDF-962 

六角支柱（対辺 5mm) 4 個 

0.5N - m 


ご注意 


BKDF -912 および BKDF -962 の場合、六角支柱の締め付けはボックスドライ 
バーを用いて行ってください。 

③手順 3 で取りはずしたネジ2個を使って、端子名表示プレートを拡張ボード 
設置トレイに固定する。 


ごま意 


締め付けトルクは0.49 N • m です。 



44 拡張オプションを取り付ける 


























7 拡張ボード設置トレイを元のスロットに差し込み、トレイの両端にあるレ 
バーの 切り欠き部分をスロット入口の左右両端に合わせる。 



8 次図のようにトレイのレバーを内側に引き寄せて閉じる。 
トレイがスロットの奧まで押し込まれて固定されます。 



9 手順 1 ではずしたネジ4個を使って、基板トレイ固定金具を取り付ける。 
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取り付けかたと逆の手順で取りはずします。 


機能拡張ボードを取り付ける 

取り付け位置について 


プロセッサーュニット後面から標準入出力部を引き出して取り付けます。機能拡 
張ボードの端子部を標準入出力部の基板上にあるソケットに差しをみ、ボードに 
付属のネジで基板上に固定してプロセッサーュニットに戻します。 BKDF -940 は 
DME 1 ソケットと DME 2 ソケットに、 BKDF -950 は MV 1 ソケットと MV 2 ソケッ 
卜に、それぞれ差し込みます。 


機能拡張ボード 

標準入出力部上のソケット 

DME 1 

ソケット 

DME 2 

ソケット 

MV 1 

ソケット 

MV 2 

ソケット 

2CH DME ボード BKDF-940 

〇 

〇 

X 

X 

マルチビューアーボード BKDF-950 

X 

X 

〇 

〇 


〇取り付け可能 X 取り付け不可能 
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拡張オプションを取り付ける 
















































機能拡張ボードを取り付けるには 

な下の手順で行います。 

1基板トレイ固定金具の取り付けネジ （+ B 3 X 6) 4個をはずして、金具を取り 
はずす。 
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標準入出力基板 

MV ] ソケット DME ] ソケッ 
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2 次図のように標準入出力部の両端にあるレバーを押し開き、標準入出力部を 
引き出す。 
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3 BKDF -940 を取り付ける場合は、 BKDF -940 に付属の熱伝導シートをな下の手 
順で機能拡張ボードに取り付ける。 



48 拡張オプションを取り付ける 





































4 機能拡張ボードのコネクターを標準入出力部の信号処理基板上にあるソケッ 
卜に合わせ、ボードのコネクター付近を上から押して差しをむ。 


ご注意 


各ボードの設置位置は46ページをご覧ください。 



5 機能拡張ボードに付属のネジ （+ M 3 4 個）で、拡張ボードを標準入出力部の信 
号処理基板に固定する 0 


ご注意 


ネジの締め付けはトルクドライバーを用いて行ってください。締め付けトル 
クは 0.59 N • m です。 
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6 標準入出力部を元のスロットに差しをみ、両端にあるレバーの切り欠き部分 
をスロット入口の左右両端に合わせる。 



7次図のようにトレイのレバーを内側に引き寄せて閉じる。 

標準入出力部がスロットの奥まで押しをまれて固定されます。 


拡張オプションを取り付ける 








































機能拡張ボードを取りはずずには 

取り付けかたと逆の手順で取りはずします。 

パワーヴプライユニット BKDF - 990を取り付ける 

BKDF -990 を取じ)付けるには 

な下の手順でプロセッサーユニットのフロントパネルを取りはずし、内部のブラ 
ンクパネルをはずして BKDF -990 を取り付けます。 

1 プロセッサーユニットのフロントパネル固定ネジ2個をはずして、パネルを取 
りはずす。 
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2 プロセッサーユニット内部のブランクパネル固定ネジ （+ B 4 X 8) 2個をはず 
して、ブランクパネルをはずす。 



3 プロセッサーユニット内の設置スロットに BKDF -990 を差し込み、奧までしっ 
う、り押しをむ。 
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拡張オプションを取り付ける 















































































4 手順 2 ではずしたネジ 2 個を使って、プロセッサーユニットに固定する。 



5 手順 1 ではずしたネジ2個を使って、フロントパネルを取り付ける。 



BKDF -990 を取りはずずには 

BKDF -990 の電源を切ってから、取り付けかたと逆の手順で取りはずします。 
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スイツチヤーの設置•接続 


ここでは、スイッチャー本体の設置と接続について説明します。 


プ□セツヴーユニットの内部スイッチの設定を変更ずる（巨 KDF -902 を使用ず 
る場合） 


BKDF -902 を使用する場合は、プロセッサーユニット内の外部機器インター 
フェース部の基板上にある DIP スイツチの設定を変更します。 


ご注意 


BKDF -901 を使用する場合、な下の操作を行う必要はありません。 

1 基板トレイ固定金具の取り付けネジ (+ B 3 X 6) 4個をはずして、金具を取りは 
ずす。 



2 次図のように外部機器インターフ卫ース部の両端にあるレバーを押し開き、 
外部機器インターフ卫ース部を引き出す。 


スイッチヤーの設置-接続 













































する 0 



ご注意 


他のピンの設定を変更しないでください。 

4外部機器インターフ卫ース部を元のスロットに差し込み、両端にあるレバー 
の切り欠き部分をスロット入口の左右両端に合わせる。 
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外部機器インターフ卫ース部がスロットの奥まで押しをまれて固定されます。 



スイッチヤーの設置-接続 
























































謙 

プ□セツヴー ユニッ トとコント□ールパネルを接続ずる 

プロセッサーユニットに付属のコントロールケーブルを使って、プロセッサーユ 
ニットの PANEL 端子とコントロールパネルの PROCESSOR 端子を接続します。 

コントロールケーブルを接続したら、プロセッサーユニットに同桐されている AC 
電源コードを使って、プロセッサーユニットおよびコントロールパネルを AC 電 
源へ接続します。 


ごま意 


• 接続するときは、必ずすベての機器の電源を切ってから行ってください。 

• プロセッサーユニットに同栖されている AC 電源コードは、コントロールパネル 
用のものを含め3本あります。1本はオプシヨンのパワーサプライユニット 
BKDF -990 を使用する場合などにお使いください。 

• BKDF -990 を装着しない場合、プロセッサーユニットの AC 電源コードは、上側 
の 〜 AC IN 端子に接続してください。 

.コントロールパネルに付属のラックマウント金具を取り付けて使用する場合、 
金具の取り付け位置は216ページの外形図をご覧ください。また取り付けは金 
具に付属のネジを用いて行ってください。 

• プロセッサーユニットにラックマウント金具を取り付けて使用する場合は、オプ 
シヨンのラックマウントキット民 MM -10 をご使用ください。民 MM -10 の取り付 
け方法について、詳しくは民 MM -10 のインストレーシヨンマニュアルをご覧く 
ださい。 
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BKDF -901 使用時 
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コント□ールパネル BKDF-901 



AC 電源へ 


BKDF -902 使用時 


コント□ールパネル BKDF-90S 
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1 プロセッサーユニットの POWE 民スイッチを ON ( I 側）にする。 

プロセッサーユニットの電源が入り、 POWE 民インジケーターが緑で点灯し 
ます。 

2 コントロールパネル後面の POWE 民スイッチ ( BKDF -901 使用時）または 
POWER スイッチ A、B ( BKDF -902 使用時）を ON にする。 

コントロールパネルの電源が入り、パネル上のボタンのランプや表示パネル 
が点灯します。 

電源投入後しばらくは起動モードのため、操作可能な状態になるまで数分か 
かります。 

起動モードが終了すると、表示パネルの状態がな下のようになります。 


電源を入れる 

接続が終わったら、かの手順でシステムの電源を入れます。 
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表术 y \ネル 


Rate 

No 山 DMEs=0 


PGM=30 DSK=30 BLK=30 



r メモ1 

= 起動モード中は、表示パネルにな下のメッセージが表示されます。 

= Now In け iaiizin 呂 •••Please Wait …：起動処理中 

Now initial communication started . : コントロールパネルとプロセッサー 
0} ユニット 間の通信を確立中 

刪 

揣 3フ卫ーダーレバーを上端から下端まで1回振りきる0 

蠢 

4周辺機器の電源を入れる。 

電源を切るには 


ごま意 


• 電源を切る場合は、必ずな下の終了操作を守ってください。正しい手順を行わ 
ずに電源を切った場合、システム終了時のパネル設定が保存されないだけでな 
く、正常に起動できなくなる場合があります。 

• USB メモリーを接続している場合は、電源を切る前にはずしてください。 
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1 SHUTDOWN ボタンを押す。 

表示パネルにな下のメッセージが表示されます。 



2 F 2 つまみを押す。 

終了処理（各種設定の保存）を開始します。 

設定の保存が終わると、表示パネルにな下のメッセージが表示されます。 
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ご注意 


終了処理中に電源を切らないでください。途中で電源を切ると、正常に起動 
できなくなる場合があります。 

3 コントロールパネル後面の POWE 民スイッチ （ BKDF -901 使用時）または 
POWER スイッチ A、B ( BKDF -902 使用時）を OFF にする。 

4 プロセッサーユニットの POWE 民スイツチを OFF にする。 


スイッチヤーの設置-接続 




























メ ニユー操作 


システム全体に関する設定やエフェクトの選択などは、表不パネルに表巧される 
メニューで行います。ここではメニューの種類や構造、基本的な操作方法につい 
て説明します。 


メニューの基本構成 

本機のメニュー構成は操作目的や設定対象によってな下のとおりカテゴリー分け 
されています。 

• Transition (トランジシヨンレート/ワイプ/ DME 設定）メニュー 

各種トランジシヨンレート、ワイプ、および DME エフェクトの選択や調整を行 
います。 

• Keyer (キー設定）メニュ ー 

各種 キーの 選択や調整の ほか、キーに DME エフ卫ク トを適用する際の エフェク 
卜選択や調整を行います。 

• Still Store (静止画設定）メニュー 

キー素ネオなどに使用する静止画の取りをみや選択、保存などに関する設定を行 
います。 

• Sequence/Event (シーケンス/イベント登録）メニュ ー 

複数のトランジシヨンや DME の組み合わせを1つのセットとして登録し、必要 
に応じ呼び出して使えるようにするなどの設定を行います。 

• Setup (システム設定）メニュ ー 

映像フォーマットや入出力端子への信号割り当てなど、基本的な運用の設定を 
行います。 

個々の機能の設定や調整は各メニュー内にあるサブメニューで行います。設定項 
目の多いサブメニューでは、その中で階層化されています。 

♦ 各メニューに含まれるサブメニュー項目について、詳しくは178ページをご覧ください。 


メニユーを表おする 

コントロールパネル上の機能選択/操作ボタンを押すと、その機能や操作に関連 
するサブメニューが表示パネルに表示されます。 

サブメニューの階層が深かったり、設定項目が細かく分かれている場合は、直前 
に設定を行ったサブメニューが表示されるため、テンキー部の が、》 ボタン、 
または づ 、ボタンを押して設定を行うサブメニューへ移動します。 

♦ 詳しくは各操作の説明手順をご覧ください。またメニュー/サブメニューの構成につい 
て、詳しくは178ページをご覧ください。 


ご注意 


テンキー部のづ、ボタンまたは《、》ボタンでサブメニューの移動の操 
作を行う場合は、あらかじめテンキー部をメニューモードに切り換える必要があ 
ります。メニューモードへの切り換えに ついて、 詳しくは18ページをご覧くださ 

レ、 0 
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サブメニュー名表示 表示パネル 




1 Matte 

Mat- 

Colorl Nouj DMEs=0 

te=l Lum=0■0 Sat=0■0 Hue=0 .日 



メニューを操作する 
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F 1 〜 F 4 の調整つまみを使って設定値を変更、保存します。 
各調整つまみの上に設定項目の名称と値が表示されます。 


F1 つまみ操作エリア 

F2 つまみ操作ェリア 

F3 つまみ操作ェリア 

F4 つまみ操作ェリア 


Matts] Co lor 1_ J Noiu Dl]lEs=0 

(Matte=ll 〔 Lum= 日 . D) 〔 Sat=0 . 日 ) (Hue=0.0l 


で IT IT 



FI F2 F3 F4 


設定調整つまみ 


調整つまみの操作 

つまみの基本操作はな下のとおりです。 

時計回りに回す： 設定値を増やしたり、次の選択項目を表示させます。 

反時計回りに回す： 設定値を減らしたり、一つ前の選択項目を表示させます。 
押す（数値入力び必要な場合）： テンキー入カモードへ移行します。 


r メモ1 

つまみを1秒'な上押すと、出荷時の設定に戻るものもあります。 


GUI メニュー画面を使ったメニュー操作 

本機に沉用のパソコン用モニターと USB マウスを接続すると、メニューおよびサ 
ブメニュー項目の選択が、モニターに表示される GUI 形式のメニュー画面を見な 
がら行えるようになります。メニュー全体の構成や階層を視覚的に確認できるの 
で、各種の設定がよりスムーズに行えます。 

また、これらの機器の代わりに沉用のタッチパネル式モニターを接続すると、画 
面に直接タッチしてメニューの選択が行えます。 
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表示-操作に必要な機器を接続ずる 


パソコン用モニターと USB マウスを接続する場合は 

コントロー ル パネ ル 後面の EXT . DISPLAY 端子とモニタ ーの 映像入力端子を接続 
し、 コントロール パネ ル 後面の DEVICE 端子に USB マウスを接続します。 





BKDF -90 S 


BKDF -901 


タッチノ くネル式モニターを接続する場合は 

コントロールパネル 後 面の EXT . DISPLAY 端子 とモニターの 映像 入力 端子を接続 
し、 同時に コントロールパネル 後 面の DEVICE 端子 とモニターの USB 端子を接 
続します。 



モニター 


モニター 


BKDF -902 


BKDF -901 


メモ 


本機に接続するパソコン用モニターおよびタツチパネル式モニターは、表示解像 
度が SVGA (800 X 600)な上で、自動解像度調整機能を備えたものを使用してく 
ださい。 
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タッチパネル式モニターのキヤリブレーシヨンを行うには 

沉用のタッチパネル式モニターを接続する場合、最初にタッチパネルのキヤリブ 
レーシヨン（画面上のタッチ位置と表示位置との誤差補正）を行います。 
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1 BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 
は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

ム SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

0 Update サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "Update" と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 



4 F2 つまみを1秒'な上押す。 

タ ツチ パネル式 モニターにキヤ リ ブレーシヨ ン調整画面が表示されます。 
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5 画面の左上隅に表不されている調整用マークの中ム、点を押す。 

押したマークが消え、画面右下の隅に新しいマークが表示されます。 


imr 


m 


6画面の右下隅に表示されている調整用マークの中ム、点を押す。 

押したマークが消え、画面右上の隅に新しいマークが表示されます。 


習 

iim I 


7画面の右上隅に表示されている調整用マークの中ん点を押す。 
調整終了の確認画面が表示されます。 
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gill_] 

囚 m 


8 画面上の囚を押す。 

コントロールパネルの電源がいったんオフになり、自動的に再起動した後に設 
定が反映されます。 

0を押すと手順 4 の調整画面に戻ります。 


ごま意 


調整後にタッチ位置と表示位置の誤差が生じた場合は、あらためてキヤリブレー 
シヨンを行ってください0 


GUI メニュー画面の構成 



〇メニューカテゴリー表示/選択部 

メニュー （63 ページ 参照） の日つのカテゴリーを 示すタブ （メニュータブ）が 表 
示されます。 タブを 選択すると、 そのメニューに 属する サブメニューがサブメ 
ニュー 表示/選択部© に 表示されます。 


メニュー操作 











































o ヴブメニュー表示/選択部 

メニューカテゴリー 表示/選択部〇で選択された メニューの サブ メニューが タブ 
で表示されます。 

〇ステータス 表示部 

使用中の DME チヤンネル数やトランジションレートなどが表示されます。 

〇パラメーター 表示部 

サブメニュー 項目の現在の設定値を表示します。 

GUI メニュー画面の基本操作 

メニュー/サブメニュー項目を選択するには 

パソコン 用 モニターと USB マウスを接続している場合は、設定を行う メニュー/ 
サブメニュー 項目に カーソルを 合わせ、左クリ ツクで 選択します。 

タツチパネル式モニターを接続している場合は、画面上のメニュー/サブメ 
ニュー表示に直接触れて選択します 0 

各ヴブメニューを設定するには 



2 


1 メニューカテゴリー表示/選択部で、メニュータブを選択する。 

サブメニュー 表示/選択 部に、そのメニューに 属する サブメニューがタブ 表 
示されます。 

2 設定を行うサブメニューのタブを選択する。 

パラメーター 設定部に現在の設定値が表示されます。階層が深いサブメ 
ニューの場合は、項目を選ぶごとにその下に表示されるタブ項目を選択して 
設定値を表示させます。 

3 コントロールパネルの F 1 〜 F 4 つまみを使ってパラメーターの設定を行う。 

表示とつまみの対応は次図のとおりです。また操作/設定方法は通常のメ 
ニューの場合と同じです。詳しくは64ページをご覧ください。 
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F ] つまみ F 2 つまみ F 3 つまみ F 4 つまみ 

操作エリア 操作エリア 操作エリア 操作エリア 


ごま意 


GUI メニュー画面に表示されるメニュー/サブメニューの名称は、コントロール 
パネルの表示パネルに表示される名称とは異なります。これらの対応およびメ 
ニュー階層について、詳しくは178ページをご覧ください。 




























本巧の基本設定 


映像フォーマツトや入出カチャンネルの選択など、操作の前にあらかじめ必要な 
設定とその方法について説明します。 


映像フオーマツトを設定ずる 


本機で扱う映像信号のフォーマットを設定します。 


4,5 6 7 3 2 




BKDF -901 


1 BKDF -901 使用時: DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているときは、 
押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時：手順 2 に進む。 

ム SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

0 Type (映像フォーマット設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部 
のづ、ボタンを押す。 

サブメニュー 名表示 エリアに " Type " と表示されます。すでに表示されてい 
る場合は、この按:作は不要です0 
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4 FI つまみを回して映像フォーマットを選択する。 

二 已 25/59 : SD 信号 ( NTSC ) 

= 625/50 : SD 信号 ( PAL ) 

= 720/50 : HD 信号 (720 p /50 Hz ) 

脯 720/59 : HD 信号 (720 p / 59.94 Hz ) 

^ 1080/50 : HD 信号 (1080 i /50 Hz ) 

1080/ 已 9 : HD 信号 （1080 ン煎 .94 Hz ) 

揣 

鋪 _ 


ご注意 


現在の設定値と異なる場合は、設定値が反転表示されます。 

5 F 1 つまみを1砂な上押す。 

映像フオーマツト決定の確認メッセージが表示されます。 


Pre you sure? 


UF=1 日卵/明 


F2 ： 0K F3：CANCEL 



6 F 2 つまみを押す。 

手順 3 で選択した映像フォーマットに設定されます。 

F 3 つまみを押すと手順 3 の映像フォーマット設定画面に戻ります。 


ご注意 


映像フォーマットを変更した場合、必ず本機を再起動してください。電源を 
切る操作については、「電源を切るには」 （60 ページ）をご覧ください。 

7 F 4 つまみを回してシステムデイレイを設定する。 

Normal :各入力端子のフレームシンクロナイザー （79 ページ参照）が自動 
的に On に設定されます。 

Min ( Minimum ) :システムデイレイ量を最小に抑えます。入力端子のフレー 
ムシンクロナイザーが0だに設定されている場合、基準同期信号にかして 
1 H 分遅延されます。 
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DME やフレームシンクロナイザーの使用状態によって、システムデイレイ量 
は変わります。 

8 本機を再起動する。 

SD フオーマット選択時 （52 已/59または62已/50)の設定について 

手順 3 〜 6 で SD フォーマットを選択した場合は、 F 2 つまみでセットアップレべ 
ル ( SET ) を設定し（日2日/日9の場合のみ）、 F 3 つまみでアスペクト （SD 
ASPECT ) を設定します。 

選択項目と設定内容はな下のとおりです。 

F 2 つまみ （ SET ) の設定 

0 . 0 % :セットアップレベルを0%に設定 

7.5% :セットアップレベルを7.日〇/〇に設定 

F 3 つまみ （SD ASPECT ) の設定 

4:3 :アスぺクト比4 : 3の映像 
SQ :スクイーズ映像 


ごま意 


本機の民 EF IN 端子にブラックバースト信号を接続しているとき、沈 T が 7.5 %に 
設定されていると 、 REF OUT 端子から出力されるブラックバースト信号 （ SD 、 
HD とも）に7.日〇/〇のセツトアップレベルが付加されます。 


基準同期信号の入出力を設定する 

本機に基準同期信号を入力したり、本機から基準同期信号を発生させる場合の設 
定を行います。 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 
は、押して点灯させる。 
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BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Ref (基準同期信号設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
1>ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに " Ref と表示されます。すでに表示されている 
場合は、この操作は不要です。 



4基準同期信号の設定を行う。 

入力を設定する場合は F 1 つまみ、出力を設定する場合は F 2 つまみを回して 
設定します。 

つまみとパラメーターの対応は次表のとおりです。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Ref-I 

入力される基 

準同期信号 

BB :ブラックバースト信号 

TriS : 3値同期信号 a) 

1^2 

Ref-0 

出力する基準 

同期信号 

BB :ブラックバースト信号 

TriS : 3値同期信号 a) 


a) 映像フォーマットの設定が HD 信号（720/50、720/59、1080/50、 1080/59) のとき 
(71 ページ）のみ選択可能。 


ごま意 


映像フオーマットの設定が1080/煎または525/59のとき、民 ef -0 を BB に設定す 
ると 、 System > Type サブメニューの Set の設定 （71 ページ参照）う 《 基準同期信 
号にも反映されます。 


入力信号に関する設定を巧ラ 

信号名表示を変更ずる 


メニュー表示される入力信号の名前を、4文字までの半角英数字を用いて任意のも 
のに変更できます。 

変更は USB メモリーに信号名を記述したリスト（テキストファイル）を保存し、 
コンピューターなどで書き換えた後、再度本機に読みをむという方法で行います。 


r メモ1 

工場出荷時の信号名の表示設定は次表のとおりです。 


信号名 

信号 

BLK 

ブラック信号 
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1 USB MEMORY 端子に USB メモリーを差しをむ。 

2 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 3 に進む。 

3 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input (入力信号設定）サブメニュー内の設定サブメニューが表 
示されます。 

4 Signal Rename (信号名設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに " Signal 民 ename " と表示されます。すでに表示 
されている場合は、この操作は不要です。 


Signal Rename 


Sa リ e 

Download 



5 F 1 つまみを1秒'な上押す。 


信号名 

信号 

INOl 〜 IN 08 (数字はチャンネル番号） 

SDI IN 1〜8端子に接続されている入力信号 

IN 09 〜 IN 24 (数字はチャンネル番号） 

オプシヨンの入力拡張ボード装着時に接続されている 

入力信号 

STL 1 〜 STL 4 

プロセッサーユニット内部に保存されている静止画 

MAT 1 〜 MAT 4 

背景などに使うカラーマット信号 


扫吕 

〔回 UD 

rIEibD 

□ぎ □ 


6 

6 

6 

•H 
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USB メモリーのルートデイレクトリーに、信号名のリストデータが入った 
ファイル （dfs900.ini) が保存されます。 

ファイルの中身は次のようなリスト（テキストファイル）となっています。 




[1 叩山 Shot] 

目 lack 二 BLK 

InputOI = In01 

Input02 = In02 

InputOS = In03 

Input04 = In04 

hani | 但与日 5 
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6 USB メモリーを USB MEMO 民 Y 端子から取りはずし、中のファイルをコン 
ピューターに読み込む 0 

7 メモ帳などのテキストエディターを使って表示名（イコールより後の义字列) 
を編集する。 

使用可能な义字（いずれも半角）はな下のとおりで、文字数は4文字までで 
す。 

• 数字： 〇〜9 

• アルフアベット： a 〜 Z 、 A 〜 Z 
• スペース 

•記号：！ II # $ 〇/〇 友 I () * く = > ? @ [ \ ] へ _ 、 { I r 


ご注意 


• 上記な外の文字を使用した場合、正常に表示されません。また、4文字を超 
える名前をつけた場合は、日文字目な降の文字は表示されません。 

• オプシヨンの入力拡張ボードに割り当てられるチャンネル番号の名称も変更 
できますが、装着されていないボードや、ボードにより無効になるチャンネ 
ル番号の分は表示されません。入力拡張ボード上のチャンネル番号につい 
て、詳しくは40ページをご覧ください。 

8 USB メモリーに表示名を書き換えたファイルを上書き保存し、再度 USB 
MEMORY 端子に差しをむ。 

9 手順 2 〜 4 を繰り返して Signal Rename サブメニューを表示させ、 F4 つまみを1 
巧な上押す。 

更新されたファイルが本機に読みをまれ、メニュー上の表示名が書き換え後 
のものに変更されます。 


r メモ1 

dfs900.ini にはマルチビュー出力 （97 ページ参照）時の子画面タイトル表示方法に 
関する情報も記述されており、この部分を書き換えて子画面タイトルの表示位置 
や大きさを変更することができます。設定について詳しくは100ページをご覧く 
ださい。 
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ク□スポイントボタンに映像入力信号を割り当てる 


BKDF -901 使用時 

P 民 0 G 民 AM / P 民 ESET 選択ボタン （ BLACK 、 および！〜 12) に映像入力信号を割 
り当てます。1回の操作で同じ番号の PROGRAM 選択ボタンと PRESET 選択ボ 
タンに同じ信号が割り当てられます。オプションの入力拡張ボード使用時に 
SHIFT ボタンを使用すると、1〜24の入カビデオ信号、4つのカラーマット信 
号、4つの静止画、ブラック信号の中から、最大で26個の信号を割り当てること 
ができます。 


r メモ1 

工場出荷時の割り当ては次表のとおりです。 


PROGRAM / 

PRESET 選択ボタン 

ビデオ信号 

ビデオ信号 （ SHIFT ボタン併用時） 

BLACK 

ブラック信号 

ブラック信号 

1〜8 

SDIIN 1 〜 SDIIN 8 端子に接続さ 

オプシヨンの入力拡張ボードに接続 


れている入力信号 

される入力信号 

9 

静止画1 

カラーマット信号1 

10 

静止画2 

カラーマット信号2 

11 

静止画3 

カラーマット信号3 

12 

静止画4 

カラーマット信号4 


BKDF -902 使用時 

KEY / AUX バス選択ボタン （ BLACK 、 および！〜 16) と、 M / E バス A 、 B 選択 
ボタン （ BLACK 、 および！〜16)、 P 民 OG 民 AM / P 民 ESET パ'ス選択ボタン 
( BLACK 、 および！〜 16) に映像入力信号を割り当てます。1回の操作で同じ番 
号の KEY / AUX バス選択ボタン、 M / E バス A 、 B 選択ボタン、 PROGRAM . 
PRESET バス選択ボタンに同じ信号が割り当てられます。オプシヨンの入力拡張 
ボード使用時に SHIFT ボタンを使用すると、1〜32の入カビデオ信号、4つの力 
ラーマット信号、4つの静止画、ブラック信号の中から、最大で％個の信号を割 
り当てることができます。 


r メモ1 

工場出荷時の割り当ては次表のとおりです。 


ク□スポイントボタン 

ビデオ信号 

ビデオ信号 （ SHIFT ボタン併用時） 

BLACK 

ブラック信号 

ブラック信号 

1-4 

SDIIN 1 〜 SDIIN 4 端子に接続さ 

れている入力信号 

オプシヨンの入力拡張ボードに接 
続されている信号（1饥7〜 IN 20) 

5-8 

SDIIN 5 〜 SDIIN 8 端子に接続さ 

れている入力信号 

オプシヨンの入力拡張ボードに接 
続されている信号 ( IN 21 - IN 24) 

9 

オプシヨンの入力拡張ボードに接 
続されている信号 ( IN 9-12) 

静止画1 

10 

静止画2 

11 

静止画3 

12 

静止画4 

13 

オプシヨンの入力拡張ボードに接 
続されている信号 ( IN 13-16) 

カラーマット信号1 

14 

カラーマット信号2 

15 

カラーマット信号3 

16 

カラーマット信号4 
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1 BKDF-901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF-902 使用時：手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Setting 1(入力設定 1) サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
1>ボタンを押す。 

サブメニュー 名表示 エリアに " Se は ingl " と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 



4 BKDF-901 使用時： P 民 ESET 選択ボタン列から信号を割り当てるボタンを選 
んで押す D 

BKDF-902 使用時： M / E バス B 選択ボタン列から信号を割り当てるボタン 
を選んで押す。 

SHIFT ボタンを押してから信号を割り当てるボタンを押すと、 S 阻 FT ボタン 
を押さない場合と合わせて同じボタンに2つの信号を割り当てることができ 
ます。 
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BKDF -90 S 


5 FI つまみを回して信号を選択する。 

各信号は74ページで設定された名前でメニュー画面に表示されます。 

選択した信号がボタンに割り当てられます。 

D 手順4、5を繰り返し、他のボタンへの割り当てを行う。 

内蔵のフレームシンク□ナイザーを使用ずる 

本機の各入力端子（オプションの入力拡張ボードを含む）にはフレームシンクロ 
ナイザーが搭載されています。この機能を有効にすると、信号間の同期が取れて 
いない映像信号も入力することができます。 

また、各入力のフレームシンクロナイザー用メモリーを利用して、入力信号から 
静止画をキャプチャーし、通常の映像入力と切り換えて使用することができます。 


ご注意 


SDI 信号 （ SDSDI または HDSDI ) を入力して、アンシラリーデータの出力設定 
(89 ページ）を On にしている場合は、その入カチヤンネルの フレーム シンクロナ 
イザーを有効にすると、アンシラリーデータが出力されなくなります。アンシラ 
リーデータを出力する場合は、 フレーム シンクロナイザーを0だにしてください。 

フレームシンク□ナイザーを有効にするには 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Setting 1(入力設定 1) サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 

ボタンを押す。 
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サブメニュー 名表示 エリアに " Settingl " と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 
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4 BKDF -901 使用時： 設定を巧う入力が割り当てられた PRE 沈 T 選択ボタンを 

押す。 

S 阻 FT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）へ設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押してから P 民 ESET 選択ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： M / E バス B 選択ボタン設定を行う入力が割り当てられ 
た M / E バス B 選択ボタンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）へ設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押してから M / E バス B 選択ボタンを押す。 

5 F 2 つまみを回して " On " を選択し、フレームシンクロナイザー用メモリーを 
有効にする。 


ご注意 


Off を選択した場合は フレームシンクロ ナイザー用 メモリー が無効になります 
(手順 6 の設定も無効になります）。 

6 F 3 つまみを回して、 " Live " を選択する。 

入力される映像信号に フレームシンクロ ナイザ ーが 設定されます。 


ごま意 


Live なが^の項目を選択すると、入力信号から静止画をキャプチャーして使用 
する場合の設定になります。詳しくは「入力信号から静止画をキャプチャー 
して使用するには」 （80 ページ）をご覧ください。 

7 必要に応じて手順 4 〜 6 を繰り返し、他の入力への設定を斤う。 


入力信号か5静止画をキャプチャーして使用するには 

「フレーム シンクロ ナイザーを有効にするには」 （79 ページ）の手順 6 で Live な 
外の項目を選択し、静止画のキャプチャーおよび出力設定を行います。設定内容は 
下記のとおりです。 


Frm :入力された映像信号からフレーム画像をキャプチャーして使用する場合 
Even :入力された映像信号からフィールド画像（偶数フィールド）をキャプ 
チャーして使用する場合 

日 dd :入力された映像信号からフィールド画像（奇数フィールド）をキヤプ 
チャーして使用する場合 
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ご注意 


• 静止画は Frm 、 Even、Odd のい ずれかを選択した時点での、 フレーム または 
フイールド画像がキャプチャーされます。 

. アップコンバートされた入力信号 （81 ページ参照）から静止画をキャプチャー 
する場合は、 Frm な外は選択できません。 

• 入力信号からキャプチャーした静止画を保存するには、いったんその静止画を 
プログラム 出力する必要があります。方法に ついて 詳しくは121ページをご覧 
ください。 

• 各入力に静止画をダウンロードした場合 （120 ページ参照）、その入力の フレー 
ムシンクロナイザーモードは自動的に On に設定され、同時に出力内容も Frm 
に設定されます。静止画をダウンロー ドした後は必要に応じて設定を変更して 
ください。 

アップコンバート入力を設定ずる 

オプシヨンの入力拡張ボード BKDF -910 および BKDF -911 にはアップコンバー 

ターが搭載されています。これらのボードを装着して、本機の映像フォーマット 

が HD 信号に設定 （71 ページ）されているときに、 SD フォーマットの映像信号を 

HD フォーマットにアップコンバート入力する場合の変換モードを設定します。 

♦ BKDF -910 および BKDF -911 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付 
け方法について、詳しくは39ページをご覧ください。 


ごミ主意 


. アップ コンバーターは 本機の映像 フォー マットの設定 （71 ページ） が HD 信号の 
場合のみ鼓定できます 0 

• 映像フォーマットを HD から SD に切り換えた場合、各入カチャンネルのアップコ 
ンバーター設定は自動的に無効 ( OFF ) になります。映像フォーマットを再び 
HD に戻すときは、改めてアップコンバーターの設定を行ってください。 

• 各入力拡張ボード上の入カチヤンネルで、アップコンバーターを装備している 
ものは次表のとおりです。 


入力拡張ボード 

装備されている入力 

4 SDI 入カボード BKDF -910 

SDI IN 1 および SDI IN 2 入力 

2 SD ビデオ入カボード BKDF -911 

各入力 


♦ 各入力拡張ボード取り付け後の入力表示で、アップコンバーターが搭載されている 
チヤンネルの番号について、詳しくは39ページをご覧ください。 


. アップコンバーターは入カチャンネルごとに異なる設定が可能です。ただし 
BKDF -910 ではチャンネル個別に無効にすることはできません。いずれか一方の 
チャンネルでアップコンバーターを無効にすると、もう一方のチャンネルも自 
動的に無効になります。 

• BKDF -911 では、映像フォーマットが HD の場合にアップコンバーターを無効に 
することはできません。 

• 図柄の細かい映像（噴水の水しぶきなど）をアップコンバートした場合は、映像 
がぼやける場合があります。 

• 本機の標準入力端子 （ SDIIN 1 〜 SDIIN 8) には、アップコンバーターは搭載さ 
れていません。 
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4 

BKDF-901 



5 


2 3 


5 2 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Setting 2 (入力設定 2) サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
1>ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに " Setting " と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 



4 BKDF -901 使用時： 設定を行う入力が割り当てられた P 民 ESET 選択ボタンを 
押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）に設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押してから PRESET 選択ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： 設定を行う入力が割り当てられた M / E バス B 選択ボタ 
ンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）に設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押して M / E バス B 選択ボタンを押す。 
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BKDF-901 


5 F 3 つまみを回してアップコンバート入力時の変換モードを設定する。 

4:3 :アスぺクト比4:3で入力（画面の左右に黒味を付ける） 

4:3 BGS :アスぺクト比4:3で入力（画面の左右に静止画を付ける。その入力 
にダウンロードされた静止画ファイル （ HDTV サイズ）の両サイドが付加 
される）。 

SQ : スクイーズ映像として入力 
LB : レターボックス映像として入力 
日斤： アップ コンバート しない 


ご注意 


• スチルストアメモリーから各入力へ静止画をダウンロー ドする方法につい 
て、詳しくは120ページをご覧ください。 

• 4:3 BGS 選択時は HDTV サイズの静止画をダウンロードしてください。画像 
がダウンロードされ ていない 場合や SDTV サイズの静止画がダウンロード 
されている場合は、画面の左右は正常に表示されません。 

アナ□グ入力信号を設定ずる 

オプシヨンの 2 SD ビデオ入カボード BKDF -911 の使用時に、入力するアナログ信 
号を設定します。 

♦ BKDF -911 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付け方法について、 
詳しくは39ページをご覧ください。 


ごま意 


この設定にかかわらず、 BKDF -911 の COMP 端子には SD アナログコンポジット 
信号のみ入力できます。 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 
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表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Setting 2 (入力設定 2) サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
1>ボタンを押す。 

サブメニュー 名表示 エリアに " Setting " と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 


脯 
0) 

刪 

1 4 BKDF -901 使用時： 設定を行うアナログ入力が割り当てられた PRESET 選択 

ボタンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられたアナログ入力 （77 ページ参照） 

に設定する場合は、 SHIFT ボタンを押してから P 民 ESET 選択ボタンを押 
す。 

BKDF -902 使用時： 設定を行うアナログ入力が割り当てられた M / E バス B 
選択ボタンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられたアナログ入力 （77 ページ参照） 

に設定する場合は、 SHIFT ボタンを押して M / E バス B 選択ボタンを押 
す。 

5 F 2 つまみを回して、入力する信号の種類を選択する。 

Compst :アナログコンポジット信号 
Y / CB/CR :アナログコンポーネント（を差）信号 



ご注意 


• アナログ HD コンポーネント信号は入力できません。 

• 入力する信号と、各入カチャンネルに割り当てられる番号 （39 ページ）はな 
下のとおりです。 


手順5の設定 

BKDF -91 1の 

端子名称 

入力信号 

BKDF-91 1の取り付け位置と 
チャンネル番号 

下段のトレイ 

上段のトレイ 

ち 

中央 

ち 

中央 

し ompst 

C 0 MP/Y 

コンポジット信号 

IN 09 

IN 13 

IN 17 

IN 21 

B - ya ) 

墨 

墨 

墨 

墨 

墨 

R - ya ) 

墨 

墨 

墨 

- 

墨 

COMP 

コンポジット信号 

IN 10 

IN 14 

IN 18 

IN 22 

Y / CB/CR 

COMP/Y 

輝度 （ Y ) 信号 

IN 09 

IN 13 

IN 17 

IN 21 

B-Y 

色差 （ B - Y ) 信号 

R-Y 

色差 ( R - Y ) 信号 

COMP 

コンポジット信号 

IN 10 

IN 14 

IN 18 

IN 22 


a ) 端子が無効になる 
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6 手順 5 で Y / CB / CR を選択した場合は、 F 4 つまみを回して入力するコンポーネ 
ント信号のレベルを設定する 0 

Betacam :ベータカムレベル 

SMPTE : SMPTE レべ>»レ 


ご注意 


手順 6 は本機の映像フォーマット （71 ページ）が日2日/煎、720/59、1080/煎 
のいずれかに設定されている場合のみ設定できます。 

DVI 入力信号を設定ずる 

オプシヨンの2 DVI 入カボード BKDF -912 の使用時に、入力する DVI 信号の画面 
サイズとアスぺクト比の変換モードを設定します。 

♦ BKDF -912 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付け方法について、 
詳しくは39ページをご覧ください。 


ご注意 


入力する DVI 信号の解像度は、本機の映像フォーマットの設定 （71 ページ）に応 
じて次表のいずれかに設定してください。表な外の解像度では正常な画像が得ら 
れない場合があります。 


映像フォーマツトの設定 

入力 DVI 信号の解像度 

525/59または625/50 

VGA (640 X 480) 

SVGA (800 X 600) 

XGA (1024 X 768) 

720/50または720/59 

XGA (1024 X 768) 

SXGA (1280 X 1024) 

WXGA (1280 X 768) 

1080/50または1080/59 

XGA (1024 X 768) 

SXGA (1280 X 1024) 

WXGA (1280 X 768) 

UXGA (1600 X 1200) 

WSXGA (1680 X 1050) 

WUXGA (1920 X 1200) 
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1 BKDF -901 使用時: DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているときは、 

押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 DVI ( DVI 入力設慰サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
ボタンを押す。 

サブメニュー 名表示 エリアに " DVI " と表示されます。既に表示されている場 
合は、この操作は不要です。 



4 BKDF -901 使用時: 設定を巧う DVI 入力が割り当てられた PRESET 選択ボタ 
ンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられた DVI 入力 （77 ページ参照）に設 
定する場合は、 SHIFT ボタンを押してから P 民 ESET 選択ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： 設定を行う DVI 入力が割り当てられた M / E バス B 選 
がボタンを押す。 

SHIFT ボタンを使用して割り当てられた DVI 入力 （77 ページ参照）に設 
定する場合は、 SHIFT ボタンを押してから M / E バス B 選択ボタンを押 
す。 
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BKDF-902 


5 2 


4 


BKDF-901 


5 F 2 つまみを回して、画面サイズおよびアスペクト比の変換モードを設定する。 
Normal :画面サイズ、アスペクト比とも変換しない 

Zoom :アスぺクト比16夕の画面の横幅に合わせて、画面サイズを拡大させ 
る（縦横の拡大率は同じ） 

Full :ア スぺク ト比16:9の画面に合わせて、画像の すべての エリアが表示され 
るように画面サイズを変化させる（変化率が画面の縦と横で異なる） 


手順5の設定内容と画面の変換イメージ 



ごま意 


本機の映像フォーマットが HD 信号 （71 ページ）に設定されているとき 、 Normal 
を選択すると画面の上下左右に黒味が付きます。ただし UXGA または WUXGA 
の入力映像では、画面の上下はカットされます。また Zoom を選択している場合 
はすべての映像で画面の上下がカットされます（カットされる量は画面サイズに 
よって異なります）。 

入力信号を調整ずる 

入力信号の各種レベル調整を行います。 
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1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 INPUT ボタンを押す。 

表示パネルに Input サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 調整する内容により 、 Input Processl または Input Process 2 サブメニューが表 
示されるまで、テンキー部のづ、ボタンを押す。 

サブメニユー名表示エリアに "Input Processl " または "Input Process 2’’ と 
表示されます。いずれの場合もすでに表示されているときは、この操作は不 
要です。 


苦 (Input Processl の表示例) 

刪 

揣 
蠢 


4 BKDF -901 使用時： 設定を巧う入力が割り当てられた PRESET 選択ボタンを 

押す。 

S 阻 FT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）へ設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押してから P 民 ESET 選択ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： 設定を行う入力が割り当てられ M / E バス B 選択ボタン 
または PRESET バス選択ボタンを押す。 

S 阻 FT ボタンを使用して割り当てられた入力 （77 ページ参照）へ設定す 
る場合は、 SHIFT ボタンを押してから M / E バス B 選択ボタンまたは 
PRESET バス選択ボタンを押す。 

5 F 1 〜 F 4 つまみを回して設定を行う。 

各サブ メニユ ーの設定内容および、つまみと パラメーター の対応は次表のと 
おりです。 



Input Process 1ヴブメニュー 


つまみ 

パラメーター 

意味 

意味設定値 

FI 

WClp 

ホワイトクリップレベルを設をする 

50.0 ~ 109.0 

F 2 

BClp 

ブラッククリップレベルを設定する 

- 7.0- 50.0 

F 3 

LGN 

輝度信号のゲインを設定する 

0.00 〜200.00 

F 4 

Set 

ブラック信号のレベルを調整する 

0.0 〜100.0 


Input Process 2 ヴブメニュー 


つまみ 

パラメーター 

意味 

意味設定値 

FI 

cap 

クロマ信号のクリップレベルを設定する 

50.0 〜111.0 
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BKDF-902 


つまみ 

パラメーター 

意味 

意味設定値 

F 2 

CGN 

クロ マ信号のゲインを設定する 

0.00 〜200.00 

1^3 

H Phase Trim a ) 

水平位相を調整する 

- 4〜4 

F 4 

Hue 

色相を調整する 

0.0 〜359.5 


a )2 SD ビデオ入カボード BKDF -911 を取り付けている場合のみ有効 


出力信号に関する設定を巧ラ 

AUX 出力への出力信号を選択ずる 

本機は標準装備している4つのビデオ出力 （ PGM 1/2、 AUX 1/2) に加えて、オプ 
シヨンの出カボードの追加により、最大で12のビデオ出力が使用できます。 


r メモ1 

AUX 1 および AUX 2 出力と出力拡張ボード （ SDI 、 SD ビデオ、 DVI ) の出力に 
は、入力信号や内部で処理された信号のほか、プログラム出力を割り当てること 
ができます。 

また、オプションのマルチビューアーボード BKDF -950 を装着している場合、こ 
れらの出力端子にマルチビュー出力を割り当てることもできます。 

入力が SDI 信号 （ HD - SDI および SD - SDI ) の場合は、信号に重畳されている音声 
やタイム コー ドなどのアンシラリーデータについて、出力のオン/オフを選択で 
きます。 


ご注意 


PGM 1 および PGM 2 出力からの出力内容は変更できません。 


3 4 2 3 1 4 


1 BKDF -901 使用時： AUX ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： AUX 1 〜 AUX 10 ボタンのいずれかを押す。 


ご注意 


AUX 3 〜 AUX 10 ボタンは、装着されている出力拡張ボード上の各チヤンネル 
にが応したもののみ有効になります。また、出力拡張ボード BKDF -961 およ 
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び BKDF -962 の使用時は、無効になる出カチャンネル番号があります。詳し 
くは39ページをご覧ください。 

表示パネルに Aux ( AUX 出力割り当て設定）サブメニューが表示されます。 



2 BKDF-901 使用時: F 1 つまみを回して AUX 1 〜 AUX 10 から出力を選択する。 


BKDF-902 使用時： 手順 3 に進む。 


ご注意 


AUX 3 〜 AUX 10 はオプションの出力拡張ボードを装着している場合のみ選択 
できます。詳しくは39ページをご覧ください。 

3 F 2 つまみを回して、割り付ける信号を選択する。 

BLK :ブラック信号 

IN01 〜 IN24 :各入力映像 

STL01 〜 STL04: プロセッサーユニット内部に保存されている静止画！〜 
4 

MAT1 〜 MAT4 : カラーマッ ト 信号 1 〜 4 

MV1 〜 MV2 :マルチビュー出力 

PGM :プログラム出力 
PVW :プレビュー出力 

CLN :クリーン出力（ダウンストリームキーなしのプログラム出力） 

KOut :キー出力 

MPGM : M / E の出力 （ BKDF -902 使用時のみ） 

MPVW : M / E のプレビュー出力 （ BKDF -902 使用時のみ） 


r メモ1 

• 手順 3 の後で F 3 つまみを回して Inh ( Inh 化 it ) 項目を On に設定すると 、 AUX 
出力の信号をコントロールパネルから変更できなくなります。この場合は別 
売の AUX BUS リモートコントローラーによる外部制御のみ可能になりま 
す。 

• マルチビュー出力時の画面設定につぃて、詳しくは97ページをご覧くださ 

い。 


ご注意 


• IN 09 〜 IN 24 はオプションの入力拡張ボードを装着している場合に、その装 
着位置に応じたものが表示されます。詳しくは39ページをご覧ください。 

• 入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 ページ参照）は、その 
名前が表示されます。 
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4 HD - SDI 信号または SD - SDI 信号を入力している場合は、 F 4 つまみを回して入力 
信号中のアンシラリーデータ（音声、タイムコードなど）を映像とともに出 
力する/しないを選択する。 

0 斤：入力信号中のアンシラリーデータを出力しない 
On :入力信号中のアンシラリーデータを出力する 


ご注意 


アンシラリーデータを出力する場合は、フレームシンクロナイザー （79 ペー 
ジ）を0だにしてください。この場合、入力映像から静止画をキャプチャーす 
る機能 （80 ページ）も使用できなくなります。 

ダウンコンバート出力を設定ずる 

オプシヨンの出力拡張ボード BKDF -960 および BKDF -961 にはダウンコンバー 
ターが搭載されています。これらのボードを装着して、本機の映像フォーマット 
が HD 信号に設定 （71 ページ）されているときに、 HD フォーマットの映像信号 
を SD フォーマットの映像信号にダウンコンバート出力するときの変換モードを設 
疋します。 

♦ BKDF -960 および BKDF -961 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付 
け方法について、詳しくは39ページをご覧ください。 


ごミ主意 


. ダウンコンバーターは本機の映像フォーマットの設定 （71 ページ）が HD 信号の 
場合のみ鼓定できます 0 

• 映像フォーマットを HD から SD に切り換えた場合、各出カチャンネルのダウンコ 
ン バーター 設定は自動的に無効 ( OFF ) になります。映像フォーマットを再び 
HD に戻すときは、改めてダウンコンバーターの設定を行ってください。 

• 各出力拡張ボード上の出カチヤンネルで、ダウンコンバーターを装備している 
ものは次表のとおりです。 


出力拡張ボード 

装備されている出力 

4 SDI 出カボード BKDF -960 

SDI OUT 1 および SDI OUT 2 出力 

2 SD ビデオ出カボード BKDF -961 

各出力 


♦ 各出力拡張ボード取り付け後の出力表示で、ダウンコンバーターが搭載されている 
チヤンネルの番号について、詳しくは39ページをご覧ください。 


. ダウンコンバーターは出カチヤンネルごとに異なる設定が可能です。ただし 
BKDF -961 では、映像フォーマツトが HD の場合にダウンコンバーターを無効 
にすることはできません。 

• 本機の標準出力端子 （ PGM 1、 PGM 2、 AUX し AUX 2) には、ダウンコンバー 
ターは搭載されていません。 
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BKDF -90 S 


1 BKDF -901 使用時： AUX ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： AUX 3 〜 AUX 10 ボタンのうち、設定を行う AUX 出力 
が割り当てられているものを押す。 

表示パネルに Aux ( AUX 出力割り当て設定）サブメニューが表示されます。 

2 Output (出力詳細設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部の!>ボ 
タンを押す。 

表示パネルのサブメニュー名表示エリアに " Output " と表示されます。すで 
に表示されている場合は、この操作は不要です。 



3 BKDF -901 使用時： F 1 つまみを回して AUX 3 〜 AUX 10 のうち、設定を行う 
AUX 出力が割り当てられているものを選択する。 

BKDF -902 使用時：手順 4 に進む。 


ごま意 


AUX 1 および AUX 2 には、ダウンコンバーターは設定できません。 
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4 F 3 つまみを回してダウンコンバート出力時の変換モードを設定する 


臣回 L 6 d 〇 © I 


□c 


□□ 


□□ち口 

□□□□ 


回 


□nnpdi 


Mil ITTI ITTI ITTI l~n □ 

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I □ 


BKDF-90S 


□ □□ 回回回 IHIlE] □ 回 □□□□ 回 I □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


4 5 2 


□□□□ 


□□□□□□ 

□□□□□□ 


□□□ Don 

□□ UIUUI 


口马 □□ 

P 


函 

□画 

□□ 


P 


□ 

00 



アナ□グ出力信号を設定ずる 


4:3 :アスペクト比4:3で出力（エッジクロップ出力） 
SQ :スクイーズ映像で出力 
LB :レターボックス映像で出力 
0 斤：ダウンコンバートしない 


オプシヨンの 2 SD ビデオ出カボード BKDF -961 の使用時に、出力するアナログ信 
号を設定します。 

♦ BKDF -961 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付け方法について、 
詳しくは39ページをご覧ください。 


この設定にかかわらず、 BKDF -961 の COMP 端子からは常に SD アナログコンポ 
ジット信号が出力されます。 


1 BKDF -901 使用 時： AUX ボタンを押す。 

BKDF -902 使用 時： AUX 3 〜 AUX 10 ボタンのうち、アナログ出力が割り当 
てられているものを押す。 

表示パネルに Aux ( AUX 出力割り当て設定）サブメニューが表示されます。 

2 Output (出力詳細設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部の!>ボ 
タンを押す。 

表示パネルのサブメニュー名表示エリアに " Output " と表示されます。すで 
に表不されている場合は、このお作は不要です。 


ごま意 
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3 BKDF-901 使用時: FI つまみを回して AUX 3 〜 AUXIO のうち、アナログ出力 
が割り当てられているものを選択する。 

BKDF-902 使用時：手順 4 に進む。 

F 2 つまみを回して、出力する信号の種類を選択する。 

Compst :アナログコンポジット信号 
Y / CB/CR :アナログコンポーネント（を差）信号 

GBR/wSync :アナログコンポーネント ( RGB ) 信号 （ G 信号に同期信号を 
重畳） 


ごま意 


• アナログ HD コンポーネント信号は出力できません。 

• 接続する信号と、各入カチャンネルに割り当てられる番号 （39 ページ）はな 
下のとおりです。 


手順4の 
設定 

BKDF-961 の 

端子名称 

出力信号 

BKDF-961 の取り付け位置と 
チャンネル番号 

下段のトレイ 

上段のトレイ 

ち 

ち 

し ompst 

COMP/Y 

コンポジット信号 

AUX 03 

AUX 07 

B-ya) 

- 

- 

- 

R - ya ) 

- 

- 

- 

COMP 

コンポジット信号 

AUX 04 

AUX 08 

Y • CB/CR 

COMP/Y 

輝度 （ Y ) 信号 

AUX 03 

AUX 07 

B-Y 

色差 （ B - Y ) 信号 

R-Y 

色差 （ R - Y ) 信号 

COMP 

コンポジット信号 

AUX 04 

AUX 08 

GBR / 

w 过 y 打 c 

COMP/Y 

G (緑）信号（同期信号を 
重畳） 

AUX 03 

AUX 07 

B-Y 

B (青）信号 

R-Y 

R (赤）信号 

COMP 

コンポジット信号 

AUX 04 

AUX 08 


a) 端子が無効になる 


5 手順 4 で Y / CB / CR を選択した場合は、 F 4 つまみを回して出力するコンポーネ 
ント信号のレベルを選択する 0 

Betacam :ベータカムレベル 

SMPTE : SMPTE レべ>»レ 
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ごま意 
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BKDF-901 
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BKDF-90S 


4 15 6 2 


□□□□ 


□□□□□□ 

□□□□□□ 


□□□ □□□ 
□□ □画 

叫 

回 □□ 

P 


函 y □ 



1 BKDF -901 使用時： AUX ボタンを押す。 

BKDF -902 使用時： AUX 03 〜 AUX 10 ボタンのうち、 DVI 出力が割り当て 
られているものを押す。 

表示パネルに Aux ( AUX 出力割り当て設定）サブメニューが表示されます。 

2 DVI ( DVI 出力設慰サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 
ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに " Dvr と表示されます。既に表示されている場 
合は、この操作は不要です。 
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手順 5 は本機の映像フォーマット （71 ページ）が日25/日9、720/日9、1080/煎 
のいずれかに設定されている場合のみ設定できます。 

DVI 出力信号を設定ずる 

オプシヨンの2 DVI 出カボード BKDF -962 の使用時に出力する DVI 信号の設定を 
行います。 

♦ BKDF -962 について、詳しくは32ページをご覧ください。また取り付け方法について、 
詳しくは39ページをご覧ください。 
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3 BKDF -901 使用時: FI つまみを回して AUX 03 〜 AUXIO のうち、 DVI 出力が 

割り当てられているものを選択する。 

BKDF -902 使用時： 手順 4 に進む。 

4 F 2 つまみを回して次表のとおり出力信号を選択する。 


細 

0 ) 

刪 

m 

蠢 


a ) デジタル信号のみ出力されます。アナログ信号は出力されません。 


ご注意 


• 映像フォーマットの設定 （71 ページ）により、選択できないパラメーターが 
あります。 

• HDTV を選択した場合、 BKDF -962 のアナログ信号出力部からはを差コン 
ポーネント信号 （ Y / Pb / Pr ) が出力されます。その他のパラメーター 
( UXGA 、 WUXGA を除く）では民 GB 信号が出力されます。 

5 手順 4 で SXGA または UXGA を選択している場合は、 F 3 つまみを回して出力 
モードを設定する。 

4:3 :画面の両端をカットし、アスぺクト比4:3で出力（エッジクロップ出力） 
LB :レターボックス映像で出力 


ご注意 


4:3選択時は、 SXGA と UXGA とで画面両端のカット量が異なります。 

6 F 4 つまみを回して、出力先のシステムフォーマットを設定する。 

50 Hz :出力先のシステムフォーマットが 50 Hz の場合 
60 Hz :出力先のシステムフォーマツトが 60 Hz の場合 


パラメーター 

出力信号 

映像フオーマツトの設定 

〇 設定可能 X 設定不可能（パラメーターび表示されない） 

已 2 已 / 已 9 または 

已 2 已 / 已〇 

720/ 已〇または 

720/ 已 9 

1080/ 已〇または 

1080/ 已 9 

SVGA 

SVGA 信号 

(800 X 600) 

〇 

X 

X 

WXGA 

WXGA 信号 
(1280 X 768) 

X 

〇 

X 

SXGA 

SXGA 信号 
(1280 X 1024) 

X 

〇 

〇 

UXGA 

UXGA 信号 

(1600 X 1200) 

X 

X 

〇3) 

WSXGA 

WSXGA 信号 
(1680 X 1050) 

X 

X 

〇 

HDTV 

フ J レ HDTV サ 

ィズ (1920 X 
1080) の信号 

X 

X 

〇 

WUXGA 

WUXGA 信号 
(1920 X 1200) 

X 

X 

〇3) 
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日 OHz は本機の映像フォーマット （71 ページ）が625/50、720/50、1080/日0の 
いずれかに設定されている場合のみ選択できます。また、設定は BKDF -962 
から出力されるデジタル信号にのみ反映されます。 


マルチビュー出力を設定ずる 


オプションのマルチビューアーボード BKDF -950 を使うと、プロセッサー ユニッ 
卜に接続したビデオモニターで複数の入力映像やプログラム映像、プレビュー映 
像を同時に確認することができ、画像の選択時に便利です。 



最大で2枚の BKDF -950 を装着し、 MV 1 Window および MV 2 Window サブメ 
ニューで、ボードごとに出カパターンを設定することができます。 

また、子画面のタイトル表示位置やサイズを変更したり、プログラムおよびプレ 
ビュー出力やその構成要素（選択中の入力やキー信号等）が割り付けられた子画 
面に枠線を付けることができます。 

♦ BKDF -950 の詳細および取り付け方法について、詳しくは46ページをご覧ください。 
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BKDF-90S 


1 BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順2に進む。 

2 MV ボタンを押す。 

表示パネルに MV (マルチビュー出力設定）サブメニュー内のサブメニュー項 
目が表示されます。 

3 MV 1 Window または MV 2 Window サブメニューが表示されるまで、テンキー部 
のづ、ボタンを押す。 


設定を行う BKDF 与 日 0 に応じて、サブメニュー表示エリアに次表のとおり表 
示されます。いずれの場合もすでに表示されているときは、この操作は不要 
です。 


ヴブメニュー（サブメニュー名 
表示エリアの表示） 

内容 

MV 1 Window 

MV 1 ソケットに装着した BKDF -950 について、設定を行 

う場合 

MV 2 Window 

MV 2 ソケットに装着した BKDF -950 について、設定を行 

う場合 


ごま意 


BKDF -950 を装着していない場合は、 MV 1 Window および MV 2 Window サブメ 
ニューは設定できません。 

分割タイプや各子画面への出力映像を設定するには 
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(MVl Window の表示例) 



ご注意 


MV 1 Window および MV 2 Window サブメニューは、 BKDF -950 をいずれか一 
方のソケットに装着している場合でも、ともに表示されますが、装着してい 
ないほうのスロットに対応したサブメニューで行った設定内容は反映されま 
せん。 

4 F 1 つまみを回してマルチビュー分割表示のタイプを設定する。 

4、10、16分割から選択できます。 

5 F 2 つまみを回して設定を行う子画面の番号を選択する。 

手順 4 で設定した分割表示の画面数に応じて、1〜16の番号から選択します。 

♦ マルチビュー画面の分割表示と子画面番号について詳しくは、100ページをご覧くだ 
さレ、 0 

6 F 3 つまみを回して子画面に出力する映像を設定する。 

BLK :ブラック信号 

IN 01 〜 IN 24 :各入力映像 

STL 1 〜 STL 4: プロセッサーユニット内部に保存されている静止画！〜4 
MAT 1 〜 MAT 4 :カラー マッ ト信号1〜4 
PGM :プログラム出力 
PVW :プレビュー出力 

CLN :クリーン出力（ダウンストリームキーなしのプログラム出力） 

KOut :キー信号 

MPGM : M / E の出力 （ BKDF -902 使用時のみ） 

MPVW : M / E のプレビュー出力 （ BKDF -902 使用時のみ） 


ご注意 


• IN 09 〜 IN 24 はオプションの入力拡張ボードを装着している場合に、その装 
着位置に応じたものが表示されます。詳しくは39ページをご覧ください。 

• 入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 ページ参照）は、その 
名前が表示されます。 

7 手順5、6を繰り返して、ほかの子画面の設定を行う。 

8 F 4 つまみを回して、子画面のタイトルを表示する/しないを設定する。 

On :表示する 
0斤：表示しない 
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ごま意 


• 手順 8 の設定はすべての子画面に反映されます。子画面ごとにタイトル表示 
を設定することはできません。 

• マルチビュー出力の分割タイプを変更すると、子画面のタイトル表示は自動 
的に0だになります。子画面のタイトルを表示する場合は、あらためて On 
に設定してください。 

マルチビュー画面の分割表示タイプと子画面番号 
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TYPE4 


1 

2 

3 

4 


TYPE10 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 


TYPE16 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 


子画面タイトルの表示位置やサイズを調整するには 

1 「信号名表示を変更する」 （74 ページ）の手順 1 〜 6 を行い、コントロールパネ 
ルから出力されたリストファイル （ dfs 900. ini ) をコンピューターに読みをむ 0 

2 メモ帳などのテキストエディターを使って、 dfs 900. ini の内容のうち 

"[ MVParam ]" に続く各パラメーターの、イコールより後の数値を書き換え 
る0 


パラメーター 

説明 

設定値 

LargeOffsetV 

サイズの大きい子画面での、表示位置（縦方向）を 
設定する 

〇〜50 

LargeOffsetH 

サイズの大きい子画面での、表示位置（横方向）を 
設定する 

〇〜50 

し argeWid 化 

サイズの大きい子画面での、表示幅を設定する 

〇〜50 

し argeHeight 

サイズの大きい子画面での、文字の高さを設定する 

〇〜50 

SmallOffsetV 

サイズの小さい子画面での、表示位置（縦方向）を 

設定する 

〇〜25 

SmallOffsetH 

サイズの小さい子画面での、表示位置（横方向）を 
設をする 

〇〜2日 

Sm 址 Wid 化 

サイズの小さい子画面での、表示幅を設をする 

〇〜25 

SmallHeight 

サイズの小さい子画面での、文字の高さを設定する 

〇〜25 

HalfMatte 

信号名表示に背景（半透明の黒い四角形）を入れ 

る。 

ON :背景を入れる 
OFF :背景を入れな 

い 


ご注意 


ここでの設定はサイズが同じすベての子画面に反映されます。子画面ごとに 
表示位置を設定することはできません。 
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タイトル表示位置と各パラメーターについて 


Lar 呂 e 
( Small ) 
OffsetH ィ 

Lar 呂 e ( Small ) 

Width (表示幅） ， 

-- Laree 


(水平位置） 

4 - ► 

テ圍タイトル tSIf 

A 

1 

Lar 呂 e ( Small ) (文子の局さ） 

OffsetV (垂直位置） 

r 


3 USB メモリーにパラメーターを 書き換えた ファイルを 上書き保存し、再度 
USB MEMORY 端子に差しをむ。 

4 「信号名表示を変更する」の手順 2 〜 4 を繰り返して Signal サブメニューを表示 
させ、 F4 つまみをけ少な上押す。 

更新されたファイルが本機に読み込まれます。 


ご注意 


この操作を行っただけでは、子画面のタイトルは表示されません。引き続き 
手順 5 の操作を行ってください。 

5 「分割タイプや各子画面への出力映像を設定するには」 （98 ページ）の手順 1 
〜 3 を行って MV1 サブメニューまたは MV2 サブメニューを表示させ、手順 8 
を行って各子画面のタイトルを表示するように設定する。 

子画面に枠線を付けるには 

プログラムおよびプレビュー 出力やそ の 構成要素（選択中 の 入力や キー 信号等） 

が割り付けられた子画面に、枠線を付けることができます。 


r メモ1 

• 工場出荷時の枠を泉色の設定は次のとおりです。 


子画面の出力内容 

枠線の色 

プログラム出力、および画面の構成要素 

赤 

プレビュー出力、およびその構成要素 

緑 


. プログラム出力およびプレビュー出力で画面の構成要素が共通の場合は、プロ 
グラム出力の枠を泉をが優先されます。 
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BKDF-901 


CO 

刪 


回□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 


rm I iM r 


111111 III 


□□□ mo 

Sdam 

国 □□ 




111111 III 


111111 III 


]□ 
]□ 


函 

□困 

□□ 


P 


□ 

00 


BKDF-90S 


m 

蠢 


1 BKDF-901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF-902 使用時：手順 2 に進む。 

2 MV ボタンを押す。 

表示パネルに MV (マルチビュー出力設定）サブメニュー内のサブメニュー項 
目が表示されます。 

0枠線を付ける画面ごとに次表のサブメニューが表示されるまで、テンキー部 
のづ、ボタンを押す。 

いずれの場合もすでに表示されているときは、この操作は不要です。 


サブメニュー（サブメニュー 
名表示エリアの表示） 

内容 

MV1OA Tally 

MVl ソケットに装着した BKDF-950 について、マルチ 

ビュー子画面のうち、プログラム出力およびその構成内容が 
割り付けられた子画面に枠線を付ける場合 

MV1 Next Tally 

MV1 ソケットに装着した BKDF-950 について、マルチ 

ビュー子画面のうち、プレビュー出力およびその構成内容が 
割り付けられた子画面に枠線を付ける場合 

MV2 OA Tally 

MV2 ソケットに装着した BKDF-950 について、マルチ 

ビュー子画面のうち、プログラム出力およびその構成内容が 
割り付けられた子画面に枠線を付ける場合 

MV2 Next Tally 

MV2 ソケットに装着した BKDF-950 について、マルチ 

ビュー子画面のうち、プレビュー出力およびその構成内容が 
割り付けられた子画面に枠線を付ける場合 
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(MVlOA Tally の表示例) 


MU1OP Tally 

0fi=0ff Lufn=0.0 Sat=0.0 Hug=0.C 


(MVl Next Tally の表示例） 



4 FI つまみを押して、枠線を付ける/付けないを選ぶ。 

0 斤：枠線を付けない 
On :枠線を付ける 

5 F 2 〜 F 4 つまみを回して、枠線の表示をなどを設定する C 
つまみと パラメーターの 対応は次表のとおりです。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

し umi 打 3 打 ce 

枠線の明るさ 

0.0 〜108.6 

1^3 

saturation 

枠線の色の濃さ 

0.0 〜100 

F 4 

Hue 

枠線の色相 

0.0 〜359.5 


DSK プレビュー機能を有効にずる 


ダウンストリームキー （ DSK ) が0だのとき、プレビュー画面にダウンストリー 
ムキーを表示するように設定できます （ DSK プレビュー機能)。 
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1 ITT1 I M I 


ITTI 田 
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□□ □□□ 


□□ 



1 i~rn 1~1~1 I □ 


~n i~rn i~n u 


□□ 


□ 

00 


BKDF-902 


BKDF-901 


1 BKDF-901 使用時: DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているときは、 

押して点灯させる。 

BKDF-902 使用時：手順 2 に進む。 

2 BKDF-901 使用時： AUX ボタンを押す。 

BKDF-902 使用時： AUX 1 〜 AUX 10 ボタンのいずれかを押す。 


ごま意 


オプシヨンの出力拡張ボードが装着されていない場合、 AUX 3 〜 AUX 10 ボタ 
ンは無効です。 

表示パネルに Aux サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Setup > Output > Other サブメニューが表示されるまで、テンキー部の!>ボタ 
ンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "0 也 er " と表示されます。すでに表示されてい 
る場合は、この操作は不要です。 



4 F 1 つまみを回して DSK プレビューの設定を行う。 

On :ダウンストリームキーが0だのときのみ、ダウンストリームキーをプレ 
ビュー画面に表巧する 

日斤：ダウンストリームキーをプレビュー画面に表示しない 




4 


2 - 


目 iSi 
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BKDF-901 


し 


3 2 


□nlnp 

IlfDDlD 


B , 

图 6 6 6 ふ | - 


5 DQ 

□□□ 
己 ' GOB 口□口 
□□□□ 


回□□回回回□□□□□□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□E5S- 



BKDF-902 


1 BKDF -901 使用時: DME/SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているときは、 

押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時：手順2に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 0也 er サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "0 也 er" と表示されます。すでに表示されてい 
る場合は、この操作は不要です。 


other 


Cursor=PGM 

SFT=Mofnent ST=0dd 



4 F 4 つまみを回して映像の切り換えタイミングを設定する。 

Odd :映像の切り換えを奇数フィールドで行う 
Even :映像の切り換えを偶数フィールドで行う 
Any :映像の切り換えを不定のフイールドで行う 


その他の設定を行ラ 

映像の切り換えタイミングを指定ずる 

映像の切り換えを奇数フィールドまたは偶数フィールドから行うう、、不定の 
フィールドから行うかを設定できます。 
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BKDF -901 



1 BKDF -901 使用時: DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているときは、 

押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時：手順 2 に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 0也 er サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "0 也 er " と表示されます。すでに表示されてい 
る場合は、この按:作は不要です0 


other 


Cursor=PGM 

SFT=MoinGnt ST=0dd 



4 F 3 つまみを回して SHIFT ボタンの動作を設定する。 

Moment :ボタンを押している間、シフト側の機能が有効になる。 

Toggle :ボタンを押すたびに、シフト側の機能と非シフト側の機能が交互に 
切り替わる。 


ごま意 


映像フォーマットの設定が720/50または720/59のとき （71 ページ参照）は、こ 
の設定は無効です。 

SHIFT ボタンの動作を設定ずる 

クロスポイントバス部の SHIFT ボタンの動作を切り換えます。 
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日付と時刻を設定ずる 


本機に内蔵されている時計の日付と時刻を設定します。 


5,8 4,7 


S 

图回 L i 反 一◎ 巧」- 
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□□ 

If 

00 



BKDF-90S 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンが消灯しているとき 

は、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時：手順2に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメニューが表示されます。 

3 Date Adj . (日付設定）サブメニューが表示されるまで、テンキー部のづ、 

ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "Date Adj ." と表示されます。すでに表示されて 
いる場合は、この操作は不要です。 


Date PdJ. 



Set Y=1900 

M=1 

D=1 



4 F 2 〜 F 4 つまみを回して年月日を設定する。 


つまみとパラメーターの対応は次表のとおりです。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

Y 

年 

2000〜2100 

F3 

M 

月 

1〜12 

F4 

D 

曰 

1〜31 








血 

国 
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5 FI つまみを1巧な上押す。 

日付が設定されます。 

6 ボタンを1回押して Time Adj . (時刻設定）サブメニューを表示させる。 
サブメニュー名表示エリアに " TimeAdj ." と表示されます。 


Time PdJ. 




Set 

H=0 

M=00 

S=00 



7 F 2 〜 F 4 つまみを回して時分秒'を設定する。 

つまみと パラメーターの 対応は次表のとおりです。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

H 

時 

〇〜23 

F 3 

M 

分 

〇〜59 

F 4 

S 

秒 

〇〜59 


8 F 1 つまみを1巧な上押す。 
時刻が設定されます。 
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パックグラウンドを還択 
する 


PGM 1、 2端子から出力される映像を「プログラム出力映 
像」といい、プログラムモニターやマルチビュー画面で確 
認することができます。 

♦ マルチビュー画面について詳しくは、「マルチビュー出力を設定 
する」 （97 ページ）をご覧ください。 

プログラム出力映像のうちの背景になる映像を「バックグ 
ラウンド」といいます。 


キー 

丄 


取 1 跑 01 


バックグラウンド 
プ□グラム出力映像 


バックグラウンドを選択するには 

BKDF -901 使用時： クロスポイントバス部の PROGRAM 
選択ボタンを使います。これらのボタンのうち、希望 
の映像が割り当てられているボタンを押します。 

BKDF -902 使用時： M / E クロスポイントバス部の M/E 
バス A 選択ボタンおよび PROGRAM / PRESET クロス 
ポイントバス部の PROGRAM バス選択ボタンと M/E 
ボタンを使います。これらのボタンのうち、希望の映 
像が割り当てられているボタンを押します。 M / E ボタ 
ンを押すと、 M / E クロスポイントバス部で選択されて 
いる映像が選択されます。 


PROGRAM 選択ボタン 

丄 


BLACK 1 

H 

h 4| 

H 

6 7 

8 9 10 1 11 12 SHIFT 

PROGRAM j 

BLACK 1 

2 

3 1141 

H 

SI 

8 9 10 I 11 12 SHIFT 


BKDF -901 

M / E バス A 選択ボタン 

1 


M / E ボタン- 

PR 日 GRAM バス選択ボタン 

1 


I black"! 1 fa") sjj 4 ^ 5 1 ® 1 7 I 81 sjj 1 。 ! 11" 112113 114 1 ,15 " 116 1 SHIFT II ||^ M/E j 

巨 KDF -90 S 


押したボタンが赤で点灯します。これは選択された映像が 
プログラム 映像として出力され ている ことを示します。 
マルチ ビュー画面では、 プログラム 出力中の映像に枠がつ 
けられます。工場出荷時は、枠のをが赤に設定され てい ま 
す。 

トランジシヨン（映像切り換え）後のバックグラウンドを 
選択するには 

BKDF -901 使用時：クロス ポイント バス 部の P 民 ESET 選 
択ボタンを使います。これらのボタンのうち、希望の 
映像が割り当てられているボタンを押します。 
BKDF -902 使用時： M/E クロス ポイント バス 部の M/E 
バス B 選択ボタンおよび PROGRAM/PRESET クロス 
ポイント バス 部の PRESET バス 選択ボタンと M / E ボ 
タンを使います。これらのボタンのうち、希望の映像 
が割り当てられているボタンを押します。 M / E ボタン 
を押すと、 M/E クロス ポイント バス 部で選択されてい 
る映像が選択されます。 


她4刪咖が猫な 


バックグラウンドを選択する 
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押したボタンが緑で点灯します。これは選択された映像が 
まだ PGM 端子から出力されていないことを示します。 
マルチビュー画面では、プリセツト映像に枠がつけられま 
す。工場出荷時は、枠のをが緑に設定されています。 


110 バックグラウンドを切り換える 


カツトで映像を切り換える 

カツトの基本操作 

カツトによる映像の切り換えには、な下の2つの方法があ 
ります。 

. クロス ポ イント ボタ ンで 次の映像を選択して直接切り換 
える 

• プレビュー画面で次の映像を確認してから CUT ボタンで 
切り換える 


カツトで映像を切り換える操作の流れは、な下のようにな 
ります。 


プログラム出力する映像を選ぶ。 

み 


み 

映像を切り換える。 


次に出力する映像を選ぶ。 


み 


CUT ボタンを押す。 


ク□スポイントボタンで直接切り換える 

単に映像を切り換えるだけなら、希望の映像が割り当てら 
れているクロスポイントボタンを次々に押すことで切り換 
えができます。 


四 

オプシヨンのマルチビューアーボード BKDF -950 を使う 
と、プロセッサーユニットに 接続した ビデオモニターで 複 
数の 入力映像や プログラム 映像、 プレビュー 映像を同時に 
確認することができ、画像の選択時に便利です。 


バックグラウンドを切り 
換える 


現在プログラム映像として出力されている映像を別の映像 
に切り換えることを「トランジシヨン」といいます。 

映像を構成するバックグラウンド、キー！〜4のうち、い 
ずれか1つを変化させることも、これらを組み合わせて同 
時に変化させることもできます。 

トランジシヨンのタイプを大別すると、次の2種類があり 
ます。 

• 瞬時に切り換える。このトランジシヨンを「カット」と 
いいます。 

• 効果を適用しながら一定の時間をかけて切り換える。代 
表的な効果には「ミックス」や「ワイプ」があります。 

ここでは、バックグラウンドの切り換えかたを説明します。 


BLACK 1 1 2 

L 4 

5 6 

7 

8 9 1 1。 1112 I SHIFT 

PROGRAM 

BLACK 1 1 2 

3 4 1 

5 0 

H 

8 9 10 11 12 I SHIFT 


PRESET 選択ボタン 
BKDF -901 


M / E バス B 選択ボタン 


I BLACK t 11 zjj 3 l| 41 5 jj 6 ^ 7 ^ 8 jj 9110 11" 112 113 1 , 14 " 115 116 j^SHIFlJI II M/E j 


PRESET バス選択ボタン 

M / E ボタン 

BKDF -90 S 


脯 4 刪咖が肅な 

































































































例 ： PROGRAM 選択ボタン1と PRESET 選択ボタン4 
を選んだ場合 


♦詳しくは「マルチビュー出力を設定する」 （97 ページ）をご覧 
ください。 


プレビユー画面で次の映像を確認してか!5 
CUT ボタンで切り換える 

映像をプレビュー画面で確認してから瞬時に切り換える場 
合は、 CUT ボタンを使います。 

プログラム出力の映像は、 CUT ボタンを押すたびに、 

BKDF -901 使用時 PROGRAM 選択ボタンで選択した映像または PRESET 

選択ボタンで選択した映像に切り換わります。 

BKDF -902 使用時 


1 トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選択ボ 
タンの BKGD をホ甲して点灯させる。 

2 クロスポイントバス部の P 民 0 G 民 AM 選択ボタンで、切 
り換え前の映像を選択する。 

押したボタンが赤で点灯し、選択した映像がプログラ 
ム出力されます。 

3 PRESET 選択ボタンで、切り換え後の映像を選択する。 

押したボタンが緑で点灯し、選択した映像がプレ 
ビュー画面に表示されます。 

4 CUT ボタンを押す。 

プログラム出力とプレビュー出力の映像が瞬時に切り 
換わり、クロスポイントバス部のボタンにもその切り 
換えが反映されます。 


1 M/E トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選 
択ボタンの BKGD を押して点灯させる。 

2 M/E クロスポイントバス部の M/E バス A 選択ボタンま 
たは PROGRAM/PRESET クロスポイントバス部の 

P 民 0 G 民 AM バス選択ボタンで、切り換え前の映像を選 
択する0 

押したボタンが赤で点灯し、選択した映像がプログラ 
ム出力されます。 


バックグラウンドを切り換える 111 
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CUT ボタンを}甲す前 

赤で点打 



CUT ボタンを巧した後 

赤で点打 



緑で点打 
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3 M/E クロスポイントバス部の M/E バス B 選択ボタンま 
たは PROGRAM/PRESET クロスポイントバス部の 
PRESET バス選択ボタンで、切り換え後の映像を選択 
する 0 

押したボタンが緑で点灯し、選択した映像がプレ 
ビュー画面に表示されます。 

4 CUT ボタンを押す。 

プログラム 出力と プレビュー 出力の映像が瞬時に切り 
換わり、 クロス ポイント バス 部のボタンにもその切り 
換えが反映されます。 

例： P 民 0G 民 AM バス選択ボタン 1 と P 民 ESET バス選 
択ボタン 4 を選んだ場合 


CUT ボタンを}甲す前 

赤で点打 

II BLACK I 1 r 21 3 I 4 F 51 el? 1^ 81 sjjmtll"!12 jj 13 ]| 14 15 jj 16 | SHIFtJ ||^M/E j 


あらかじめ Transition サブメニューの Delay サ ブメ 
ニューで、 な下の パラメーターを 設定す る。 

(クリップ再生から何フレームでバックグラウンドを切 
り換えるかを設定する。） 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

C-Delay Rate 

カットの遅延時間 

〇〜999 ( フ 

レーム） 

1^2 

AT-Delay Rate 

オートトランジシヨ 

ンの遅延時間 

〇〜999 ( フ 

レーム） 


2再生機器をキューアップさせる。 

J トランジシヨンタイプ選択ボタンの WIPE を押したまま 
DME を押す。 

CG Wipe が選択されます。 

4再生機器を入力信号として選択したキーを ON にする。 
5 CUT ボタンを押す。 


緑で点打 

CUT ボタンを巧した後 

赤で点打 

II BLACk| 1 j" 21 3 I 4 j" 5 6 I 7 j" 8 9"jlo|"ll"|l2"jl3|"l4~|l5"jl6|" SHIFt"| | 「 M/E j 

PRO 白 RAM 

II BLACk| 1 I , 2 "j 3 I 4 I , 5 "j 6 I 7 | 8 "j 9 | 1 。 ^ 11"j 12 jj 13 J 14 15 jj 16 | SHIFtJ ||^M/E j 

緑で点灯 

プログラム 出力の映像は、 CUT ボタンを押すたびに、 
P 民 0 G 民 AM バス選択ボタンで選択した映像または 
PRESET バス選択ボタンで選択した映像に切り換わり 
ます。 

GPI 出力を使ってカットで切り換え 
る 

本機に接続された再生機器などに GPI 信号を送ることによ 
り、再生のタイミングを制御することができます。 
たとえば、キーに使用するクリップが全画面表示されたと 
きにバックグラウンドが切り換わるようにするには、な下 
のように操作します。 

♦ GPI 出力の設定については168ページをご覧ください。 


効果を付けて映像を切り換える（ミツ 
クス、ワイプ） 

カットのように瞬時に映像を切り換える代わりに、さまざ 
まな効果を付けて徐々に映像を切り換えていくこともでき 
ます。 

本機で使用できる効果には、な下の2種類があります。 

• 最初の映像に次の映像を重ねながら切り換える（ミック 

ス） 

• 最初の映像を次の映像でぬぐい去るように消していく 
(ヮィプ） 

効果付きトランジシヨンの基本操作 

効果を使用した切り換えの操作の流れは、な下のようにな 
ります。 


プログラム出力する映像を選ぶ。 


み 


効果（ミックスまたはワイプ）を設定する。 


み 


次に出力する映像を選ぶ。 


み 


トランジシヨンを実行する。 


トランジシヨンの実行方法 

トランジシヨンを実行するには、な下の2つの方法があり 
ます。 

• AUTO TRANS ボタンを押して自動で実巧する 
. フ卫ーダーレバーを使って手動で実行する 
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トランジシヨンの実行のために使用する各部 


NORM/REV ボタン 



AUTO TRANS ボタン 
BKDF-901 


NORM/REV ボタン 



BKDF-902 


AUTO TRANS ボタンを使う 

使用する映像を選択した上で AUTO TRANS ボタンを押す 
と、あらかじめ設定された時間（トランジシヨンレート） 

をかけて映像が切り換わります。 

♦ トランジシヨンレートの設定のしかたについては、「トランジ 
シヨンレートを設定する」（118ページ）をご覧ください。 

フエータ’ーレノ く一を使う 

フエーダーレバーを、 トラ ンジシヨンインジケーター（〇) 
が 点灯している側に振ると、 レバーの 動きに合わせてトラ 
ンジシヨンが実行されます0 

フエ ーダー レバー を倒しきると、トランジ シヨ ン処理が終 
了し、反対側のトランジ シヨ ンインジケーターが点灯しま 
す。 

トランジシヨンの方向を切り換える 

ワイプを選択した場合は、な下の方法でトランジシヨンの 
方向を切り換えることができます。 

REVERSE ボタン ( BKDF-901 使用時）または REV ボ 
タン （BKDF-902 使用時）を使う 

民 EVERSE ボタン （ BKDF -901 使用時）または REV ボタン 
( BKDF -902 使用時）を押して点灯させると、 トラ ンジ シヨ 
ンが逆方向に進行します。もう一度押して消灯させると、 
トラ ンジ シヨンの 進行方向が ノーマルに 戻ります。 



通常のトランジシヨン 

_ 

REVERSE ボタン (BKDF-901 使用時）または REV 
ボタン （BKDF- 902使用時）を押した場合 



NORM/REV ボタンを使う 

N 0 RM / REV ボタンを押して点灯させておくと、トランジ 
シヨンが1回終わるごとにトランジシヨンの方向が逆転し、 
REVERSE ( BKDF -901 使用時）または REV ボタン 
( BKDF -902 使用時）ボタンが点灯と消灯を繰り返します。 
点灯している N 0 RM / REV ボタンを押して消灯させると、 
トランジシヨンの方向は一定になります。 
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NORM/REV ボタンを}甲すと 



回目のトランジシヨン 





S 回目のトランジシヨン 


フエーダーレバーの動く節囲を制限ずる 

フエーダーレバーは、動く範囲を制限する（途中までで卜 
ランジシヨンを終了させる）ことができます。 


SHIFT ボタン 


FADER LIMIT ボタン 


□ 


KEY LAYER 


ipq 


o 0000 

〔 BKGoj〔KEYI I I KEY2 I 

0000 

〔keys I I KEY4 I 


"lY WIPE DME 

MIX (FAM) (NAM) 



CUT 

AUTO 

TRANS 


〇 


N 

r 

N 

J 

0 


J 


BKDF-901 


KEY SRC ボタン 


區」 


[BASIC II に R 卿 ! 防非]] II warp j [light || に SER|| 


jsHIFTI |〔MATTE l| |[NPU]| | MV | |sYSTEM j ||sTATUSlj II STILlJ 


國國圆 

o 0 00 

圖圆 


國圆圆 I 

TRANSITION TYPE 

网 IP 回 1 


12 3 4 HIG 

12 3 4 A 



12 3 4 lX 

PRIORITY 



ご… 11 IIS 


圆国 


TRANSITION TYPE 


一 g 圃0 


FADER LIMIT ボタン 


BKDF-902 


メニュー操作で制限する 

FADER LIMIT ボタンを押してフエーダーリミット機能を 
有効にします。その状態で FADE 民 LIMIT ボタンを2度押 
しすると 、 Fader Limit メニューが表示されます。 
BKDF -901 使用時： F 1 つまみを回してリミット （0.0 〜 
100%)を設定することができます。 
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BKDF -902 使用時： M / E トランジシヨン部の FADE 民 
LIMIT ボタンを押した場合は、 F 1 つまみを回してリ 
ミット （0.0 〜100 Q / o ) を設定することができます。 

P 民 OG 民 AM / P 民 ESET トランジシヨン部の FADE 民 
LIMIT ボタンを押した場合は、 F 2 つまみを回してリ 
ミット （0.0 〜100%)を設定することができます。 


BKDF -901 使用時 


任意の位置までに制限する 

BKDF -901 使用時： フエーダーレバーを希望の位置まで 
移動し、 FADE 民 LIMIT ボタンを点灯させてから 
DME / SETUP 部の SHIFT ボタンを押すか、 SHIFT ボ 
タンを押したまま希望の位置までフ卫ーダーレバーを 
移動し、 SHIFT ボタンを放します。 

BKDF -902 使用時： KEY S 民 C ボタンを押したまま希望の 
位置までフエーダーレバーを移動し 、 KEY SRC ボタン 
を放します。 


ミックスで切り換える 

最初の映像と次の映像を重ねながら切り換えます。この夕 
イプの切り換えかたには、な下の3つの方法があります。 

- IBUCT 

• MIX (ミックス）トランジシヨン 

最初の映像を薄くしながら次の映像を濃くしていく切り換 
えかたで、トランジシヨンの中間点（フエーダーレバーが 
中央にある状態）で両者の出カレベルが日0%ずつになりま 
す 0 


• FAM (フルアディティブミックス）トランジシヨン 

最初の映像をそのままにして次の映像を濃くしていく切り 
換えかたで、トランジシヨンの中間点で両者の出カレベル 
がともに100%になり、その後、最初の映像を薄くしてい 
きます。 

• NAM (ノンアディティブミックス）トランジシヨン 

2つの映像の出カレベルの変化のさせかたは FAM と同じ 
ですが、プログラム出力には、その両方を足し合わせたも 
のを出力するのではなく、両方を比較して輝度レベルが高 
い方の信号だけを出力します。 

ミックスの基本操作 

ミックスで映像を切り換えるには、な下のように操作しま 
す。 


1トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選択ボ 
タンの BKGD をホ甲して点灯させる。 

2 クロスポイントバス部の P 民 OG 民 AM 選択ボタンで、切 
り換え前の映像を選択する。 

づクロスポイントバス部の PRESET 選択ボタンで、切り 
換え後の映像を選択する。 

4 トランジシヨン部のトランジシヨンタイプ選択ボタン 
でトランジシヨンの種類を選ぶ。 

MIX : MIX ボタンを押して点灯させる。 

FAM : MIX ボタンと WIPE ( FAM ) ボタンを同時に 
押して点灯させる。 

NAM : MIX ボタンと DME ( NAM ) ボタンを同時に 
押して点灯させる。 

5 必要に応じてトランジシヨンレートを設定する。 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」（118ページ）をご覧ください。 


D AUTO T 民 ANS ボタンまたはフエ、 
ンジシヨンを実行する。 


•ダーレバーでトラ 


最初の映像に次の映像が徐々にミックスされ、映像が 
切り換わります。 

2つの映像は 、 AUTO T 民 ANS ボタンを押すたび、ま 
たはフエーダーレバーを動かすたびに、交互にミック 
ストランジシヨンで切り換わります。 
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BKDF -902 使用時 


国 

u 

□ 

f 

I 

□ 

□□□ 

I 

> I 

I 

□ 

□ 

o 

□□□ 

□□□ 

□□□J 

0[ i 

U 6 6 

□ 

□ □□!□□! p 



□ □□□□□□〇〇〇〇〇 日□わ期 

no 


LT 


TJ I ITT 




1 M/E トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選 
択ボタンの BKGD を押して点灯させる。 

2 M/E クロスポイントバス部の M/E バス A 選択ボタンま 
たは PROGRAM/PRESET クロスポイントバス部の 

P 民 0 G 民 AM バス選択ボタンで、切り換え前の映像を選 
択する0 

3 M/E クロスポイントバス部のバックグラウンド B 選択 
ボタンまたは PROGRAM/PRESET クロスポイントバ 
ス部の PRESET バス選択ボタンで、切り換え後の映像 
を選択する。 

押したボタンが緑で点灯し、選択した映像がプレ 
ビュー画面に表示されます。 

4 トランジシヨンタイプ選択ボタンでトランジシヨンの 
種類を選ぶ。 

MIX : MIX ボタンを押して点灯させる。 

FAM : MIX ボタンと WIPE ( FAM ) ボタンを同時に 
押して点灯させる。 

NAM : MIX ボタンと DME ( NAM ) ボタンを同時に 
押して点灯させる。 

5 必要に応じてトランジシヨンレートを設定する。 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」 （118 ページ）をご覧ください。 

6 AUTO TRANS ボタンまたはフエーダーレバーでトラ 
ンジシヨンを実行する。 

最初の映像に次の映像が徐々にミックスされ、映像が 
切り換わります。 



2つの映像は、 AUTO T 民 ANS ボタンを押すたび、ま 
たはフエーダーレバーを動かすたびに、交互にミック 
ストランジシヨンで切り換わります。 


ワイプ （ DME ワイプ）で切り換える 

最初の映像を次の映像でぬぐい去るようにして切り換えま 
す。ぬぐい去りかたには98種類のパターン（ワイプパター 
ン）があり、そのほかに DME で作成できるパターン 
(DME ワイプパターン）う S 231種類あります。 



♦詳しくは「ワイプ」 （191 ページ）、 「 DME ワイプ」 （194 ペー 
ジ）をご覧ください。 

ワイプ （ DME ワイプ）の基本操作 

ワイプで映像を切り換えるには、な下のように操作します。 

BKDF -901 使用時 


1 トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選択ボ 
タンの BKGD をホ甲して点灯させる。 

2 クロスポイントバス部の P 民 0 G 民 AM 選択ボタンで、切 
り換え前の映像を選択する。 

3 クロスポイントバス部の PRESET 選択ボタンで、切り 
換え後の映像を選択する。 


5 





回目一 □ 
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4 トランジシヨンタイプ選択ボタンの WIPE または DME 
をす甲して点灯させる。 

表示パネルに WIPE メニューまたは DME メニューが 
表示されます。 

WIPE メニュー 

Wipe Pattern 

Pat=0 Wid=9.1 Soft=12.5 Src=W.Bd 


DME メニュ ー 

M/E DME Pattern 
Pat= 日 


ごま意 


DME ボタンを押しても、 DME が有効になっていなけ 
れば、 DME ワイプパターンを利用することはできませ 
ん。 DME の有効/無効は、 KEYE 民部の DME 
ENABLE ボタン （1 日ページ参照）で切り換えます。 

5 F1 つまみを回し、ワイプパターンまたは DME ワイプパ 
ターンを選ぶ0 

パターン番号を入力して選択するときは、 F1 つまみを 
押し、テンキー部で番号を入力してから ENTE 民キー 
を押します。 

♦パターン番号については、「パターンリスト」 （191 ペー 
ジ）をご覧ください。 

6 必要に応じてトランジシヨンレートを設定する。 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」（118ページ）をご覧ください。 

7 AUTO TRANS ボタンまたはフエーダーレバーでトラ 
ンジシヨンを実行する。 

選択したパターンに従って、最初の映像が次の映像に 
徐々にぬぐい去られるようにして切り換わっていきま 
す。 


ワイプパターン■一]の例： 



BKDF -902 使用時 



1 M/E トランジシヨン部で、ネクストトランジシヨン選 
択ボタンの BKGD を押して点灯させる。 

2 M/E クロスポイントバス部の M/E バス A 選択ボタンま 
たは PROGRAM/PRESET クロスポイントバス部の 

P 民 OG 民 AM バス選択ボタンで、切り換え前の映像を選 
択する。 

3 M/E クロスポイントバス部の M/E バス B 選択ボタンま 
たは PROGRAM/PRESET クロスポイントバス部の 

P 民 ESET バス選択ボタンで、切り換え後の映像を選択 
する。 

押したボタンが緑で点灯し、選択した映像がプレ 
ビュー画面に表示されます。 

4 M/E トランジシヨン部の WIPE ボタンまたは DME ボタ 
ンを押して点灯させる。または、 PROGRAM/PRESET 
トランジシヨン部の WIPE ボタンを押して点灯させる。 

M/Eh ランジシヨン部の WIPE ボタンを押した場合 
は、表示パネルに M/E WIPE メニューが表示されま 
す。 

M/E WIPE メニユ ー 

M/E Wipe Pattern 

Pat=0 Wid=9.1 S が t=12 .已 Src=W.Bd 


DME ボタンを押した場合は、表示パネルに DME メ 
ニューが表示されます。 
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DME メニュ ー 

M/E DME Pattern 
Pat=0 


PROGRAM / PRESET トランジシヨン部の WIPE ボタ 
ンを押した場合は、表示パネルに P/P WIPE メニュー 
が表示されます。 


P/P WIPE メニュー 



DME ボタンを押しても、 DME が有効になっていなけ 
れば、 DME ワイプパターンを利用することはできませ 
ん。 DME の有効/無効は、 KEYE 民部の DME 
ENABLE ボタン （1 日ページ参照）で切り換えます。 

5 F 1 つまみを回し、ワイプパターンまたは DME ワイプパ 
ターンを選ぶ0 

パターン番号を入力して選択するときは、 F 1 つまみを 
押し、テンキー部で番号を入力してから ENTE 民キー 
を押します。 

♦パターン番号については、「ワイプ」 （191 ページ）、 

「 DME ワイプ」 （194 ページ）をご覧ください。 

6 必要に応じてトランジシヨンレートを設定する。 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」（118ページ）をご覧ください。 

7 AUTO TRANS ボタンまたはフエーダーレバーでトラ 
ンジシヨンを実行する。 

選択したパターンに従って、最初の映像が次の映像に 
徐々にぬぐい去られるようにして切り換わっていきま 
す。 


ワイプパターン■一1の例： 



I メモ I 

• ミックスとは異なり、ワイプまたは DME ワイプでは、卜 
ランジシヨンの方向を設定することができます。 
♦詳しくは、「トランジシヨンの方向を切り換える」 （113 ペー 
ジ）をご覧ください。 

• ワイプまたは DME ワイプのパターンは、調整することが 
できます。 


♦詳しくは、「ワイプやキーの調整」 （135 ページ）をご覧くだ 
さレ、。 


トランジシヨンレートを設定する 

トランジシヨンレートとは 、 AUTO T 民 ANS ボタンをホ甲し 
て実行するトランジシヨンの所要時間のことで、1〜999 
フレームの範囲で設定することができます。 

1 BKDF -901 使用時： トランジシヨン部で、トランジ 
シヨンタイプ選択ボタンの MIX を押す。 

BKDF -902 使用時： M / E トランジシヨン部または 
PROGRAM / PRESET トランジシヨン部で、トラ 
ンジシヨンタイプ選択ボタンの MIX を押す。 

表示パネルに民 ate メニューが表示されます。 

Rate メニユ ー 

Rate 

PGM=3 日 DSK=30 FT 目=3日 

2 F 2 〜 F 4 つまみのいずれかを回して、設定値を変更す 
る0 

BKDF -901 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

PGM 

ノくックグラウンドとキーの 

トランジシヨンレート 

1-999 

1^3 

DSK 

ダウンストリームキーの卜 

ランジシヨンレート (133 
ページ 参照） 

1〜999 

F 4 

FTB 

フェードトゥブラックの卜 

ランジシヨンレート (133 
ページ 参照） 

1〜999 


BKDF -902 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

ME 

ノくックグラウンドとキーの 

トランジシヨンレート 

1-999 

1^2 

PGM 

バックグラウンドのトラン 

ジシヨンレート 

1-999 

1^3 

DSK 

ダウンストリームキーの卜 

ランジシヨンレート (133 
ページ 参照） 

1〜999 

F 4 

FTB 

フェードトゥブラックの卜 

ランジシヨンレート (133 
ページ 参照） 

1〜999 
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カラーマツト を®う 


映像の切り換えには、本機への入力信号な外の信号も使用 
することができます。 

本機内部で発生させる単をのカラーマット信号は、クロス 
ポイントボタンに4種類まで割り当てておくことができ 
( Mattel 〜4)、背景やキーやその修飾に使用することがで 
きます。これらのカラーマット信号は、それぞれをを変更 
することができます。 


ク□スポイントボタンにカラーマット 
を割り当てる 

メニューを使用して希望のボタンに割り当てます。 

♦ 詳しくは、「クロスポイントボタンに映像入力信号を割り当て 
る」 （77 ページ）をご覧ください。 


カラー マツ トの色を変更ずる 


1 BKDF -901 使用 時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 

が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF - 902使用時： 手順 2 に進む。 

2 MATTE ボタンを押す。 

表示パネルに Matte Color メニューが表示されます。 

Matte Color メニュ ー 


3 F 1 つまみを回してマット信号 （ Ma 1: tel 〜 4) を選択し、 
F 2、 F 3、 F 4 つまみを回してをを調整する。 


カラー マッ トで映像の切り換えを巧う 

カラーマットを使用する場合も、トランジシヨンの方法は 
本機への入力映像を切り換える場合と同じです。 

クロスポイントボタンで希望のカラーマット信号を選択し、 
トランジシヨンを実行します。 

♦ バックグラウンドトランジシヨンの方法については、「バックグ 
ラウンドを切り換える」（110ページ）をご覧ください。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

Lum 

明るさ 

0.0 〜108.6 

1^3 

Sat 

色飽和度 

0.0 〜100.0 

1^4 

Hue 

色相 

0.0 〜359.5 
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静止画ファイルを作成ずる 

使用する静止画ファイルは 、 USB メモリーからダウンロー 
ドするか、プログラム出力をキヤプチヤーして作成するこ 
とができます（100ファイルまで）。 

USB メモリーか!5静止画をダウン□ー ドず 
る 


1 使用したい静止画が保存された USB メモリーを USB 
MEMORY 端子に接続する。 


使用可能なファイル形式は、24ビットの JPG ( jpeg ). 
BMP ( bitmap) 、 TGA (ね rga ) および 32 ビットの 
TGA ( targa ) です。あらかじめ USB メモリーのルー 
トデイレクトリーに Stl フォルダーを作成し、そこに、 
使用したいファイルを str (** は 00 〜 99 の番号）の 
形式の名前をつけて保存しておきます。 

2 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 

が消灯しているときは、押して点なさせる。 

BKDF -902 使用時：手順3に進む。 

3 STILL ボタンを押す。 

Still Store メニューが表示されます。 

4 テンキー部のづ、ボタンで Download サブメ 
ニューに切り換える。 

5 F 4 つまみを回してダウンロード元に USB を指定す る。 
6 パラメーターを 設定す る。 


a ) IN 01 〜 IN 24 にダウンロー ドした静止画を出力するには、 
フレームシンクロ ナイザーを有効にしておく必要がありま 
す。またこの場合、対応する入力端子に入力される映像を 
選択することができなくなります。 フレームシンクロ ナイ 
ザーの設定方法は79ページをご覧ください。 


BKDF-901 


6 5,7 3 2 4 


スチルストアメモリーに 
保巧した静止画を巧5 


本機は静止画データをファイルとして保存するためのスチ 
ルストアメモリーを内蔵しています。ここに保存した静止 
画を映像の切り換えや合成に使用することができます。 


メモ 


使用できる静止画ファイルの形式には、24ビットの JPG 
( jpeg)、BMP ( bitmap)、TGA ( targa ) のほか、 32 ビッ 
の TGA ( targa ) もあります 0 
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b ) すでに静止画ファイルが保存されているときは、番号の後 
に「*」カミ'付きます。 


入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 
ページ参照）は、 F 1 にはその名前で表示されます。 

7 F 4 つまみを1秒'な上押す。 

USB メモリーからのダウンロー ドが開始されます。 
ダウンロード中は STILL ボタンが赤で点灯し、完了す 
るとオレンジ点灯に戻ります。 


• USB メモリーからダウン ロー ドした静止画ファイルは、 
コント ロール パネルの不揮発性メモリ ーに もダウン ロー 
ドされます。 

• F 4 に USB を選択していると 、 GUI メニュー画面にはサム 
ネイル画像は表示されません。 

プ□グラム出力を丰ヤプチヤーずる 


フレームシンクロナイザーを使ってフリーズした入力画像 
は、プログラム出力してから下記の操作でスチルストアメ 
モリーに保存してください。 

♦詳しくは、「内蔵のフレームシンクロナイザーを使用する」 （79 
ページ）をご覧ください。 

1 BKDF -901 使用時： キャプチャーしたい映像がプログ 
ラム出力されている状態で、 DME / SETUP 部の 
SHIFT ボタンを押して点なさせる。 

BKDF -902 使用時： キャプチャーしたい映像がプロ 
グラム出力されている状態で、手順 2 に進む。 

2 STILL ボタンを押す。 

S 础 Store メニューが表示されます。 

3 テンキー部の<1、1>ボタンを押して Image Capture サ 
ブメニューを表 巧 させる。 

4 パラメーターを 設定す る0 


5 F 4 つまみを1巧な上押す。 

プログラム出力のキャプチャーが開始されます。 
キャプチャー中は STILL ボタンが赤で点灯し、完了す 
るとオレンジ点灯に戻ります。 


キヤプチヤーが完了した静止画は、コントロールパネルの 
不揮発性メモリーに格納されます。映像の切り換えや合成 
に使用するには、スチルストアメモリーにダウンロードす 
る必要があります。 

丰ヤプチヤーした静止画をスチルストアメ 
モリーにタウン □ ー ドずる 

1 前項の手順5でキヤプチヤーが完了したら、テンキー部 
のづ、ボタンで Download サブメニューに切り換 
える。 

2 F 4 つまみを回してダウンロード元に 「 CP 」 （コント 
ロールパネル）を設定する 

3 パラメーターを設定す る。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Frz 

フリーズ 

モード 

Frm :フレーム 

Odd :奇数フィールド 
Even :偶数フィールド 

1^2 

File 

フアイル番号 

00 〜 99 
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a ) INOl 〜 IN 24 にダウンロー ドした静止画を出力するには、 
フレームシンクロ ナイザーを有効にしておく必要がありま 
す。またこの場合、対応する入力端子に入力される映像を 
選択することができなくなります。 フレームシンクロ ナイ 
ザーの設定方法は79ページをご覧ください。 

b ) キャプチャーした画像を選択します。 


入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 
ページ参照）は、 F 1 にはその名前で表示されます。 

4 F 4 つまみを1秒'な上押す。 

スチルストアメモリーへのダウンロー ドが開始されま 
す。 

ダウンロード中は STILL ボタンが赤で点灯し、完了す 
るとオレンジ点灯に戻ります。 


作成した静止画で映像の切り換えを巧 
ラ 

スチルストアメモリーに保存した静止画を使用する場合も、 
トランジシヨンの方法は、入力映像を切り換える場合と同 
じです。 

保存した静止画を使用するには、保存先 （ IN 01 〜 IN 24、 
STL 1 〜 STL 4) に対応するクロスポイントを選択します。 

♦ バックグラウンドトランジシヨンの方法については、「バックグ 
ラウンドを切り換える」 （110 ページ）をご覧ください。 


32ビット TGA の静止画ファイルを 
キーに使用ずる 


32ビット TGA は、キーデータなどを保存できる a (アル 
ファ）チヤンネルの付いたファイルフォーマットです。こ 
れを利用すると、キーとフィルの2つの映像のデータを1 
つのスチルストアメモリーに保存することができ、スチル 
ストアメモリーを節約することができます。 

1 「USB メモリーから静止画をダウンロードする」 (120 
ページ）を参照、して、32ビット TGA ファイルをスチ 
ルストアメモリー （ STL 1 〜 STL 4) にダウンロードす 
る0 


2 KEY DELEGATION 部 （ BKDF -901 使用時）または 
キー/ AUX バス操作部 （ BKDF -902 使用時）の KEY 1 
〜 KEY 4、 DSK し DSK 2 ボタンを押して、対象のキー 
を選択する。 

3 KEYER 部で EXT ボタンを押す。 

4 キーソース （ KSrc ) とキーフイル （ Kins ) の両方に、手 
順 1 でダウンロー ドしたスチルストアメモリー （ STL 1 
〜 STL 4) を選択する。 


STL 1 〜 STL 4 な外では32ビットフアイルは扱えません。 


静止画を USB メモリーに書き出す 


1 静止画を保存する USB メモリーを USB MEMORY 端子 
に接続する。 
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2 BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタン 

が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順3に進む。 

3 STILL ボタンを押す。 

Still Store メニューが表示されます。 

4 テンキー部のづ、ボタンで Export Still サブメ 
ニューに切り換える。 

5 パラメーターを 設定す る0 


静止画ファイルを削除する 


a ) USB メモリーにすでに同じ番号のフアイルが存在する場合 
は Overwrite 、 存在しない場合は New File ろ《、それぞれ 
F 3 に表示される。 

6 F4 つまみをけ少な上押す。 

USB メモリーへのエクスポートが開始されます。 
エクスポート中は STILL ボタンが赤で点灯し、完了す 
るとオレンジ点灯に戻ります。 


エクスポート された フアイルは USB メモリーの Stl フオル 
ダーに 保存されます。 Stl フォルダーがない 場合は自動生成 
されます。 


1 BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタン 
が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順2に進む。 

ム STILL ボタンを押す。 

S 祉 Store メニューが表示されます。 

〇テンキー部のづ、ボタンで Delete サブメニューに 
切り換える。 


4 パラメーターを 設定す る。 
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5 F 4 つまみを 1 秒'な上押す。 

静止画ファイルの削除が開始されます。 

削除中は STILL ボタンが赤で点灯し、完了するとオレ 
ンジ点灯に戻ります。 


キーを使って画像を合が 
ずる 


本機では、バックグラウンドの映像に4つのキー ( KEY 1 
〜 KEY 4) と2つのダウンストリームキー （ DSK し DSK 2) 
をのせることができます。 

丰一のタイプ 

本機で使用できるキーには、な下の3つのタイプがありま 
す。 

外部 キー （ EXT ) :キーフイルとキーソースに別の信号を 
使用するキーです。 

セル フキー （ SELF ) :キーフイルとキー ソースに 同じ信号 
を使用するキーです。 

ク□マキーに。 ：上記2つのキーとは異なり、輝度情報 
ではなくを情報をもとに作成されるキーです。ダウン 
ストリームキーでは、クロマキーを利用することはで 
きません0 


キーをセットアップずる 

キーやダウンストリームキーを使用するときは、事前に 
セツトアップが必要です。 
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1 KEY DELEGATION 部 （ BKDF -901 使用時）または 
キー/ AUX バス操作部 （ BKDF -902 使用時）で、セッ 
トアップするキーのボタンを押して点灯させる。 

2 KEYE 民部でキーのタイプを選択する。 

3 選択したキーのタイプに応じて表示されるメニューで、 
政下のパラメーターを設定する。 

外部 (EXT) キーのパラメーター （External Key メ 

ニュ ー） 

パラメーターグループ 間を移動するには、 テンキー 部 
のづ、ボタンを押します。 

パラメーターグルー プ （1/2) 


セルフ （SELF) キーのパラメーター （Self Key メ 

ニュ ー） 

パラメーターグループ 間を移動するには、 テンキー 部 
のづ、ボタンを押します。 

パラメーターグループ （1/2) 


入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 
ページ参照）は、 F 1 にはその名前で表示されます。 

パラメーターグルー プに/ 2) 


BKDF -902 使用時は 、 KEY SRC ボタンを押して、外部 
キーのキーフィル、キーソース 出力の信号を選択す る 
ことができます。 

ク□マ丰一のセットアップ 

クロマキーは、特定の色を基準に映像の中からその一部を 
切り抜いて作成するキーです。たとえば、ブルーバックで 
撮影した映像の中から被写体だけを切り抜いてキーフィル 
映像とし、バックグラウンドの映像に挿入するような場合 
に使用します。 

クロマキーは、 KEY 1 〜 KEY 4 だけで利用することがで 
き、 D 涨し DSK 2 で利用することはできません。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Opac 

不透明度 

〇〜 100.0 

1^2 

Inv 

反転 

On. Off 


入力信号や内部信号の表示名を変更している場合 （74 
ページ参照）は、 F 1 と F 2 にはその名前で表示されま 
す。 

パラメーターグルー プに/ 2) 


バックグラウンドク□マキー 


映像 


(キーフィル）映像合成映像 


副 



ブルーバック 


クロマキ ーを作成する場合は、通常はまず映像から抜くを 
を指定し、スイッチャーの機能で自動的に切り抜いたキー 
フイ ル 映像（オート クロ マキー）を作成してから、その映 
像を手動で調整します。 


オートク□マキーを作成するには 

オートクロマキーを作成するには、な下のように操作しま 
す。 


回 □□ 回回回 P □□□ 曰 □□□□□ □□ 居 j □□□□□ID 

□□□□□□□□□□□□□□□□□fessJ □□□□□□ 


1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
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BKDF -902 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 


Opac 

不透明度 

0.0 ~ 100.0 

F2 

Inv 

反転 

On. Off 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Kins 

キーフイル 

BLK 、 IN01 〜 IN24 、 

MAT1 〜 MAT4 、 

STL1 〜 STL4 

F2 

KSrc 

キーソース 

1^3 

GN 

ゲイン 

0.00 〜 16.00 

F4 

Clp 

キーの基準レ 

ベル 

0.0 〜 100.0 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Kins 

キーフイル 

BLK 、 IN01 〜 IN24 、 

MAT1 〜 MAT4 、 

STL1 〜 STL4 

1^3 

GN 

ゲイン 

0.00 ~ 16.00 

1^4 

Clp 

キーの基準レ 

ベル 

0.0 〜 100.0 


ごま意 


ごま意 
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1 KEY DELEGATION 部 （BKDF-901 使用時）または 
キー/ AUX バス操作部 （BKDF-902 使用時）で、セッ 
トアップするキーのボタンを押して点灯させる。 

2 KEYER 部で EXT ボタンまたは SELF ボタンを押す。 

External Key メニューまたは Self Key メニューが表示 
されたら、 F1 つまみを回し、クロマキーに使用する信 
号を選択する。 

3 KEYER 部で CK ボタンを押す。 

キータイプがクロマキーに変更されます。 

4 ジョイスティック部で AUTO CK ボタンを押す。 

オートク ロマ キーモードに切り換わり、表示パネルに 
CK Auto サブメニューが表示されます。同時に、プレ 
ビューまたはプログラム出力されている映像に十字 
カーソルが表示されます。 


F1 つまみを回し、クロマキーに使用する信号を再度選 
択することもできます。 

5 ジョイステイックを使って、抜く色（キーイングカ 
ラー）の位置に十字カーソルを合わせる。 


メモ 


ジョイステイックの代わりに F2 つまみと F3 つまみを 
使って調整することもできます。 

6 AUTO CK ボタンを押す。 

オートクロマキーが作成されます。 

ク□マキーを調整するには 

作成したオートクロマキーを調整するときは、な下のよう 
に操作します。 
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左へ移動 (ft -► ちへ移動 
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1 KEY DELEGATION 部 （ BKDF -901 使用時）または 
キー/ AUX バス操作部 （ BKDF -902 使用時）で、オー 
トクロマキーを作成したキーのボタンを押して点灯さ 
せる。 

2 KEYER 部で CK ボタンを押す。 

表示パネルに CK Manual サブメニューが表示されま 
す。 

3 パラメーターを 調整す る。 

ク□マキーに K ) のパラメーターに hromaKey メ 
ニュー）について 

フォアグラウンドの中でキー信号になる（バックグラウン 
ドに置き換わる ） をの領域は、べクトルスコープ上では 
キーイングカラーを中んに扇形のようになります（次図参 
照)。 

この領域は、開き角 （ Angle ) で調整されます。 Y 信号 、 C 
信号、キー信号ごとの個別の調整も可能です。 



アグラウンド画像の色を消してかぶりを除去することがで 
きます（カラーキャンセル機能)。映像の Y 成分を抑制す 
るほろ、、 2 つの パラメーター （ C1 、 C2) でをを調整するこ 
ともできます。（次図参照)。 


C 1 での調整 



パラメーターグループ （1/4) 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

F2 

Hue 

キー イング カラーの 色相 

0.0 〜 359.5 

1^3 

GN 

ゲイン 

0.0 〜 63.99 

F4 

Clp 

キーの基準レベル 

0.0 〜 100.0 


パラメーターグループ （2/4) 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Y 

Angle に対するオフセツ 
卜値 a ) b ) 

-45.00 〜 45.00 

F2 

C 

Angle に対するオフセツ 
卜値 a ) c ) 

-45.00 〜 45.00 

1^3 

K 

Angle に対するオフセツ 
卜値か 

-45.00 〜 45.00 

F4 

Ang 

キー信号になる領域の開 
き角度 (Angle) 

5.00- 90.00 


a) カラーキャンセルが On のときのみ有効。 

b) フォアグラウンド映像の Y 信号に対してのみ有効 
C ) フォアグラウンド映像の C 信号に対してのみ有効 
かキー信号に対してのみ有効 


パラメーターグループ （3/4) 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Col 

カラーキャンセル 

On/Off 

1^2 

Y 

Y 成分の抑制 

0.00 〜 31.99 

1^3 

Cl 

C1 パラメータによる抑 
制 a) 

0.00 〜 31.99 

F4 

C2 

C2 パラメータによる抑 

制 

0.0 〜 100.0 


a) C2 が 0.00 な外の時、 C1 の設定は無効 
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2 SYSTEM ボタンを押す。 


表示パネルに System サブメニュー内の設定サブメ 
ニューが表示されます。 

0 0也 er サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 

づ、ボタンを押す。 

サブメニュー名表示エリアに "0 也 er " と表示されま 
す。すでに表示されている場合は、この操作は不要で 
す。 

4 F 1 つまみを回して PGM または PVW を選択する。 

BKDF -901 使用時 


BKDF -902 使用時 


BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタン 
が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順2に進む。 


BKDF -901 


パラメーターグルー プ （ 4/4) 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

ShL 

キー信号の左辺の位置調 

整 

〇〜3 

1^2 

ShR 

キー信号の右辺の位置調 

整 

〇〜3 


キーの不透明度を調整するには 

クロ マキ ーの 不透明度を調整するには、 0 也 er サブメ 
ニューを使用します0 

0 也 er サブメニュー にはな下の パラメーターがあります。 


ク□マキーカーソルを設定するには 

クロマキーカーソルをプログラム画面とプレビュー画面の 
どちらに表示させるかを設定します。 


BKDF -902 


~m □ 
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00 
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つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Opac 

不透明度 

0.0 ~ 100.0 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

し ursor 

クロマキ ーカーソル 

を表示させる画面 

PGM :プログラム画面 

PVW :プレビュー画面 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

し ursor 

クロマキ ーカーソル 

を表示させる画面 

M/E PGM : プロ グラ 

ム画面 

M/E PVW :プレ 

ビュー画面 
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BKDF -90 S 


1キーの信号をセットアップする。 

♦セットアップの方法については、「キーをセットアップす 
る」 （124 ページ）をご覧ください。 

2 ネクストトランジシヨン選択ボタンのうち信号をセッ 
トアップしたキーのボタン （ KEY 1 〜 KEY 4、 複数可） 
をす甲して点灯させる。 

3 CUT ボタンを押す。 

バックグラウンドの映像にキーの映像が瞬時に挿入さ 
れます。 

キーが挿入されると、ボタンの上のキーオンインジ 
ケーター（赤）が点灯します。 

もう一度 CUT ボタンを押すと、元のバックグラウンド 
の映像に戻り、インジケーターは消灯します。 


回□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


DDDDI 


□□□□1 


□□ 

□□ 



1前項「カットでキーをのせる」の手順 1 と 2 を実行する。 
ム MIX ボタンを押して点灯させる。 

0必要に応じてト ランジン ヨンレートを設定する。 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」 （118 ページ）をご覧ください。 

4 AUTO TRANS ボタンまたはフエーダーレバーを使つ 
てミックストランジシヨンを実行する0 

♦ トランジシヨンの実行方法については、「効果を付けて映 
像を切り換える（ミックス、ワイプ)」 （112 ページ）をご 
覧ください。 


カツトで夺一をのせる 


ミックスで夺一をのせる 
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ワイプ （ DME ワイプ）でキーをのせ 
る 


1 キーの信号をセットアップする。 

♦セットアップの方法については、「キーをセットアップす 
る」（124ページ）をご覧ください。 

2 ネクストトランジシヨン選択ボタンのうち信号をセッ 
トアップしたキーのボタン （ KEY 1 〜 KEY 4、 複数可） 
をす甲して点灯させる。 

3 BKDF -901 使用時 ：トランジシヨン部の WIPE ボタン 
または DME ボタンを押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： M / E トランジシヨン部の WIPE 
タンまたは DME ボタンを押して点灯させる。ま 


たは、 P 民 0 G 民 AM / P 民 ESET トランジシヨン部の 
WIPE ボタンを押して点灯させる。 

トランジシヨン部の WIPE ボタンを押した場合は、 
WIPE メニューが表示されます。 

M / Eh ランジシヨン部の WIPE ボタンを押した場合 
は、 M/E WIPE メニューが表示されます。 

P 民 0 G 民 AM / P 民 ESET トランジシヨン部の WIPE ボタ 
ンを押した場合は、 P/P WIPE メニューが表示されま 
す。 


• DME ボタンを押しても、 DME がセツトアツプした 
キーに ついて 有効になっていなければ、 DME ワイプ 
パターンを使用することはできません。 DME の有効 
/無効は、 KEYER 部の DME ENABLE ボタンで切 
り換えます。 

DME ろ 《 有効になっている場合は、そのキーのボタン 
の上の DME インジケーター（緑）が点灯します。 

• 複数のキーを同時にトランジシヨンさせることはで 
きますが、通常のワイプパターンを指定した場合は、 
すべてのキーが同じパターンになります。一方、 

DME ワイプパターンの場合は、個々のキーに ついて 
手順 4 と 5 を繰り返すことによって、キーごとに異 
なったパターンを使用することができます。 

4 手順 3 で DME ボタンを押した場合は、 DME ワイプパ 
ターンの調整をキーごとに行う。 

希望のキーを選択し、再度 DME ボタンを押す。 

選択されたキーの DME メニューが表示されます。 

5 F 1 つまみを回し、ワイプパターンまたは DME ワイプノく 
ターンを選ぶ。 

パターン番号を入力して選択するときは、 F 1 つまみを 
押し、テンキー部で番号を入力して ENTE 民キーを押 
します。 

♦パターン番号については、「ワイプ」 （191 ページ）、 

「 DME ワイプ」 （194 ページ）をご覧ください。 

6 必要に応じてトランジシヨンレート、トランジシヨン 
方向を設定する。 

♦ トランジシヨンレートの設定のしかたについては「トラン 
ジシヨンレートを設定する」（118ページ）を、また、卜 
ランジシヨン方向の設定のしかたについては「トランジ 
シヨンの方向を切り換える」 （113 ページ）を、それそれ 
ご覧ください。 


I メモ I 

ワイプと DME ワイプのパターンは、調整することも 
できます。 
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PRIORITY ボタンを押して点灯させる。 

ネクストトランジシヨン選択ボタン KEY 1 〜 KEY 4 が 
オレンジをで点灯し、キーランプマトリクスに現在の 
キープライオリテイが表示されます。 


を 


ぶ 


4 HIGH 


2 3 4 

わ 


2 3- 


— ス ; 

1 うを 3 4 LOW 

~~k が 


LAYER 


例：ネクストトランジシヨン選択ボタンを KEY 3 > 

KEY ] > KEY 4 > KEY 2 の順に押した場合、キーランプ 
マトリクスの状態はこのよラになる。 


4個すベてのボタンを押さなかった場合は、次に 
PRIORITY ボタンを押したとき、新しいプライオリ 
テイ設定はキャンセルされます。 

0 フエーダーレバーを上下どちらかに1回振りきる。 
新しいキープライオリテイの設定が反映されます。 


♦詳しくは、「ワイプやキーの調整」 （135 ページ）をご覧く 
ださい。 

7 AUTO TRANS ボタンまたはフエーダーレバーでトラ 
ンジシヨンを実行する。 


キーのプライオリテイを変更ずる 

キー！〜キー4 は、プライオリテイ（バックグラウンドを 
基準にどのキーが上位にく ちか )を設定することができま 
す。 



例：キープライオ IJ ティーびキー4 > キー3 > キー2> 
キー]のとさ、キーランプマト U クスの状態はこのよラ 
(しなる0 


2 ネクストトランジシヨン選択ボタン KEY 1 〜 KEY 4 を上 
位に置きたいキーのボタンから順に押す。 

キーランプマトリクスに押した順序が反映されます。 
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♦詳しくは、 「 DME の効果を調整する」 （137 ページ）をご 
覧ください。 


タウンストリームキーをのせる（カツ 

卜） 
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キーの信号をセットアップする。 

♦セットアップの方法については、「キーをセットアップす 
る」 （124 ページ）をご覧ください。 

トランジシヨン部 （ BKDF -901 使用時）または DSK / 
フェードトゥブラック操作部 ( BKDF -902 使用時）で、 
DSK 1 ON または DSK 2 ON ボタンを押す。 

押したボタンが点灯し、ダウンストリームキーが挿入 
されます。 

もう一度押すと、ダウンストリームキーが削除され、 
押したボタンが消灯します。 


□□□] 

_ □□□ 



BKDF -902 


1 KEY DELEGATION 部 （ BKDF -901 使用時）または 
キー/ AUX バス操作部 （ BKDF -902 使用時）で操作対 
象のキーを選択する。 

2 KEYER 部で DME ENABLE ボタンを押して点灯させ 


♦ この ボタ ンの 動作に ついて 詳しくは15ページをご覧くだ 〇 

さレ、。 

3 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 

をホ甲して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 4 に進む。 

4 BASIC 、 BO 民 DE 民などの DME 設定ボタンを押す。 

5 F 1 〜 F 4 つまみでパラメーターを調整する。 


キーに DME 効果を付ける 
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□ 

百 


I M M M M M M M 


□□□ 


rTTT 


TTTTT 


]□□ 


同同 


□□□回回回□□□□回 □□□□□ □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□ 


1 キーの信号をセットアップする。 

♦セットアップの方法については、「キーをセットアップす 
る」（124ページ）をご覧ください。 

2 ダウ ンストリームキーのトラン ジシ ヨンレート を設定 
する。 

♦ 設定の方法については、「トランジシヨンレートを設定す 
る」（118ページ））をご覧ください。 

3 DSK 1 または DSK 2 の AUTO TRANS ボタンを押す。 

設定されたトランジシヨンレートによって、トランジ 
シヨンが実斤されます0 


ごま意 


ダウンストリームキーに な下の機能は使用できません。 
クロマキ ー、 ワイプパターン、 DME ワイプパターン、 
キーマスク（ボックスマスクのみ可）、エッジなど 
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フェードトウブラックのトランジシヨンレートを設定 
する 0 

♦ 設定のしかたについては、「トランジシヨンレートを設定 
する」 （118 ページ）をご覧ください。 
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タウンストリームキーをのせる（ミツ 
クス） 


本機内部で発生させるブラック信号も映像の切り換えに使 
用することができます。バックグラウンドをブラック信号 
に切り換えるトランジシヨンを「フェードトウブラック」 
といいます。 
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2 トランジシヨン部 （ BKDF -901 使用時）または DSK / 
フェードトゥブラック操作部 ( BKDF -902 使用時）の 
FTB ボタンを押す。 

プログラム出力されていた映像が、設定したトランジ 
シヨンレートでフェードアウトし、ブラック画面に切 
り換わります。 

フェードトゥブラック終了後にもう一度 FTB ボタンを 
押すと、ブラック画面から元の映像に切り換わります。 
また、フェードトゥブラック中に FTB ボタンを押す 
と、瞬時に元の映像に戻ります。 


メモ 

フェードトウブラックは、あらゆるオートトランジシヨン 
の中で最も優先度の高いものです。他のタイプのトランジ 
シヨンが実行中でも、 FTB ボタンを押すと、画面はブラッ 
ク画面に切り換わります。 


細4刪咖が猫な 


134 


フェードトゥブラックを使う 




ワイプやキーの調舊 



映像をワイプで切り換えたり、映像にキーをのせるときに、 
さらに細かい効果を付加することができます。 

本章では、表示パネルに表示されるサブメニュー名やパラ 
メーター名と、 GUI メニュー画面に表巧されるサブメ 
ニュー名やパラメーター名が異なる場合は、両方を併記し 
ています。 GUI メニュー画面上の表示には （） を付けて 
います。 

♦ GUI メニュー画面上の表示について詳しくは 、 「GUI メニュー 
画面を使ったメニュー操作」 （64 ページ）をご覧ください。 


ワイプパターンを加工す 
る 


トランジシヨンやキーの 操作時に、選択した ワイプ パター 
ン を加工する こと ができます。 

例えば、パターンに縁取り（ボーダー）を付けたり、パ 
ターンの形状や位置を変える（モディファイする）こと力 S 
できます。加工したパターンは、「ユーザーパターン」とし 
て登録することができます。 



ボーターの例 

ワイプパターンを選択する方法について詳しくは、「ワイプ 
( DME ワイプ）で切り換える」 （116 ページ）または「ワイプ 
( DME ワイプ）でキーをのせる」 （130 ページ）をご覧くださ 


ワイプパターンにボーターを付ける 

Wipe Pattern ( Pattern ) サブメニューと Wipe Border 
Color (Border Color ) サブメニューのパラメーターを調整 
します。 

Wipe Pattern ( Pattern ) / Wipe Border Color 
(Border Color ) ヴブメニューを表示するには 

BKDF -901 使用時：トランジシヨン部の WIPE ボタンを 
押します。 

BKDF -902 使用時： M/E トランジシヨン部または 

PROGRAM/PRESET トランジシヨン部の WIPE ボタ 
ンを押して点灯させます。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 
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サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 


Wipe Pattern ( Pattern ) ヴブメニユーの 
パラメーターを調整ずるには 

な 下の パラメーターを 調整して、 ボーダーを 作成します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ボーダーの 幅を設 

定する 

1^2 

Wid 

(Border 

Width) 

0.0 ~ 100.0 

(パタ ' — ン にボ' — ダ '— 

を付けないときは、設 
定値を 0.0 にする） 

ボーダーのソフト 

ネス（ぼかし具合） 

を設定する 

1^3 

Soft 

(Border 

bottness) 

0.0 ~ 100.0 

ボーダーに 使用す 

る映像を選択する 

F4 a) 

Src 

(Border 

Source) 

BLK : ブラック信号 

IN 01 〜 IN 24 :入力 

信号 1 〜 24 

MAT 1 〜 MAT 4 : 力 

ラーマット 1 〜 4 

STL 1 〜 STL 4 :ス 

チル画像1〜4 

W.Bd (Wipe Border 
Matte ) :ワイプ 

ボーダーマット 


a) F4 つまみを使って入力信号や内部信号の表示名を変更している 
場合は （74 ページ）、変更している信号名が表示されます。 


Wipe Border Color (Border Color ) ヴ 
ブメニューのパラメーターを調整ずるには 

な 下の パラメーターを 調整して、 ボーダー のをを調整し ま 
す。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ボーダーの 明るさ 

を調整する 

1^2 

Lum 

(Luminance) 

0.0 ~ 108.6 

ボーダーの 色飽和 
度（色の濃さ）を 

調整する 

1^3 

Sat 

(Saturation) 

0.0 〜100.0 

ボーダーの 色相を 

調整する 

F4 

Hue 

0.0 〜3煎.5 


ワイプパターンをモディファイずる 

Wipe Modify ( Modify ) サブメニューのパラメーターを 調整 
します。 

Wipe Modify ( Modify ) サブメニューを表示するには 

ジョイスティック部の WIPE POS ボタンを押します。 

他のサブメニューを表示しているときは、テンキー部の 
づ、ボタンを押して 、 Wipe Modify サブメニューに切り 
換えることができます。 


Wipe Modify ( Modify ) ヴブメニユーのパ 
ラメーターを調整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、パターンの形状や位置を 
変更します。 


操作 

つまみ 

ジョイスティック 

パラメーター 

設定値 

パターンの縦 

横比を設定す 

る 

FI 

Asp 

(Aspect) 

-1.000 -1.000 

パターンのゴ C 

平位置（X座 
標）を設定す 

る 

1^2 

左右に動かす 

PX 

(Center 

Position X) 

-1.000 -1.000 

パターンの垂 

直位置 （Y 座 
標）を設定す 

る 

1^3 

上下に動かす 

PY 

(Center 

Position Y) 

-1.000 -1.000 

パターンの回 

転角を設定す 

る 

1^4 

時計回り/反時計 

回りに回す 

Ang 

(Angle) 

-16.000 -16.000 


ユーザーパターンを登録する 

User サブメニューで、加工したワイプパターンを登録する 
ことができます。 

1 いずれかのサブメニューで、ワイプパターンを加工す 
る0 

2 User サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 

3 表巧パネル/ メニェ ーコントロ^ー ル部の F 1 つまみを回 
して、パターンを登録する番号を選択する。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Usr 

(User Pattern) 

ユーザー パターン 

を登録する番号 

120〜159 a) 


a) ユーザーパターンが登録済みの番号では、番号の後ろに 
「*」（アステリスク）が表示されます。 


4 F 2 つまみをけ少な上押す。 

手順 3 で選択した番号でパターンカ s ' 登録されます。 

ノ くターンの登録を抹消するには 

表不パネ ル/ メニュ^ ー コントロ^ー ル 部の F 1 つまみを回し 
て、登録を巧消するパターンの番号を選択し、 F 4 つまみを 
If 少な上押します。 
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□ ME の効果を調整ずる 

DME メニューで、トランジシヨンやキーの操作時に使用 
する DME (デジタルマルチエフェクト）の効果を調整す 
ることができます。 

DME の効果を使用すると、3次元空間で画像の位置や大き 
さ、形状を変更することができます。 

本機では、 DME を6チャンネル使用することができます。 
各チャンネルの DME を単独で使用するだけでなく、2つ 
の DME を組み合わせることにより、さらに複雑で高度な 
効果を作成することができます。現在使用中の DME の 
チャンネル数は、表示パネルの右上に表示されます (Now 
Using DMEs ニチヤンネル数 ） 〇 


調整 

使用するサブメニュー 
(名称は GUI メニュー画 
面上にのみ表示） 

• 位置や形状、大きさを変更する 
• DME をセツトアツプする 

DME Basic 

ボーダー を付ける 

Border 

色調を変更（クロマコントロール）する 

Sub Effects 

3 D DME のワープ効果を調整する 

Warp 

ライテイング効果を付ける 

Light 

ユーザーパターンを 登録す る 

User 


♦ DME ワイプパターンを選択する方法について詳しくは、「ワイ 
プ （ DME ワイプ）で切り換える」 （116 ページ）または「ワイ 
プ （ DME ワイプ）でキーをのせる」 （130 ページ）をご覧くだ 
さレ、。 

また、キーに DME 効果を付ける方法に ついて 詳しくは、「キー 
に DME 効果を付ける」 （132 ページ）をご覧ください。 


ごま意 


DME の効果を調整しても、本機の設定をリセットしたり、 
本機を再起動すると、元の状態に戻ります。調整した効果 
を再度使用したい場合は、イベントとして登録してくださ 

い 0 

♦詳しくは、「イベントを登録する」 （154 ページ）をご覧くださ 

い。 

DME メニューのサブメニューの設定をすべて初期化する 
(リセットする）には 

BKDF -901 使用 時： 初期化したいサブメニューを表示し 
て、 DME/SETUP 部の S 阻 FT ボタンを押したまま、 
ジョイスティック部の DEFAULT ボタンを押します。 
BKDF -902 使用 時： 初期化したいサブメニューを表示し 
て、キー/ AUX バス操作部の KEY SRC ボタンを押し 
たまま、ジョイスティック部の DEFAULT ボタンを押 
します。 


画像の位置やお状、大ささを変更ずる 

DME Basic サブメニューの各サブメニューで、な下の操作 
を行います。 


サブメニュー 

操作 

Pos 出 on a ) 

画像の位置を設定する 

Rotation a ) 

画像の回転角を設定する 

XXX Aspect b ) 

( Aspect ) 

画像の縦横比を設定する 

Crop 

画像の一部を切り取る（クロップする） 

XXX Setup 

• DME の有効/無効を切り換える 

( Setup ) b ) 

. グローバル 座標を使用するかどうかを選択する 


a ) GUI メニュー画面上にのみ表示 

b ) xxx :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 キー操作時は 
「 Keyer 」 と表示される 


DME Basic サブメニューを表示するには 
BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタンを 
押して消灯させ、 BASIC ボタンを押します。 
BKDF -902 使用時： DME/SETUP 部の BASIC ボタンを 
押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 

Position サブメニューと Rotation サブメニューは、ジョイ 
スティック部の DME POS ボタン、 DME ROT ボタンを押 
して、直接表示することもできます。 

Position サブメニュー 、 Rotation ヴブメ 
ニューのパラメーターを調整ずるには 

画像の位置や角度は、2種類の座標で定義することができ 
ます。 

ソース座標：画像を基準とする座標です。画像の中んを原 
点として、画像上の水平方向に X 軸、垂直方向に Y 
軸、奥巧き方向に Z 軸を設定しています。 



ターゲツト座標： モニター 画面を基準とする座標です。 モ 
ニ ターの 中んを原点として、水平方向に X 軸、垂直方 
向 Y 軸、奥行き方向に Z 軸を設定しています。 
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複数の DME を使用するときは、さらにロー カル座標とグ 
ローバル座標のどちらで位置を定義するかを選ホ尺します0 
□一カル座標： DME のチャンネルごとに設定された座標 
です D 



グ□ーバル座標： DME の全チャンネルに共通で設定され 
た座標です。 

グローバル座標を使うときは、 Setup サブメニューで 
グローバル座標を有効 （ G 化1 のパラメーターを On ) に 
しておく必要があります （140 ページ参照)。 





ソース座標で画像の位置を変更する場ち 



^0 


画像の位置や回転角は定義する座標に応じて変わるため、 
Position サブメニューと Rotation サブメニューのパラメー 
ターは、な下のサブメニューで座標を選択して調整しま 
す。 （ XXX: トランジション操作時は 「 M / EDME 」、 キー操 
作時は 「 Keyer 」 と表示されます。） 

• XXX L.Source (Local Source ) サブメニュー：ソース 座標 
での位置/回転角を変更する。 

• XXX L.Target (Xocal Target ) サブメニュー：ターゲット 
座標での位置/回転角を変更する。 




之 r- 


Z 座標を変更 


ターゲット座標で画像の位置を変更ずる場合 
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ソース 座標で画像の回転角を変更する場含 




C 

> 


X 軸ち向の回転 


わ 



Y 軸方向の回転 


% 


Z 軸方向の回転 


操作 

つまみ 

ジョイス 

ティック 

パラメーター 

設定値 

画像のX座標 
(水平位置）を設 
定する 

1^2 

左右に動かす 

PX 

(Position X) 

- 8.000 - 8.000 

画像の Y 座標 
(垂直位置）を設 
定する 

1^3 

上下に動かす 

PY 

(Position Y) 

- 8.000 - 8.000 

画像の位置の Z 

座標（奥行き）を 
設定する 

F4 

時計回り /反 

時計回りに回 

す 

PZ 

(Position Z) 

- 8.000 - 8.000 


Rotation ヴブメニューのパラメーターを調整するには 

いずれの座標のサブメニューについても操作は共通です。 


操作 

つまみ 

ジョイス 

ティック 

パラメーター 

設定値 

画像のX軸方向 
(水平方向）の回 
転角を設定する 

1^2 

左右に動かす 

RX 

(Rotation X) 

- 8.000 - 8.000 

画像の Y 座標方 
向（垂直方向）の 
回転角を設定する 

1^3 

上下に動かす 

RY 

(Rotation Y) 

- 8.000 - 8.000 

画像の Z 座標方 

向（奥行き方向） 
回転角を設定する 

時計回り /反 

時計回りに回 

す 

RZ 

が otation 。 

- 8.000 - 8.000 


Aspect ヴブメニューのパラメーターを調 
整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、画像の縦横比を変更しま 
す。 


ター ゲッ ト 座標で画像の回転角を変更する場含 

Position サブメニューのパラメーターを調整するには 

いずれの座標のサブメニューについても操作は共通です。 
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X 軸ち向のアスぺクト変更 



Y 軸方向のアスぺクト変更 



Z 軸ち向のアスぺクト変更 


アスぺクト変更 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

X軸方向の拡大/縮小比率 
を設定する 

1^2 

又 

(Aspect X) 

0.000 - 8.000 

Y 軸方向の拡大/縮小比率 

を設定する 

1^3 

Y 

(Aspect Y) 

0.000 - 8.000 

Z 軸方向の拡大/縮小比率 

を設定する 

1^4 

Z 

(Aspect Z) 

0.000 - 8.000 


Crop ヴブメニューのパラメーターを調整ず 
るには 

な下のパラメーターを調整して、画像の上下左右を設定し 
た幅だけ切り落とすことができます。 


ク□ップ幅 



ク□ップ幅 


ク□ップの例 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

左からの切り落とし幅（ク 
ロップ幅）を設定する 

FI 

L 

(Left Side) 

0.0 〜100.0 

右からの切り落とし幅（ク 
ロップ幅）を設定する 

1^2 

R 

(Right Side) 

0.0 〜100.0 

上からの切り落とし幅（ク 
ロップ幅）を設定する 

1^3 

T 

(Top Side) 

0.0 ~ 100.0 

下からの切り落とし幅（ク 
ロップ幅）を設定する 

1^4 

B 

(Bottom Side) 

0.0 ~ 100.0 


Setup ヴブメニューのパラメーターを調整 
ずるには 

な下のパラメーターを調整します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

DME の有効/無効を 
設定する （KEYER 部 

の DME ENABLE ボ 

タン （15 ページ参照） 

と同じ機能） 

FI 

DME 

0斤： DME が無効 
On : DME が有 
効 a) 

On-woK : キーに 

対■する DME が 
無効 w 

On - w/K : キーに 

対する DME が 
有効 w 

グローバル 座標の有 

効/無効を選択する 

1^2 

Glbl 

(Use Globals) 

On :有効 

0斤： 無効 


a) トランジシヨン操作時 

b) キー操作時 


画像にボーターを付ける 

Border サブメニューの各サブメニューで、な下の操作を行 
います。 


サブメニュー 

操作 

XXX Border Color な） 

(Border Color) 

画像にボーダーを付ける/付けないを 

選択し、付ける場合は色を調整する 
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サブメニュー 

操作 

M/E DME Inner Wid 也が、 
Keyer Bord inner Wid づ 
(Inner Width ) 

ボーダーの内側の幅を調整する 

M/E DME Outer Wid 也じ)、 
Keyer Bord Outer Wid づ 
(Outer Width ) 

ボーダーの夕 M 則の幅を調整する 

M/E DME Border Soft b )、 
Keyer Bord Softness づ 
( Softness ) 

ボーダーの内側と外側のソフトネス 

(ぼかし具合）を調整する 

XXX Bevel Color a ) 

(Bevel Color ) 

画像に立体感のあるボーダー（ベべル 
ドエッジ）を付ける/付けないを選択 
し、付ける場合は色を調整する 

XXX Border HL a ) 

(Hilight Setup ) 

ベべルドエッジをライティングすると 

きの光源の方向と明るさを設定する 


a ) XXX :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 キー操作時は 
「 Keyer 」 と表示される 

b ) トランジシヨン時のサブメニュー 
C) キー操作時のサブメニュー 

Border ヴブメニユーを表示するには 
BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンを 
押して点灯させ、 B 0 民 DE 民ボタンを押します。 
BKDF -902 使用時： DME / SETUP 部の BORDER ボタン 
を押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 



ボーダー 


ボーダーの例 

Border Color ヴブメニユーのパラメーター 
を調整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、画像にボーダーを付ける 
/付けないを選択し、付ける場合はをを調整します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

画像に ボーダーを 付ける 

/付けないを選択する 


Bod 

(Border 

Enable ) 

On :付ける 

0 斤： 付けない 

ボーダーの 明るさを調整 

する 

1^2 

Lum 

( Luminance ) 

0.0 〜108.6 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ボーダーの 色飽和度（色 
の 濃さ）を調整する 

1^3 

Sat 

( Saturation ) 

0.0 〜100 

ボーダーの 色相を調整す 

る 

1^4 

Hue 

0.0 〜359.5 


Inner Width ヴブメニユーのパラメーター 
を調整ずるには 

な 下の パラメーターを 調整して、 ボーダーの 内側の幅を調 
整します。 


ご注意 


画像にベべルドエッジを付けているときは、上下左右のベ 
ベルドエッジの幅を個別に調整することはできません。い 
ずれ か1つのパラメーターの 値を設定して く ださい。 

♦ベべルドエッジの設定については 、「 Bevel Color サブメニュー 
のパラメーターを 調整す るには」 （142 ページ）を ご覧く ださ 

い。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

左側ボーダーの内側の幅を 

調整する 

FI 

L 

(Left Side ) 

〇〜 200 

右側ボーダーの内側の幅を 

調整する 

1^2 

民 

(Right Side ) 

〇〜 200 

上側ボーダーの内側の幅を 

調整する 

1^3 

T 

(Top Side ) 

〇〜200 

下側ボーダーの内側の幅を 

調整する 

1^4 

B 

(Bottom Side ) 

〇〜200 


Outer Width サブメニューのパラメーター 
を調整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、ボーダーの夕 M 則の幅を調 
整します。 


ご注意 


画像にベべルドエッジを付けているときは、上下左右のベ 
ベルドエッジの幅を個別に調整することはできません。い 
ずれ か 1 つのパラメーターの 値を設定して く ださい。 

♦ベべルドエッジの設定については 、「 Bevel Color サブメニュー 
のパラメーターを調整するには」 （142 ページ））をご覧くださ 

い。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

左側ボーダーの夕 M 則の幅 

を調整する 


L 

(Left Side ) 

〇〜100 

右側ボーダーの夕 M 則の幅 

を調整する 

1^2 

民 

(Right Side ) 

〇〜100 

上側ボーダーの夕 M 則の幅 

を調整する 

1^3 

T 

(Top Side ) 

〇〜100 
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操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

下側 ボーダーの 外側の幅 

を調整する 

1^4 

B 

(Bottom Side ) 

〇〜100 


Softness ヴブメニユーのパラメーターを 
調整ずるには 

政 下の パラメーターを 調整して、 ボーダーのソフト ネスを 
調整します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ボーダーの 内側のソフト 

ネスを調整する 

FI 

InS 

(Inner 

bottness ) 

〇〜 15 

ボーダーの 外側のソフト 

ネスを調整する 

1^2 

Outs 

(Outer 

softness ) 

〇〜1日 


Bevel Color ヴブメニユーのパラメーター 
を調整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、画像に立体感のあるボー 
ダー（ベべルドエッジ）を付ける/付けないを選択し、付 
ける場合はをを調整します。 


ごま意 


ベべルドエッジの幅は上下左右で個別に調整できません。 



ベべルドエッジ 


ベべルドエッジの例 

令ベべルドエッジの幅の調整については 、 「Inner Wid 也サブメ 
ニューのパラメーターを調整するには」 （141 ページ ）、 rOuter 
Wid 也サブメニューのパラメーターを調整するには」 (141 ペー 
ジ） を ご覧く ださい。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

画像にベべルドエッジを 

付ける/付けないを選択 

する 

FI 

Bvl 

(Beveled 

Enable ) 

On :付ける 

0 斤： 付けない 

ベべルドエッジの明るさ 

を調整する 

1^2 

Lum 

( Luminance ) 

0.0 〜108.6 

ベべルドエッジの色飽和 

度（色の濃さ）を調整す 

る 

1^3 

Sat 

( Saturation ) 

0.0 〜100 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ベべ ル ド エッジの 色相を 

調整する 

1^4 

Hue 

0.0 〜359.5 


Border HL (Highlight Setup ) ヴブメ 
ニユーのパラメーターを調整ずるには 

な下の パラメーターを 調整して、 ベべ ルド エッジを ライ 
テイングするときの光源の方向と明るさを設定します。 



ベべルドエッジ 


-八イライ h 
部 

く户光源 


□—ライト 
部 


ベべルドエッジの例 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

光源の方向を設定する 
(アナログ 時計の文字盤 
の位置で指定する） 

例： 3は3時方向に該当 

する 

FI 

Dir 

(Hilight 

Direction ) 

〇〜 11 

ハイライト部（明るい部 
分）とボーダーの色の混 

合比率を設定する 

1^2 

HL 

(Hilight 

Opacity ) 

〇〜100.0 

ローライト部（暗い部 
分）とボーダーの色の混 

合比率 

1^3 

しし 

(Lowlight 

Opacity ) 

〇〜100.0 


トレイル効果を付けたり、色調を変更 
する 

Sub Effects サブメニユーのパラメーターを調整して、画像 
にトレイル効果を付けたり、画像の色調を変更（クロマコ 
ントロール）することができます。 

トレイル効果： 尾を引くような残像効果を付けます。 

ク□マコント□—ル： 画像のを調をセピアやモノクロに変 
更します。 



トレイル効果の例 
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操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

トレイル効果を付ける/ 

付けないを選択する 

FI 

Typ 

(Trail Type) 

0 斤： 付けない 

Decay :付け 

る 

Star :残像部 

分を星くず 
状にする 

残像の長さを調整する 

1^2 

Len 

(Length) 

1〜6 


Chroma Control ヴブメニューのパラメー 
夕一を調整ずるには 


な下のパラメーターを調整して、画像のを調を変更します 

(クロマコントロール）。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

クロ マ コント ロールの 夕 

イプを選択する 

FI 

了 

(Type) 

Through :色調 
を変更しない 
Sepia :セピア 
Ne 旨 a :ネガ 

画像の色飽和度（色の濃 
さ）を調整する 

1^3 

Sat a) 

(Saturation) 

0.0 〜100 

画像の色相を調整する 

1^4 

Hue 

0.0 〜359.5 


a ) Sepia を選択しているときに Sat を 0.0 に設定すると、画像が白黒 
になります。 


3 DDME のワープ効果を調整ずる 

Warp サブメニューのパラメーターを調整して、 3 DDME 
のワープ 効果（映像をゆがめたり、曲げたり、分割す る 効 
果） を 調整す る ことができます。 

Warp サブメニューの各サブメニューで、な下の操作を行 
います。 


サブメニュー 

操作 

操作対象となるパターン 
の番号 

民 ipple a) 

リップル効果（波紋のよ 
うな効果）を調整する 

100〜114 

XXX Swirl b) 

(Swirl) 

スワール効果（渦巻きの 
ような効果）を調整する 

115、116 

Mosaic a) 

モザイク効果（モザイク 
画のような効果）を調整 

する 

117、118 

XXX Slats b) 

(Slats) 

スラッツ効果（映像を帯 
状に分割して並べる効 
果）を調整する 

119〜124 

Lens a) 

レンズ効果（レンズを通 
して見たような効果）を 
調整する 

125〜184 

Page Turn a) 

ページターン効果（ペー 
ジをめくるような効果） 

を調整する 

185〜223 

Page Peel a) 

ページピール効果（ペー 
ジをはがすような効果） 

を調整する 

224 - 231 

Splits a) 

スプリット効果（映像を 
分割する効果）を調整す 

る 

232 - 241 

Mirror a) 

ミラー効果（鏡像のよう 
な効果）を調整する 

242 - 249 

XXX Defocus づ 
(Defocus) 

デフォーカス効果（映像 
全体をぼかす効果）を調 
整する 

252 


XXX Trail 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

残像の明るさを調整する 

1^2 

Lum 

(Luminance) 

0.0 ~ 108.6 

残像の色飽和度（色の濃 
さ）を調整する 

1^3 

Sat 

(Saturation) 

0.0 〜100 

残像の色相を調整する 

F4 

Hue 

0.0 〜359.5 


それぞれ、な下のサブメニューで設定します。 


サブメニュー 

操作 

Trail a) 

トレイル効果を設定する 

し hroma Control 

色調を変更する 


a ) GUI 画面メニュー上にのみ表水 


Sub Effects メニユーを表示するには 

DME / SETUP 部の SHIFT ボタンを押して点灯させ 、 SUB 
EFF ボタンを押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 

Trail ヴブメニユーのパラメーターを調整ず 
るには 

な 下のパラメーターを調整して、 トレイル 効果を 付ける/ 
付けない を選択し、 付ける 場合は残像の長さ とを を調整し 
ます。 

Trail サブメニューは2ページで構成されています。ページ 
を切り換えるには、テンキー部のづ、ボタンを押し 
ます。 （ XXX: トランジシヨン操作時は 「 M / EDME 」、 キー 
操作時は 「 Keyer 」 と表示されます。） 

XXX Trail 1 (1) 
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a ) GUI メニュー画面上にのみ表示 

b ) xxx :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 キー操作時は 
「 Keyer 」 と表示される 

C ) XXX :キー操作時のみ 「 Keyer 」 と表示される 

Warp サブメニューを表示するには 
BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタンを 
押して消灯させ、 WA 民 P ボタンを押します。 
BKDF -902 使用時： DME / SETUP 部の WARP ボタンを 
押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、 WARP ボタンを繰り返し 
押します。 

Ripple サブメニューのパラメーターを調整 
ずるには 

な下のパラメーターを調整して、リップル効果を調整しま 
す。 

尸,'''グ ^ ィ-、、、、つ 

( 梅類 ミ 

I Iffto 嚇綱 

i ぉが i 繞觀 \ 

心 W 、 W 、、 'W _ ■一 ー ィィ ーーー 

リップル効果の例 

Ripple サブメニューは4ページで構成されています。ペー 
ジを切り換えるには、テンキー部のづ、1>ボタンを押 
します。 （ XXX: トランジシヨン操作時は 「 M / EDME 」、 
キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます〇) 


XXX Ripple 1 (1) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

波紋のタイプを選 

択する 

FI 

Typ 

(Shape Type ) 

Hor :横方向の波 

Ver :縦方向の波 

Rot :波の回転 

Cir :円形の波紋 

Poly :多角形の波紋 
Star :星形の波紋 

波の周波数を調整 

する 

1^2 

Frq 

( Freq ) 

-100.0 -100.0 

波の大きさを調整 

する 

1^3 

Amp 

- 2.000 - 2.000 

波の位相を調整す 

る 

1^4 

Phs 

( Phase ) 

- 8.000 - 8.000 


XXX Ripple 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

波の種類を選択す 

る 

FI 

Wav 

(Wave Type ) 

Sine :正弦波 

Square :方形波 
Triangle :ミ角波 

Saw :銀波 

Random : ランダム 

波 

波の回転を調整す 

る 

1^2 

Rot 

( Rotation ) 

- 8.000 - 8.000 

星形の頂点の数を 
設定する （ Star 選 
択時） 

1^3 

Pnt 

( Points ) 

2〜16 

星形のとがり具合 
を調整する (Star 
選択時） 

1^4 

Shp 

( Sharpness ) 

- 100.0 〜100.0 


XXX Ripple 3 (3) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

辺の数を設定する 
( Poly 選択時） 

FI 

Sid 

( Sides ) 

2 〜 32 

波の中んの X 座標を 

設定する 

1^2 

PX 

(Position X ) 

- 8.000 - 8.000 

波の中んの Y 座標を 

設定する 

1^3 

PY 

( Pos 出 on Y ) 

- 8.000 - 8.000 


XXX Modifier ( Modifier ) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

波紋を変調させる/ 

させないを選択する 

FI 

Mod 

( Modifier ) 

On :変調させる 

0 斤： 変調させない 

マルチウェーブ 

1^2 

Zom 

1 ム〇 om ) 

- 8.000 - 8.000 

マルチウェーブのア 

スぺク ト比を設定す 

る 

1^3 

Asp 

( Aspect ) 

- 8.000 - 8.000 


Swirl ヴブメニューのパラメーターを調整ず 
るには 

な下のパラメーターを調整して、スワール効果を調整しま 
す。 



スワール効果の例 
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Multi 


Multi 

Format 


Forimfrt 

Switcher 


Swftcher 



スラッツ効果の例 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

帯の並べかたを選択 

する 


Typ 

(Shape Type) 

Hor : 横 

Ver :縦 

HV ： 縦横 

Rot :回転 

HV-R :縦横回転 

帯の回転角を設定す 

る 

1^2 

Rot 

(Rotation) 

- 8.000 - 8.000 

帯の幅を設定する 

1^3 

Wid 

(Sla し Wid 化） 

0.000 -1.000 

帯の位置を設定する 

F'A 

Amt 

(Amount) 

-1.000 -1.000 


モザイク効果の例 

Mosaic サブメニューは2ページで構成されています。ペー 
ジを切り換えるには、テンキー部のづ、ボタンを押 
します。 （ XXX: トランジシヨン操作時は 「 M / EDME 」、 
キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます〇) 


XXX Mosaic 1(1) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

モザイクの種類を選 

択する 

FI 

Typ 

(Type) 

Nor :通常のモザイク 

Rot :ねじれたモザイ 

ク 

小片のアスペクト比 

を設定する 

1^2 

Asp 

(Aspect) 

- 8.000 - 8.000 

小片のサイズを設定 
する 

1^4 

Siz 

(Size) 

0.00 〜32.00 


XXX Mosaic 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

モザイクの中ん位 

置のX座標を設定 

する 

1^2 

PX 

(Position X) 

- 8.000 - 8.000 

モザイクの中ん位 

置の Y 座標を設定 

する 

1^3 

PY 

(Position Y) 

- 8.000 - 8.000 

モザイクのねじれ 

を調整する 

F4 

ROT 

(Rotation) 

- 8.000 - 8.000 


Slats ヴブメニューのパラメーターを調整 
ずるには 

な下のパラメーターを調整して、スラッツ効果を調整しま 
す。 


Lens ヴブメニユーのパラメーターを調整ず 
るには 

な下のパラメーターを調整して、レンズ効果を調整します。 

Mul が 

F^rmcil 

Switcher 

レンズ効果の例 

Lens サブメニューは4ページで構成されています。ページ 
を切り換えるには、テンキー部のづ、ボタンを押し 
ます。 （ XXX: トランジシヨン操作時は 「 M / EDME 」、 キー 
操作時は 「 Keyer 」 と表示されます。） 


XXX Lens 1 ( 1 ) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

レンズの形状を選択 

する 

FI 

Typ 

(Shape Type) 

Cir :円形 

Poly :多角形 

Star :星形 

レンズの回転角を設 

定する 

1^2 

Rot 

(Rotation) 

- 8.000 - 8.000 

頂点の数を設定する 
(Poly または Star を 
選択した場合） 

1^3 

Pnt 

(Points) 

1〜16 

レンズの焦点距離を 

設定する 

F4 

Amt 

(Amount) 

- 8.000 - 8.000 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

渦の中んのX座標 

を設定する 

1^2 

PX 

(Position X) 

- 8.000 - 8.000 

渦の中んの Y 座標 

を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y) 

- 8.000 - 8.000 

渦の度合いを調整 

する 

F4 

Amt 

(Amount) 

-1.000 -1.000 


Mosaic サブメニューのパラメーターを調 
整ずるには 

な下のパラメーターを調整して、モザイク効果を調整しま 
す。 
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Page Turn サブメニューは 3 ページで構成されています。 
ページを切り換えるには、テンキー部のづ、ボタン 
を押します。 （XXX :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 
キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます〇) 


XXX Page 1 urn 1 ( 1 ) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ページのめくりかた 

を選択する 

FI 

Pat 

( Pattern ) 

Sin 旨： 1 方向からめ 
くる 

Quad :四方向からめ 

くる 

Multi :多方向からめ 

くる 

ZipT ： 上からめくる 
ZipR ■ 右からめくる 
ZipB :下からめくる 
ZipL :左からめくる 

めくりの回転角を設 

をする 

1^2 

Rot 

( Rotation ) 

- 8.000 - 8.000 

めくりの角度を設定 

する 

1^3 

Ang 

(Peel Angle ) 

- 8.000 - 8.000 

めくりの大きさを設 

定する 

1^4 

Amt 

( Amount ) 

- 2.000 - 2.000 


XXX Page Turn 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ページロール 

(ページを巻き上 
げてめくる）か 

ページターン 

(ページを持ち上 
げてめくる）かを 

選択する 

FI 

Typ 

( Type ) 

Turn : ページターン 

Roll : ページロール 

ページターンの中 

ム位置の X 座標 

を設定する 

1^2 

PX 

(Position X ) 

- 8.000 - 8.000 

ページターンの中 

ム位置の Y 座標 

を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y ) 

- 8.000 - 8.000 

何分割してめくる 

かを設定する 

1^4 

Num 

( Num _ Segment ) 

3〜31 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

レンズの傾きを設定 

する 

1^4 

Tit 

( Tilt ) 

0.000 -1.000 


XXX Modifier ( Modifier ) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

レンズを変調させる/ 

させないを選択する 

FI 

Mod 

( Modifier ) 

On : 変調させる 

0 斤： 変調させない 

マルチレンズ 

1^2 

Zom 

( Zoom ) 

- 8.000 - 8.000 

マルチレンズのアスぺ 

クト比を設定する 

1^3 

Asp 

( Aspect ) 

- 8.000 - 8.000 


Page Turn ヴブメニューのパラメーターを 
調整ずるには 

な下のパラメーターを 調整して、 ページターン 効果を調整 
します。 


XXX Page Turn 3 (3) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

めくりの角度を設定 

する 

1^2 

Rad 

( Radius ) 

0.000 -1.000 

めくり幅を段階的に 

増やすときの増やし 

かたを設定する 

1^3 

Spl 

( Spiral ) 

- 8.000 - 8.000 

めくり位置の凹凸の 

付けかたを設定する 

1^4 

Stg 

( Stagger ) 

- 8.000 - 8.000 


XXX Lens 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

パターン （模様） を 

選択する 

FI 

Typ 

( Type ) 

Rnd : ラウンド' 

Lin : リニア 

Mul : マルチ 

レンズの位置の X 座 

標を設をする 

1^2 

PX 

(Position X ) 

- 8.000 - 8.000 

レンズの位置の Y 座 

標を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y ) 

- 8.000 - 8.000 

レンズの大きさを設 

をする 

1^4 

Siz 

( Size ) 

0.000 -1.000 


XXX Lens 3 (3) 


Multi 

Format 

Switclji 

J 

:ージターン（持ち上げ 

てめくる) 

Multi 

Format 

SwitciL 



ページ□ール（卷さ上げてめくる） 


ページターン効果の例 


脯5刪。づ节19翻臟 


146 


DME の効果を調整する 





































































Page Peel サブメニューのパラメーターを 
調整ずるには 

な 下の パラメーターを 調整して、 ページピール 効果を調整 
します。 



ページピール 効果の例 


Page Peel サブメニューは2ページで構成されています。 
ページを切り換えるには、テンキー部のづ、ボタン 
を押します。 （XXX :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 
キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます〇) 


XXX Page Peel 1 (1) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ページロール（ペー 

ジを巻き上げてはが 
す）かページターン 
(ページを持ち上げ 
てはがす）かを選択 

する 

FI 

Typ 

( Type ) 

Turn :ページターン 

Roll :ページロール 

はがしの回転角を設 

定する 

1^2 

Rot 

( Rotation ) 

- 8.000 - 8.000 

短冊状にはがすとき 
のはがし幅を設定す 

る 

1^3 

Wid 

(Pee し Wid 化） 

0.000 -1.000 

はがしの大きさを設 

定する 

1^4 

Amt 

( Amount ) 

- 2.000 - 2.000 


XXX Page Peel 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

はがしの傾斜角を設 

1^3 

Tit 

-1.000 -1.000 

定する 


( Tilt ) 


はがしのふくらみの 

1^4 

Rad 

0.000 -1.000 

大きさを設定する 


( Radius ) 



Splits ヴブメニューのパラメーターを調整 
ずるには 

な下のパラメーターを調整して、スプリ ッ ト効果を調整し 
ます。 



スプリツト効果の例 

Splits サブメニューは2ページで構成されています。ペー 
ジを切り換えるには、テンキー部のづ、ボタンを押 
します。 （ XXX: トランジシヨン操作時は 「 M / EDME 」、 
キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます〇) 


XXX Splits 1(1) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

分割の方法を選択す 

る 

FI 

Typ 

( Type ) 

2 Way-H :左右 2 分 

割 

2 Way-V :上下2分 

割 

4 Way : 4分割 

Multi :多分割 

分割の回転角を設定 
する （ Multi 選択時） 

1^2 

Rot 

( Rotation ) 

- 8.000 - 8.000 

渦巻き状に分割する 
ときの各 パーツの 間 

隔を調整する 

1^3 

Spl 

( Spiral ) 

- 8.000 - 8.000 

交互に分割するとき 
の 各 パーツの ずらし 

かたを調整する 

F 4 

Stg 

( Stagger ) 

- 8.000 - 8.000 


XXX Splits 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

分割数を設定する 
( Multi 選択時） 

FI 

Num 

( Num _ Segment ) 

3 〜 31 

分割の中ん位置の X 

座標を設定する 
( Multi 選択時） 

1^2 

PX 

(Position X ) 

- 8.000 - 8.000 

分割の中ん位置の Y 

座標を設定する 
( Multi 選択時） 

1^3 

PY 

(Position Y ) 

- 8.000 - 8.000 

分割 エリアの 移動量 

を設定する 

1^4 

Amt 

( Amount ) 

- 2.000 - 2.000 


Mirror ヴブメニユーのパラメーターを調整 
ずるには 

な下のパラメーターを調整して、ミラー効果を調整します。 
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Format 

tOLIUSf 

lAinici 

ミラー効果の例 

Mirror サブメニューは 2 ページで構成されています。ペー 
ジを切り換えるには、テンキー部のづ、ボタンを押し 
ます。（ XXX : トラ ンジシヨン 操作 時は 「 M / EDME 」、 キー 
操作 時は 「 Keyer 」 と 表示されます。） 


XXX Mirror 1(1) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

分割のしかたを選択 

FI 

Typ 

2 WayO 

(2 分割の 0)、 

する 


( Type ) 

2 Wayl 

(2 分割の1)、 




2 Way 2 

(2 分割の2)、 




2 Way 3 

(2 分割の3)、 




4 WayO 

(4 分割の0)、 




4 Wayl 

(4 分割の1)、 




4 Way 2 

(4 分割の2)、 




4 Way 3 

(4 分割の 3) 




Multi (多分割） 

鏡の回転角を設定す 

1^2 

Rot 

- 8.000 

〜8.000 

る （ Mu 出選択時） 


( Rotation ) 




XXX Mirror 2 (2) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

鏡の枚数を設定する 
( Multi 選択時） 

FI 

Num 

( Num _ Segment ) 

1 〜 31 

鏡の中ん位置の X 座 

標を設定する 

1^2 

PX 

(Position X ) 

- 8.000 - 8.000 

鏡の中ん位置の Y 座 

標を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y ) 

- 8.000 - 8.000 


Defocus サブメニューのパラメーターを調 
整ずるには 

デフォーカス効果のレベル（ぼかし具合）を調整します。 



デフオーカス効果の例 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ぼかし具合を調整す 

る 

F 4 

Amt 

( Amount ) 

0-100 


ライティング効果を付ける 

Light サブメニューのパラメーターを調整して、画像にラ 
イテイング効果を付けることができます。 



リップルにライティング効果をかけた例 


Light サブメニューの各サブメニューで、な下の操作を行 
います。 


サブメニュー 

操作 

XXX DME L.Type a ) 
( Type ) 

光源の種類を選択する。 

Light 1 、 2 b ) 

光源の大きさ、位置およびハイライト部の 

色を設定する。 


a ) XXX :トランジシヨン操作時は 「 M/E DME 」、 キー操作時は 
「 Keyer 」 と表示される 

b ) GUI メニュー画面上にのみ表示 


Light ヴブメニユーを表示するには 
BKDF-901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタンを 
押して点なさせ、 LIGHT ボタンを押します。 
BKDF-902 使用時： DME/SETUP 部の UGHT ボタンを 
押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 


Type ヴブメニューで光源の種類を選択ずる 
には 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

光源の種類を選択 

FI 

Typ 

0 斤： 光源なし 

する 


( Type ) 

1 -HL : ハイライト 1 

(画像にライティン 



2 -HL : ハイライト 2 

グ効果を付けない 




ときは Off を選択 



HL/LL : ハイライトと 

する） 



ローライト 


Light 1、2サブメニューのパラメーターを 
調整ずるには 

Type サブメニューで 1 -HL または 2 -HL を選択したときは、 
Light し 2 サブメニューで光源の大きさや位置、ハイライ 
卜部のをを調整できます。 
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Light し 2 サブメニューは、いずれも2ページで構成され 
ています。ページを切り換えるには、テンキー部のづ、 
ボタンを押します。 （XXX :トランジシヨン操作時は 
「 M / EDME 」、 キー操作時は 「 Keyer 」 と表示されます。） 

XXX L 1 /XXX L2 Position (Position) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

光源（面光源）の 
大きさを設定する 

FI 

Siz 

(Size) 

0.0 〜 100.0 

光源の中ん位置の 

X 座標を設定する 

1^2 

PX 

(Position X) 

-1.000 -1.000 

光源中ん位置の Y 

座標を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y) 

-1.000 -1.000 

光源中ん位置の Z 

座標を設定する 

F4 

PZ 

(Position Z) 

-1.000 -1.000 


Lxxx Ll/xxx L2 Color (Color) 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ハイライト部の色 

とベース色の混合 

比率を設定する 

FI 

Opac 

(Opacity) 

〇〜100.0 

ハイライト部の明 

るさを調整する 

F2 

Lum 

(Luminance) 

0.0 ~ 108.6 

ハイライト部の色 

飽和度を調整する 

F3 

Sat 

(Saturation) 

〇〜100.0 

ハイライト部の色 

相を調整する 

F4 

Hue 

0.0 〜359.5 


4 F 2 つまみを 1 巧な上押す。 

手順 3 で選択した番号でパターンう s ' 登録されます。 

ノ くターンの登録を抹消するには 

表不パネル/メニュ^ー コントロ^ー ル部の F 1 つまみを回し 
て、登録をホ消するパターンの番号を選択し、 F 4 つまみを 
If 少な上押します。 


ユーザーパターンを登録ずる 

User サブメニューで、加工した DME ワイプパターンを登 
録することができます。 

1 いずれかのサブメニューで、 DME ワイプパターンを加 
エする。 

2 BKDF-901 使用時： DME / 沈 TUP 部の SHIFT ボタン 

を押して消灯させ、 USE 民ボタンを押す。 

BKDF-902 使用時： DME / 沈 TUP 部の USER ボタン 
を押す。 


表示パネルに User サブメニューが表示されます。 

表不パネル/メニュ^ー コントロ^ー ル部の F 1 つまみを回 
して、パターンを登録する番号を設定する。 


3 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Usr (User 

Pattern) 

ユーザー パターン 

を登録する番号 

300〜339 a) 


a) ユーザーパターンが登録済みの番号では、番号の後ろに 
「*」（アステリスク）が表示されます。 
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1 BKDF-901 使用時 : KEY DELEGATION 部の KEYl 〜 
KEY 4 のうち、マスクをかけるキーのボタンを押 
して点灯させる。 


2 


キーに 7スクをかける 


マスクパターンを使用して、キーの不要な部分や欠陥のあ 
る部分を隠すことができます。 

マスクパターンを選択したり、パターンの位置や大きさを 
調整するには 、 Keyer メニューの Key Mask サブメニュー 
を使用します。 


ダウンストリームキーにはボックスマスクのみかけられま 
す （1 日2ページ参照）。マスクパターンを選択することはで 
きません。 

丰ーマスクを有効にずるには 


BKDF-902 使用時： キー/ AUX バス操作部の KEY 1 
〜 KEY 4 のうち、マスクをかけるキーのボタンを 
押して点灯させる。 

2 KEYE 民部の MASK ボタンを押して点灯させる。 

キーマスクが有効になり、表示パネルに Key Mask サ 
ブメニューが表示されます。 

マスクパターンを選択したり、パターンの 
位置や大きさを変更ずるには 

KeyM ask サブメニューのパラメーターを調整します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

パターンを選択す 

る 

FI 

Pat 

(Mask 

Pattern ) 

〇〜33、 38 〜40、 42 

〜48、 65〜69、 75〜 

79、 85〜94、105〜 

114 

パターンの中ん位 

置の X 座標を設を 

する 

F 2 

PX 

(Pattern 

Center X ) 

-1.000 -1.000 

パターンの中ん位 

置の Y 座標を設定 

する 

1^3 

PY 

(Pattern 

Center Y ) 

-1.000 -1.000 

パターンの大きさ 

を調整する 

F 4 

Siz 

(Pattern Size ) 

0.0 〜100.0 


ごま意 
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エッジの例（シャドウ） 


ごま意 


キーのタイプとしてクロマキーを選択した場合は、キーに 
エッジを付けることはできません。また、ダウンストリー 
ムキーにエッジを付けることはできません0 

エッジシヤドウを有効にずるには 


2 


◎け 
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1 BKDF-901 使用時: KEY DELEGATION 部の KEYl 〜 

KEY4 のうち、エッジを付けるキーのボタンを押 
して点灯させる。 

BKDF-902 使用時：キー/ AUX バス操作部の KEY1 
〜 KEY4 のうち、エッジを付けるキーのボタンを 
押して点灯させる。 

2 KEYE 民部の EDGE SHADOW ボタンを押して点灯させ 
る0 

エッジ（シャドウ）が有効になり、表示パネルに Edge 
Shadow サブメニューが表示されます0 

Edge Shadow ヴブメニユーのパラメー 
夕一を調整ずるには 

Edge Shadow サブメニューの各サブメニューで、な下の操 
作を巧います。 


サブメニュー 

操作 

Edge fype 

( Type ) 

エッジの種類を選択し、エッジの幅やぼか 

し具合を調整する 

Edge し 01 or 

( Color ) 

エッジの色を調整する 

Edge Position 

( Position ) 

エッジの位置を調整する 


サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 


キー エッジ（シャドウ） 



キーにエッジを付ける 

Keyer メニューの Edge Shadow サブメニューを使用して、 
キーの映像に境界線（エッジ）を付けることができます。 


回 □ 
□□ 


□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□ 
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ダウンストリームキーに 
ボックス7スクをかける 


Keyer メニューの Box Mask サブメニューを使用して、ダ 
ウンストリームキーに、ボックスマスクをかけることがで 
きます。 

Box Mask メニューを有効にずるには 


1 BKDF-901 使用時： KEY DELEGATION 部の DSK し 
DSK 2 のうち、ボックスマスクをかけるキーのボタ 
ンを押して点灯させる。 

BKDF-902 使用時： キー/ AUX バス操作部の 

DSKY 1、 DSK 2 のうち、ボックスマスクをかける 
キーのボタンを押して点灯させる。 


Edge Type (Type ) ヴブメニューのパラメーターを調整 
するには 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

エッジの種類を選 

択する 

FI 

Typ 

(Type) 

Normal : ノーマル エツ 

Outline :アウトライン 

Extrude :ドロップ 

シャドウ 

Shadow :シャドウ 

エッジの幅を調整 

する 

1^2 

Wid 

(Width) 

1〜8 

エッジのソフトネ 

ス （ぼかし具合） 

を調整する 

1^3 

Sft 

(Softness) 

0.0 ~ 100.0 

Extrude 選択時に 

エッジの方向を設 
をする（アナログ 
時計の文字盤の位 
置で指定する） 

例： 3は3時方向 
に該当する 

1^4 

Dir 

(Direction) 

〇〜11 


Edge Color (Color ) ヴブメニューのパラメーターを調整 
するには 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

エッジの明るさを 

調整する 

1^2 

Lum 

(Luminance) 

0.0 〜108.6 

エッジの色飽和度 
(色の濃さ）を調整 
する 

1^3 

Sat 

(Saturation) 

0.0 〜100.0 

エッジの色相を調 

整する 

F4 

Hue 

0.0 〜359.5 


Ed 呂 e Position (Position) ヴブメニューのパラメーター 
を調整するには 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

Shadow 選択時に 

影を付ける位置の 

X座標を設をする 

1^2 

PX 

(Position X) 

-100。〜皿0 

Shadow 選択時に 

影を付ける位置の 

Y 座標を設定する 

1^3 

PY 

(Position Y) 

-100。〜皿0 
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ダウンスト U —ムキーにボックスマスクをかける 









































































































































2 KEYE 民部の MASK ボタンをして点灯させる。 

ボックスマスクが有効になり、表示パネルに Box Mask 
サブメニューが表示されます。 


ボックスマスクの位置を調整ずるには 

Box Mask サブメニューのパラメーターを調整します。 


操作 

つまみ 

パラメーター 

設定値 

ボックスマスク左端 

の位置を設定する 

FI 

L 

(BoxMask 

Left) 

〇〜 1024 

ボックスマスク右端 

の位置を設定する 

1^2 

民 

(BoxMask 

Right) 

〇〜 1024 

ボックスマスク上端 

の位置を設定する 

1^3 

T 

(BoxMask 

Top) 

〇〜 1024 

ボックスマスク下端 

の位置を設定する 

1^4 

B 

(BoxMask 

Bottom) 

〇〜 1024 
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バックグラウンド映像の選択、トランジシヨンの設定、 
キーの設定、 DME の設定など、コントロールパネルで 
行った設定を1個のイベントとして登録し、あとで簡単に 
呼び出せるようにすることができます。イベントは、8 
ページにそれぞれ12個まで、合計96個まで保存すること 
ができます。 

また、コントロールパネルの設定は、それぞれ動画の1フ 
レーム（キーフレーム）として、最大31通りまでを1個の 
シーケンスとして登録しておくこともできます。シーケン 
スは、あるキーフレームの設定から次のキーフレームの設 
定へ、指定した補間方法にしたがって遷移する機能です。 
シーケンスは、最大100個まで保存しておくことができま 
す。 

イベントとシーケンスの操作には、 Sequence Event メ 
ニューを使います （181 ページ参照)。 


イベントの操作 


ある時点のコントロールパネルの設定を記憶しておくイべ 
ントは、な下のようにして操作します。 


イベントを登録する 


イベントを登録するときは、コントロールパネルで登録し 
たい設定を行った上で、な下のように操作します。 


3 


5 14 2 
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1 テンキー部の EVENT ボタンを押す。 

テンキー部がイベントモードになります。 

〇〜9、.（ドット）、 CANCEL の各ボタンがイベント 
登録ボタンになり、イベントを登録済みのボタンが緑 
で点灯します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

2 INSERT ボタンが点灯しているときは、押して消灯さ 
せる。 

Event Data サブメニューが表示されます。 

3 F 1 つまみを回して、ページを選択する。 

イベントページは P 1 〜 P 8 の中から選択することがで 
きます。 

4 STO 民 E ボタンを押す。 

ボタンが赤で点灯し、イベント保存モードに入ったこ 
とを示します。 

5現在の設定を登録したいイベント登録ボタンを押す。 

コントロールパネルのメモリーに現在の設定が保存さ 
れます。 

イベントの全データを USB メモリーに保存 
ずるには 

1 「イベントを登録する」 （154 ページ）の手順1、2を行 
う。 

2 イベントを保存する USB メモリーを USB MEMO 民 Y 端 
子に接続する 0 

3 F 2 つまみを1巧な上押す。 

イベントの全データが USB メモリーに保存されます。 


イベントを呼び出ず 

保存したイベントを呼び出すには、な下のように操作しま 


1 テンキー部の EVENT ボタンを押す。 

テンキー部がイベントモードになります。 

RECALL ボタンが赤で点灯し、テンキー部の〇〜9、 

. (ドット）、 CANCEL のボタンがイベント登録ボタン 
となり、イベントを登録済みのボタンが緑で点灯しま 
す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

♦ 呼び出す設定の種類を指定してイベントを呼び出すことも 
できます。指定のしかたについては、「呼び出す設定の種 
類を指定してイベントを呼び出すには」 （156 ページ）を 
ご覧ください。 

2 INSE 民 T ボタンが点灯しているときは、押して消灯さ 
せる。 

Event Data サブメニューが表示されます。 


3 F 1 つまみを回して、ページを選択する。 
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2 


1 テンキー部の EVENT ボタンを押す。 

テンキー部がイベントモードになります。 

2 INSERT ボタンが消灯しているときは、押して点灯さ 
せる。 

表示パネルに Event Target サブメニューが表示されま 
す。 

3 F 1 〜 F 4 つまみを回して、呼び出す設定を指定する。 


a ) イベントとして登録されているのは、 Stilll 〜 S 拙4に保存 
されている静止画フアイルの番号で、映像データではあり 
ません。 
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4呼び出したい設定が登録されているイベント登録ボタ BKDF-901 使用時 

ンを押す。 

押したボタンに登録されていた設定がコントロールパ 
ネルに再現されます。 

採び出ず設定の種類を指定してイベントを 
口乎び出ずには 

イベントとして登録されている設定の中から特定の設定だ 
けを呼び出すときは、な下のように操作します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 


BUS 

キーヤー!^外の 
M / E の設定 

BUS On :キーヤー 

な外の M / E の 

設定 

BUS 0斤： キーヤー 

の《外の M / E の 

設定を除く 

P-P Hold :キー 

ヤーと 

PROGRAM / 

PRESET バス 

列な外の設定 

1^2 

Keyer 

キーヤーの設定 

Keyer On :キー 

ヤーの設定 

Keyer 0斤： キー 

ヤーの設定を 

除く 

1^3 

DSK 

DSK の設定 

DSK On : DSK の 

設定 

DSK 0斤： DSK の 

設定を除く 

1^4 

Still 

S 祉1の設定 a ) 

Still 0斤： Still の設 

定を除く 

Still On : S 祉1〜 

S 址14の設定 

Stilll : Stilll のみの 

設定 

Still 2 : Still 2 のみの 

設定 

stills : stills のみの 

設定 

St 川 4 : Still 4 のみの 

設定 
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3 5 14 2 


a ) イベントとして登録されているのは、 Stilll 〜 S 拙 4 に保存さ 
れている静止画ファイルの番号で、映像データではありま 
せん。 

4 「イベントを呼び出す」 （1 日日ページ）の手順2な降を行 
ろ D 

押したイベント登録ボタンに登録されている設定のう 
ち、手順3で指定した設定だけが呼び出され、コント 
ロール パネルに反映されます。 


ごま意 


手順3で行った指定の内容はコントロールパネルの電 
源を切るまで保存され、な降のすべてのイベント呼び 
出し操作に適用されます。指定内容を変更したいとき 
は、あらためて手順1〜4を実行してください。 

USB メモリーか!5イベントの全データを呼 
び出ずには 

1 「イベントを呼び出す」 （1 日日ページ）の手順1、2を巧 
ろ。 


イベントを削除ずる 

登録したイベントを削除するには、な下のように操作しま 
す。 


BKDF-902 使用時 2イベントが保存されている USB メモリーを USB 

MEMORY 端子に接続する。 

3 F3 つまみを回して、呼び出したいデータの保存先とし 
て USB を選択する。 

4 F3 つまみを1巧な上押す。 

イベントの全データう 《 、呼び出されます。 

USB メモリーか!5イベントをページ単位で 
採び出ずには 

保存したイベントは、ページ単位でまとめて呼び出すこと 
もできます。 

その場合は、 「USB メモリーからイベン トの全データを呼 
び出すには」 （1 日7ページ）の手順3で、 F3 つまみの代わ 
りに F1 つまみを回してページを選択し、 DME/SETUP 部 
(BKDF-901 使用時）の S 阻 FT ボタンまたはキー/ AUX 
バス操作部 （BKDF-902 使用時）の KEYS 民 C ボタンを押 
したまま、 F 3 つまみを1秒'な上押します。 

指をしたページのイベントがまとめて呼び出されます。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

BUS 

キー ヤーが^ 

外の M/E と 

PROGRAM / 

PRESET (D 

設定 

BUS On :キーヤーな外 

の M/E と 

PROGRAM / 

PRESET の設定 

BUS 0 斤： キーヤーな外 

の M/E と 

PROGRAM / 

PRESET の設定を 

除く 

ME On : M/E のみ設定 

PP On : PROGRAM / 

PRESET のみ設定 

P-P Hold : PROGRAM / 

PRESET が^外の設 

定 

1^2 

Keyer 

キーヤーの 

設定 

Keyer On : キーヤーの 

設を 

Keyer 0 斤： キーヤーの 

設定を除く 

1^3 

DSK 

DSK の設定 

DSK On : DSK の設定 
DSK 0 斤： DSK の設定 

を除く 

F 4 

Still 

S 祉 1 の 設定 a ) 

Still 0 斤： Still の設定を 

除く 

Still On : Stilll - Still 4 

の設定 

Stilll : S 祉11のみの設定 

St 川 2 : S 祉じのみの設定 

St 川 3 : S 祉13のみの設定 
Still 4 : S 祉14のみの設定 



□ □□ 
□ □□ 
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次図に、各ページのイベントと E-FILE の番号がどのよう 
に対応しているかを、テンキー部のボタンの並び順で示し 
ます。 

イベント 


BVE-2000 か 

では99番までの E-FILE を操作できますが、99番は 「Init 
Panel」 に使用します。） 


♦ BVE - 2000の操作について詳しくは、 BVE - 2000のユーザーガイ 
ドをご覧ください。 


1 テンキー部の EVENT ボタンを押す。 

テンキー部がイベントモードになります。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

2 INSERT ボタンが点灯しているときは、押して消灯さ 
せる。 

Event Data サブメニューが表示されます。 

3 F1 つまみを回して、ページを選択する。 

4 STO 民 E ボタンを押す。 

5 DME/SETUP 部 (BKDF-901 使用時）の S 阻 FT ボタン 
またはキー/ AUX バス操作部 （BKDF-902 使用時）の 
KEY SRC ボタンを押したまま、則除したいイベントが 
登録されているイベント登録ボタンを押す。 

緑で点灯していたボタンが消灯し、そのボタンに登録 
されていたイベントが削除されます。 

イベントをページ単位で削除ずるには 

登録したイベントは、ページ単位でまとめて削除すること 
もできます。 

その場合は、イベントモードでページを選択したうえで、 

F 4 つまみ ( Initial ) を If 少な上押します。 

エディターか!5イベントを呼び出ずには 

エディターポートの通信プロトコルを GVG100 に設定する 
と （164 ページ参照）、 E-FILE (イベントファイル）番号を 
指定して、 BVE-2000 から個々のイベントを呼び出すこと 
ができます。 
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テンキー部 


7 
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New 

Del 


ぺージ 

P 1 
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P 3 

P 4 
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E - FILE 番号 

50 5152 

62 63 64 

74 75 76 
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53 54 55 

65 66 67 

77 78 79 

89 90 91 



56 57战 

68 69 70 

80 8182 

92 93 % 



前60 61 

7172 73 

83 % 85 

95 96 97 



〜98番を指定できます。 （BVE-2000 
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シーケンスの操作 

一連の映像の設定を記憶しておくシーケンスは、な下のよ 
うにして操作します。 


シーケンスを作成する 

シーケンスを作成するときは、な下のように操作します。 
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12,6, 
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□□□1 
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口口 □□ 
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1 シーケンスの最初のキーフレームに登録したい映像を 
作成する。 

あらかじめシーケンスに登録する映像をイベントとし 
て登録しておくと、イベントを呼び出すだけで希望の 
映像の設定をコントロールパネルに再現することがで 
きます。 


2 テンキー部の SEQ ボタンを押す。 

テンキー部がシーケンスモードになります。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

3 Seq File サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
«、》ボタンを押す。 

4 NEW ボタンを押す。 

シーケンスメモリーがクリアされます。 

5 IN 沈民 T ボタンを押す。 

現在のコントロールパネルの設定がシーケンスの最初 
のキーフレームとして登録されます。 

6 SEQ ボタンを押す。 

いったんシーケンスモードから抜けます。 

7 次のキーフレームとして登録したい映像を作成する。 

8 SEQ ボタンを押してもう一度シーケンスモードに切り 
換え、 INSE 民 T ボタンを押す。 

手順7で作成した映像が次のキーフレームとして登録 
されます。 

シーケンスに登録するキーフレームの数だけ手順 6 〜 

8 の操作を繰り返します。 

9 F 1 つまみを回して、シーケンスを保存するファイルを 
選択する。 

ファイルは00〜99の中から選択することができます。 

10 f 2 つまみを回して、シーケンスの保存先を選択する。 

本機 ( CP ) のほかに USB メモリーも選択することう S 
できます。 

11 ST 0 民 E ボタンを押す。 

選択した保存先の選択したファイルに、作成したシー 
ケンスが保存されます。 


シーケンスを呼び出ず 

作成したシーケンスを呼び出すには、な下のように操作し 
ます。 
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5 RECALL ボタンを押す。 



選択したファイルに保存されていたシーケンスが呼び 
出されます。 

シーケンスを呼び出したとさに最初の丰一 
フレームの映像が表示されるようにずるに 
は 

通常のシーケンスの呼び出し操作では、キーフレームの映 
像は呼び出されません。シーケンスを呼び出したときに最 
初のキーフレームの映像が表示されるようにするには、な 
下のように操作します。 
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回□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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□m 

][! 
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□函 

ni 
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□函 
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I 


が01 


1 テンキー部の SEQ ボタンを押す。 

テンキー部がシーケンスモードになります。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

2 Seq File サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
«、》ボタンを押す。 

3 F3 つまみを回して、呼び出すシーケンスの保存先を選 
択する D 

本機 (CP ) のほかに USB メモリーも選択することカミ 
できます。 

4 F1 つまみを回して、呼び出すシーケンスが保存された 
ファイルを選択する。 


r メモ1 

シーケンスが保存されているファイルの番号には、番 
号の後ろに「*」（アステリスク）が表示されます。 


1 テンキー部の SEQ ボタンを押す。 

テンキー部がシーケンスモードになります。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

2 Seq Setup サブメニューが表示されるまで、テンキー部 
のづく!、》ボタンを押す。 
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3 FI つまみを回して、最初のキーフレームを呼び出すか 
どうかを設定する。 

Onl (Only Recall) :最初のキーフレームが呼び出され 
なぃ。 

Rew ( Recall+Rewind ) :最初のキーフレームが呼び 
出される。 

現在の映像の設定を登録しているシーケン 
スの設定に置き換えるには 

シーケンスを呼び出す前に、な下の操作を行ぃます。 


r 


2 



□£]□)□[□□□ 
*]□□□ □□□ 
□ □□□1 口 加 





011 ^ ]□] □幽 


l□□□□□□IDDQQQa □□ 


nm iTTinn \~Tm 


□□□1 
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□m 


nm I： 


TTTTTT1 中 
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BB 


BKDF -901 



1 テンキー部の SEQ ボタンを押す。 

テンキー部がシーケンスモードになります。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

2 Seq Setup サブメニューが表示されるまで、テンキー部 
のづく!、》ボタンを押す。 


〇 F2 〜 F4 つまみを回して、 M/E、 キーヤー、 DSK の設 
定をシーケンスの再生時に変化させるかどうかを選択 
する 0 

BKDF-901 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

1^2 

BUS 

キーヤー Cl 外の 

M/E の設定 

1^3 

Keyer 

キーヤーの 設定 

1^4 

DSK 

DSK の設定 


設定値 


On :現在の設定を変 
化させない。 

0斤：現在の設定を 
シーケンスの設 
定に置き換える。 


BKDF-902 使用時 


つまみ 


1^2 


F3 


1^4 


パラメーター 


BUS 


M/E 


DSK 


意巧 


キーヤー 外の 
M/E と 
PROGRAM/ 
PRESET の設定 


キーヤーの設定 


DSK の設定 


設定値 


BUS 0斤： M/E と 

PROGRAM/ 
PRESET の設定 
をシーケンスの 
設定に置き換え 
る。 

BUS On : M/E と 

PROGRAM/ 
PRESET の現在 
の設定を変化さ 
せない。 

ME On : M/E の現在 
の設定は変化さ 
せない。 

PROGRAM/ 
PRESET の設定 
をシーケンスの 
設定に置き換え 
る。 

PP On : PROGRAM/ 
PRESET の現在 
の設定は変化さ 
せない。 M / E の 
設定をシーケン 
スの設定に置き 
換える。 


On :現在の設定を変 
化させない。 

0斤：現在の設定を 
シーケンスの設 
定に置き換える。 


シーケンスを呼び出すと、そのシーケンスを登録した 
ときに設定していた映像ではなく、現在表示している 
映像に、呼び出したシーケンスの設定が反映されます。 


シーケンスを再生ずる 

呼び出したシーケンスは、テンキー部のな下の4つのボタ 
ンを使って再生することができます。 
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づづボタン STORE ボタン 



护词护ち 
を回国日 
{半ド司护叫 

@ INSERT 
ENTER 


厂国 


I NEW j 


D 旧ボタン 
LOOP ボタン 

(プレイ/ストップ）ボタン 
II (ポーズ/リスタート）ボタン 


II (ポーズ/リスタート）ボタン： 再生中に押すと再生が 

停止し、もう一度押すと、停止した位置から再生が再 
開されます。 

(プレイ/ストップ）ボタン： 押すとシーケンスの再 
生が始まり、もう一度押すと、再生が停止します。 
LOOP ボタン： 押して点灯させてから再生を開始すると、 
その再生はループ（連続）再生になります。 

D 旧ボタン： 再生の方向を逆転させます。 


Seq Edit サブメニューでは、呼び出されているシーケンス 
に登録されているキーフレームの総数 （Total ) とカレント 
キーフレーム（現在位置）の番号に ur) が表示されます。 
カレントキーフレームは、ボタンを押して移動す 
ることができます。 


シーケンスを編集ずる 

保存されているシーケンスを呼び出すと、パラメーターの 
変更、キーフレームの追加、キーフレームの削除などの編 
集を行うことができます。 

パラメーターを変更ずるには 

パラメーターの変更は、 Seq Edit サブメニューで行います。 

Seq Edit サブメニューを表示するには 

テンキー部の SEQ ボタンを押します。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部の づく ]、» 
ボタンを押します。 


な下のパラメーターを変更することができます。 


a ) インターバルは、実行時間にがして相対的に決まるため、実行 
時間を変更すると自動的に変化します。 

b ) これを On にしておくと、個々のキーフレームが切り離されるた 
め、キーフレームを追加したり、削除したりするときには便利 
です。 

パラメーターの変更が終わったら、 STORE ボタンを押し 
て、変更したパラメーターを保存しておきます。 


変更したパラメーターの情報は、保存しておかないと、電 
源を切ったときに失われてしまいます。パラメーターを変 
更したときは、必ずシーケンスを保存してください。 


じ> ボタン 
<1ボタン 


»ボタン 


キ - 

ーフレームの総数 

カレントキーフレーム 

I 1 

Seq Edit Tot 己 . 

門 ay=4 日日 Brk=off I リ al=: 

日 4 ， Cun ’: 邮 

30 Mode=line 



つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 


Play a ) 

シーケンスの実行 

(再生）時間 

1〜3200 

1^2 

Br い） 

キーフレーム ごと 

に一時停止 

On . Off 

1^3 

Ival a ) 

インターバル 

1-999 

1^4 

Mode 

補間モード 

Point しな)、 Line 直 
線 )、 Curve (曲線） 


ご注意 


国巨曰 
1 匿屋 031 
1 图图国目 
国司因固 
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夺シーケンスの保存のしかたについては、「シーケンスを作成す 
る」 （159 ページ）をご覧ください。 

丰ーフレームを追加ずるには 

シーケンスには、任意の位置に新しいキーフレームを追加 
することができます。キーフレームを追加するときは、 
シーケンスを呼び出した状態でな下のように操作します。 


1 づ、ボタンで新しい キーフレームを 追加したい位 
置へ移動する。 

シーケンスの 最後に新しい キーフレームを 追加すると 
きは、現在の最後の キーフレームの 位置へ移動します。 

2テンキー部の SEQ ボタンを押す。 

いったんシーケンスモードから抜けます。 

3新しいキーフレームとして追加したい映像を作成する。 

4 SEQ ボタンを押してもう一度シーケンスモードに切り 
換える。 


5 INSE 民 T ボタンを押す。 

作成した映像が新しい キーフレームと して追加され、 
それまでその位置にあった キーフレーム およびそれな 
降の キーフレームは 後ろへずれます。 

丰ーフレームを 削除ずるには 

作成済みシーケンスの任意のキーフレームを削除するとき 
は、そのシーケンスを呼び出した上で、な下のように操作 
します。 


1 づ、ボタンで削除したい キーフレームの 位置へ移 
動する。 

2 DELETE ボタンを押す。 


シーケンスを削除ずる 

保存されているシーケンスを削除するときは、そのシーケ 
ンスを呼び出し、その状態で F 4 つまみを1巧な上押しま 
す。 
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BKDF -901 

2,415 


B 

图问 [i 〇 〇 6 I 

四 OQqDDi 


苗 uun 

□ □□明 DD 
□□□□ 


晴 


2,4 5 



□ 


□ 


目□〔一 〕 P 

昼量「 
邑吕 




B 

Q 〔 

□ 


目□□図 
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6 
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164 シ u アルインターフェースの設定 


シリアルインター フエー 
スの設定 


エデイターや AUX BUS リモートコントローラーとのシリ 
アルインターフエースの設定は 、 Setup メニューの Serial 
サブメニューで行います。 

Serial サブメニューの各サブメニューで、な下の操作を行 
います。 


サブメニュー 

操作 

Protocol 

通信プロトコルを設定する 

Baudrate 

ボーレートを設定する 

Parity 

パリテイビットを設定する 


各ヴブメニューを表示するには 


EUTOR ボタン 



外部接続*電源部の EDITO 民ボタンを2度押しします。 
表示パネルに最後に操作したサブメニューが表示されます。 
サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 


各サブメニューで行う通信に関する設定は、必ず通信相手 
の機器を接続する前に行ってください。 


通信プ〇トコルの設定 

Protocol サブメニューで、な下のパラメーターを調整しま 
す。 


回□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□! 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□! 


□□ 
因 □ 


□□□ pm 

][! 

□□ UIUUI 

□□ 

"4) 

が 


ITTJ ITTJ I 


TJ ITTJ ITTJ I 


I I I I I I I I I I I □ 00 
I I I I I I I I I I I □ 


□□ 


□ 

が 00 


EDITOR ボタン 


BKDF -90 S 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 a ) 


1 

RS -422 A 、 ポート1 

次の中からシリアル通 

信の相手機器を指定す 

る。 

GVG 100、 BVS 3000、 

HVS-AUX 

1^2 

2 

RS 422 A 、 ポート2 

GVG 100、 BVS 3000、 

HVS-AUX 

1^3 

3 

RS -422 A 、 ポート3 

GVG 100、 BVS 3000、 

HVS-AUX 




ご注意 
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つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 a ) 

F4 

4 

RS422A、 ポート4 

(エ デイター） 

GVG100、BVS 3000、 

HVS-AUX 


a ) それぞれが応のつまみを回して、通信相手の機器を選択します。 
機器を選択しない場合は「…」を選択します。 


ボーレートの設定 

Baudrate サブメニューで、な下のパラメーターを調整しま 
す。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

1 

民 S-422A、 ポート1 

9600、 19200、 38400 

1^2 

2 

民 S-422A、 ポート2 

9600、 19200、 38400 

1^3 

3 

RS-422A、 ポート3 

9600、 19200、 38400 

F4 

4 

RS-422A、 ポート4 

(エデイター） 

9600、 19200、 38400 


パリティビットの設定 

Parity サブメニューで、な下のパラメーターを調整します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

1 

RS-422A、 ポート1 

None :パリテイビット 

を設定しない。 

Odd : 奇数 パリティ 

Even : 偶数 パリティ 

1^2 

2 

民 S-422A、 ポート2 

None :パリテイビット 

を設定しない。 

Odd : 奇数 パリティ 

Even : 偶数 パリティ 

1^3 

3 

民 S-422A、 ポート3 

None :パリテイビット 

を設定しない。 

Odd : 奇数 パリティ 

Even : 偶数 パリティ 

F4 

4 

民 S-422A、 ポート4 

(エディター） 

None :パリテイビット 

を設定しない。 

Odd : 奇数 パリティ 

Even : 偶数 パリティ 


GPI 入力の設定 


本機は、 GPI 入力を利用して他の機器から操作することが 
できます。 GPIIN 端子のピン1〜16は GPI 入力用です。 
これらのピンに、な下のような機能を制御する GPI 入力を 
割り当てられます。 

♦ GPI IN 端子のピン配置については、「端子のピン配列」 （212 
ページ）をご覧ください。信号接続については、 「 GPI 入力の接 
続例」 （214 ページ）をご覧ください。 



• M/E Trn : M / Eh ランジシヨンを実行する。 

• M/E Cut : M / E のカットトランジシヨンを実行する。 

• M/E Mix : M / E のトランジシヨンをミックスに変更す 
る 0 

• M/E Wipe : M / E のトランジシヨンをワイプに変更する。 

• M / EDME : M / E のトランジシヨンを DME ワイプに変更 
する 0 

• M/EFAM : M / E のトランジシヨンをフルアデイテイブ 
ミックスに変更する。 

• M/E NAM : M / E のトランジシヨンをノンアデイテイブ 
ミックスに変更する。 

• P/P Trn : PROGRAM / PRESET のトランジシヨンを実行 
する （ BKDF -902 使用時のみ）。 

• P/P Cut : PROGRAM / PRESET のカットトランジシヨン 
を実行する （ BKDF -902 使用時のみ）。 

• P/P Mix : PROGRAM / PRESET のトランジシヨンをミッ 
クスに変更する （ BKDF -902 使用時のみ）。 

• P/P Wipe : PROGRAM / PRESET のトランジシヨンをワ 
イプに変更する （ BKDF -902 使用時のみ）。 

• DSK 1 Cut : DSK 1のカットトランジシヨンを実行する。 

• DSK 1 Mix : DSK 1のミックストランジシヨンを実行す 
る 0 

• DSK 2 Cut : DSK 2 のカットトランジシヨンを実行する。 

• DSK 2 Mix : DSK 2のミックストランジシヨンを実行す 
る 0 

• FTB :フェードトゥブラックを実巧する。 

• SEQ Play :シーケンスを再生する。 

GPI 入力の設定を変更ずるには 

GPI サブメニューで行います。 
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GPI サブメニューを表示するには 

外部接続*電源部の GPI ボタンを2度押しします。 


GPI ボタン 



GPI ボタン 


BKDF -902 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

GPI 

GPI 入力用のピンの 

番号 

1〜16 

1^2 

F 

GPI 入力の機能 

M / ETrn 、 M/E Cut 、 

M/E Mix 、 M/E Wipe 、 

M / EDME 、 M/E 

FAM 、 M/E NAM 、 P / 

PTrn 、 P/P Cut 、 P/P 

Mix 、 P/P Wipe、DSKl 

Cut、DSKl Mix 、 

DSK 2 Cut 、 DSK 2 Mix 、 

FTB、SEQ Play 


表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 

設定を変更するには 

な下のパラメーターを調整します。 


BKDF -901 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

GPI 

GPI 入力用のピンの 

番号 

1〜16 

1^2 

F 

GPI 入力の機能 

M / ETrn 、 M/E Cut 、 

M/E Mix 、 M/E Wipe 、 

M / EDME 、 M/E 

FAM 、 M/E NAM 、 

DSKl Cut、DSKl Mix 、 

DSK 2 Cut 、 DSK 2 Mix 、 

FTB、SEQ Play 


回□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□ 
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GPI ボタン 


n 


回 6 6 も 


□□□□ 

□□□□ 

□□□□ 

□□□□ 





◎ID 口 I □四 


□□□□□□DDOQQQ aa 


rTTT 


TTTTT 


d 已已 
□己 


□□□ 


rTTTTTTTTTTTTTI□□ 


□ 

同同 


BKDF -901 


□□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□ 


民- BLK : BLACK へのレッドタリー 

R-InOl 〜24 : InOl 〜24 へのレッドタリー 

R-Stll 〜4 : Stll 〜4 へのレッドタリー 

R-Matl 〜 4 : Matl 〜 4 へのレッドタリー 

民-民 svOl 〜 07 (または 06) 1) :将来の機能拡張用 

民- ME : M/E へのレッドタリー （BKDF-902 使用時のみ) 

G-BLK : BLACK へのグリーンタリー 

G-InOl 〜24 : InOl 〜24 へのグリーンタリー 

G-Stll 〜4 : Stll 〜4 へのグリーンタリー 

G-Matl 〜4 : Matl 〜4 へのグリーンタリー 

G - RsvOl 〜06 (または0日） 2) :将来の機能拡張用 

Play : 「GPI 出力を設定するには」 （168 ページ）参照 

G-ME : M/E へのグリーンタリー （BKDF-902 使用時の 

み） 

• Alarm : アラーム 

1) BKDF -901 使用時：民-民 svOl 〜 07 
BKDF -902 使用時：民-民 svOl 〜 06 

2) BKDF -901 使用時： G - RsvOl - 06 
BKDF -902 使用時： G-RsvOl 〜 05 

タリー出力の設定を変更ずるには 


表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示されま 
す。 

サブメニューを切り換えるには、テンキー部のづ、|>ボ 
タンを押します。 

設定を変更するには 

な下のパラメーターを調整します。 

BKDF -901 使用時 


Tally サブメニューで斤います。 

Tally サブメニューを表示するには 

外部接続*電源部の GPI ボタンを2度押しします。 


タリー出力の設定 


本機では、32系統のタリー信号を出力することができま 
す。 TALLY/GPI OUT 端子のタリー/ GPI 出力用のピン 
に、な下のようなタリー出力を割り当てられます。 

♦ TALLY/GPI OUT 端子のピン配置については「端子のピン配 
列」 （212 ページ）をご覧ください。信号接続については、「夕 
リー/ GPI 出力の接続例」 （215 ページ）をご覧ください。 


3 戀戀戀戀 戀戀戀戀 戀戀戀戀 (f 


® © ® © 


I 口 


TALLY/GPI 日 UT 端テ 


I I I I I I I I I I I 


I I I I I I I I I I I 


□□口 Dm 
□□ DOO 

叫 

口口 □□ 





□ 

I I I III I I I I I I I IIII I I n □□ 


I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 。口函 


盟 

□□ 

yu 


GPI ボタン 


BKDF -90 S 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 


T 址 y 

タリー出力用のピ 

ンの番号 

1〜32 

1^2 

F 

タリーの種類 

R - Blk 、 R - InOl 〜24、 R - 

Stll 〜4、 R - Matl 〜4、 

に RsvOl 〜07、 G - Blk 、 

G - InOl 〜％、 G - Stll 〜 

4、 G-Matl ~ 4. G - 

RsvOl 〜06、 Play 、 

Alarm 
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BKDF -902 使用時 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Tally 

タリー出力用のピン 

の番号 

1〜32 

1^2 

F 

タリーの種類 

R - Blk 、 R - InOl 〜24、 

民 Stll 〜4、 R - Matl - 

4、民- RsvOl 〜06、 R - 

ME 、 G - Blk 、 G - InOl 〜 

24、 G - Stll 〜4、 G - 

Matl 〜4、 GRsvOl 〜 

05、 Play . G - ME 、 

Alarm 


GPI 出力の設定 


本機では、 TALLY/GPI OUT 端子から GPI 信号を出力す 
ることができます。 GPI 出力を利用して再生機器からキー 
を取りをむタイミングを制御することができます。 

♦ TALL Y/GPI OUT 端子のピン配置については「端子のピン配 
列」 （212 ページ）をご覧ください。信号接続例については、 
「タリー/ GPI 出力の接続例」 （215 ページ）をご覧ください。 



因 b 丰 + 因 


□ M \ 

。|。 

J 。 

⑩ 

驾 

3 [s が） 啦 E 

を 

を 

^ © © © © © © © ® © © ® © 

0000000 ■■ 

を © © © © [ij 却脚。。版 

因 

LJ 


LJ 


TALLY/GPI OUT 端テ 


GPI 出力を設定ずるには 

Tally サブメニューで、 TALLY/GPI OUT 端子の32個の 
タリー/ GPI 出力用ピンからピンを1つ選択して、 「Play」 
機能を割り当てます。 

F1 つまみでピン番号を選択し、 F2 つまみで Play を選択し 
ます。 

♦ Tally サブメニューの操作については、「タリー出力の設定を変 
要するには」 （167 ページ）をご覧ください。 
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データのバックアップ 


各サブメニューを表示ずるには 


Setup メニューの Data Backup サブメニューで、本機で設 
定した各種データをバックアップ保存したり、復元、クリ 
アすることができます。 

バックアップ/復元 ： USB MEMORY 端子に接続した USB 
メモリーに、バックアップデータを保存し、必要に応 
じて復元する。 

クリア ： USB MEMORY 端子に接続した USB メモリーま 
たはコントロールパネルのメモリーに保存されたデー 
夕をクリアする。 

操作対象となるデータは次のとおりです。 

• 全データ：システムデータおよびファイルデータ 
• システムデータ：イベント、 I / O 設定、初期設定、ステー 
タスなどのデータ 

• ファイルデータ：コントロールパネルに 保存した 静止画 
ファイルデータ、 ユーザー パターンおよびシーケンスの 
データ 


データをバックアップ、復元、クリアするには、 Data 
Backup サブメニューの各サブメニューを使用します。 


BKDF -902 




□ 

I I I III I I I I I I I IIII I I n □□ 


I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 。口函 

tP 

as 

□□ 

yu 


□□口 pm 
□□ DOO 

曲 

口 q □□ 



□□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□田 □□ 



目 

1^1 6 6 6 6~T 

loan □□□I 


□ nlnDpoo 
C 巨 □)!)□□□ 

□ lju^D □□□ 

□ □□□ 


BKDF -901 

3 2 


1 BKDF -901 使用時： DME/SETUP 部の SHIFT ボタン ^ 

が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時：手順2に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 


サブメニュー 

操作 

All Backup 

全データのバックアップ、復元、クリア 

System Backup 

システムデータのバックアップ、復元、ク 

ソア 

File Backup 

フアイルデータのバックアップ、復元、ク 

ソア 
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3 目的のサブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、|>ボタンを押す。 


全データのバックアップ、復元、クリ 
ア 


All Backup サブメニューで、な 下の パラメーターの 設定値 
を確定して実行します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Store 

全 データのバック 

ァップ保存 

USB 

1^2 

民 ec 址 

全 データの 復元 

USB 

1^4 

Clear 

全 データの クリア 

CP 


全データを USB メモリーにバックアップ保存するには 

F 1 つまみを If 少な上押します。 


ごま意 


保存先である USB メモリ ーの空き容量が足りない場合は、 
処理がキヤ ン セルされ、 エラーメッセージが 表示されます。 

USB メモリーにバックアップ保巧した全データを復元する 
には 

F 2 つまみを If 少な上押します。 

コント□ールノ くネルのメモリーか5全データをクリアする 
には 

F 4 つまみを If 少な上押します。 


システムデータのバックアップ、復 
元、クリア 

System Backup サブメニューで、な下のパラメーターの 設 
定値を確定して実行します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Store 

システムデータの 

バックアップ 

USB 

1^2 

民 ec 址 

システムデータの 復 

元 

USB 

P'S 

No 

システムデータ管理 

番号 

SysO 〜 Sys 9 

1^4 

Clear 

システムデータのク 

ソア 

USB 


システムデータを USB メモリーにバックアップ保存する 
には 

F 3 つまみを回してシステムデータ管理番号 （ SysO 〜 Sys 9) 
を選択し、 F 1 つまみを If 少な上押します。 


ご注意 


• 保存先である USB メモリーの空き容量力 s ' 足りない場合は、 
処理がキャンセルされ、エラーメッセージが表示されま 
す。 

• 管理番号 SysO 〜 Sys 9 に対応するバックアップファイルの 
名前は a 〜 j になります。 

• r (アスタリスク）」力 S 付いている管理番号は、同じ管理 
番号のシステムデータがすでにバックアップ先の USB メ 
モリー内に存在することを不します。「*」付きの管理番 
号を選択して F 1 つまみをけ少な上押すと、データが上 
書きされます。 

USB メモリーにバックアップ保巧されているシステムデー 

夕を復元するには 

F 3 つまみを回してシステムデータ管理番号 （ SysO 〜 Sys 9) 

を選択し、 F 2 つまみを1巧な上押します。 

USB メモリーか！5システムデータをクリアするには 

F 3 つまみを回してシステムデータ管理番号 （ SysO 〜 Sys 9) 

を選択してから、 F 4 つまみを If 少な上押します。 


ファイルデータのバックアップ、復 
元、クリア 

File Backup サブメニューで、 な下の パラメーターの 設定値 
を確定して実行します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

Store 

ファイルデータの 

バックァップ保存 

USB 

1^2 

Rec 址 

ファイルデータの 復 

元 

USB 

1^3 

Type 

ファイルデータの種 

類 

Stl 、 Seq、Usr 

1^4 

Clear 

クリアするファイル 

データの 保存場所 

USB、CP 


ファイルデータを USB メモリーにバックアップ保巧する 
には 


1 F 3 つまみを回してファイルデータの種類を選択する。 

StI :静止画ファイルとして保存されているデータ 
Seq :シーケンスファイルとして保存されているデー 
夕 

Usr : ユーザー パターンのデータ 
2 F 1 つまみを1巧な上押す。 


ご注意 


保存先である USB メモリーの 空き容量が足りない場合は、 
処理がキヤ ン セルされ、 エラーメツセージが 表示されます。 
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データのバックアップ 









同 I 6 6 & 6 

□□□[□□I 


□ □□□□□ DDOOm iL し] 


□□□ 


□ 


□ 

百 


nnnnnnnnnnnnnn 


uu 


□□□ 


rTTTTTTTTTTTTTI 中 


同同 


21 3 


USB メモリーにバックアップ保巧されているファイルデー 
夕を復元するには 

1 F 3 つまみを回してファイルデータの種類を選択する。 

StI :静止画ファイルとして保存されているデータ 
Seq :シーケンスファイルとして保存されているデー 
夕 

Usr : ユーザー パターンのデータ 
2 F 2 つまみを1砂な上押す。 


コント□—ルパネルのメモリーまたは USB メモリーから 
ファイルデータをクリアするには 

1 F 3 つまみを回してファイルデータの種類を選択する。 

StI :静止画ファイルとして保存されているデータ 
Seq :シーケンスファイルとして保存されているデー 
夕 

Usr : ユーザー パターンのデータ 

2 F 4 つまみを回して、クリアしたいファイルデータの保 
存場所を指定する。 

USB : USB MEMORY 端子に接続した USB メモリー 
CP :本機のコントロールパネルのメモリー 

3 F 4 つまみを1砂な上押す。 


2 


3 


システムのアップデート 


システムソフトウエアのアツプデートや表示パネル上の 
カーソルアイコンの表示/非表示の切り換えを行うには、 
Setup メニューの Update サブメニューを使用します 0 

Update サブメニューを表示ずるには 


BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 
が消灯しているときは、押して点なさせる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

Update サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 


BKDF -90 S 


TJ ITTJ 1： 


~n i~rn i~rn i □ 


m n m 

□函 

□□ 


□ 

が 00 


〇〇〇 
□□ UIUUI 

叫 

□□ 



□□□回回回□□□□回□□□□回 □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□田 □□ 



目 

图亂 S 6 〇 Q r 

[gp 


□ nlnapna 

C 巨 □)!!□□□ 

□ lju^D □□口 

□ □□□ 


BKDF -901 

3 2 



□ 


□ □□□□ 

■&□□□「 

$unnr 

□□□□回 
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アップデートを実行ずるには 

Update サブメニューで、な下のパラメ、 
値を確定して実行します。 


•ター調整し、設定 


GUI メニューのカーソルを表示、または消去するには 

F 4 つまみを1巧な上押します。 

Update サブメニューでソフトウてアをアップデートする 
には 

♦ソフトウエアのアップデートについては、お買い上げ店または 
ソニーの サービス窓口にお問い合わせください。 


ステー タス情報 


Setup メニューの Status サブメニューで、本機に装着され 
ているオプシヨンボードの状態や、ソフトウエアのバー 
ジヨン情報、アラームを確認することができます。 

各ヴブメニューを表示ずるには 


1 BKDF -901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 
が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF -902 使用時： 手順 2 に進む。 

ム STATUS ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

0 目的のサブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 


BKDF -901 


3 2 



つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

CP 

コントロールパネル 

ソフトウェアのアッ 

プデート 


1^3 

TG 

フアームウェアの 

アップデート 

DSP 、 CPU 、 

Main _ IO 、 XP 了、 

KEYER 、 Comb 、 

DME 、 MV 、 SDI _ I 、 

SDI _0 

AI 、 AO 、 DVI _ I 、 

DVI 0 

1^4 

し ursor 

GUI メニューのカー 

ソルの表巧/非表巧 

- 
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オプションボード情報 

Board In / Out / Opl /0 p 2 サブメニューで、オプションボー 
ドの装着状がを確認することができます。 


ソフトウェアのノ（ー ジョン情報 

Firmware サブメニューで、 ソフ トウ ェアの バージョン情 
報を確認することができます。 

F 1 〜 F 4 つまみの表示ェリアに、ソフトウェアの名称とそ 
のバージョン情報が表示されます。 


アラーム 

Alarm サブメニューで、各種アラームを確認することがで 
きます。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

F 4 

CP 

コントロールパネル 

のパワーサプライユ 

ニットのアラームを 

表示 

ok :正常 

n 呂：異常が検出され 
た 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 


入力拡張スロットの 

ま板情報を表示する 

S : 4 SDI 入カボード 

a : SD アナログ入力 

ボード 

d : DVI 入カボード 

■:未装着 

1^2 


出力拡張スロットの 

基板情報を表示する 

S : 4 SDI 出カボード 

a : SD アナログ出力 

ボード 

d : DVI 出カボード 

■:未装着 

P'S 


DME 1 ソケットと 

DME 2 ソケットのま 

板情報を表示する 

dme : 2 畑 DME 

ボード 

- :未装着 

F 4 


MV 1 ソケットと 

MV 2 ソケットの基板 

情報を表示する 

mv : マルチビュー 

アーボード 

- :未装着 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

PWR 

プロセツサーのパ 

ワーサプライユニツ 

卜の 装着状態を表示 

Single A : 標準のパ 

ワーサプライュ 

ニットのみ 装着 

Sin 旨 le B : オプシヨ 

ンのパワーサプ 

ライユニットの 

み装苗 

Dual : 標準とオプ 

シヨンのパワー 

サプライュニッ 

卜が 装着 

1^2 

PS 

プロセツサーのパ 

ワーサプライユニツ 

卜のアラームを 表示 

ok :正常 

n 旨：異常が検出され 

た 

1^3 

FN 

フアンのアラームを 

表示 

ok :正常 

n 旨：異常が検出され 

た 
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概要 


本機を 3 D モードに設定すると、 3 D の画像を切り換えた 
りキーを載せたりすることができます。 

• 3 D モードでは、左用と右用の信号をペアで扱います。 

• 使用できるキーはキーしキー2、 DSK 1、 DSK 2 です。 
ただし、操作は DSK 1 と DSK 2 のみに対して行い、 

DSK 1 の操作はキー1に、 DSK 2 の操作はキー2に、それ 
ぞれ連動します。また、クロマキーやキーに DME を使 
用することはできません。 

3 D モードで使用できる信号はな下のとおりです。 


信号の種類 

3 D モードでの使用 

SDI IN 端子！〜24に入力 

されている信号 

3 D 用には、左用 ( Left ) と右用 
( Right ) で別の信号を使用する。 

3 D な外の用途（タイトル用など）に 
は、左用 （ Left ) と右用 ( Right ) で同 
じ信号を使用する。 

内蔵のブラツク信号 

内蔵のカラーマツト信号 

スチルストアメモリーに保 

存されている静止画 
( STL 1 〜 STL 4) 

M 下のどちらかを選択できる。 

2 D モード：左右で同じ画像を使用する。 
3 D モード：左右で別の画像を使用する。 


3D モードでの信号の入出 
力 

入力例 


SD の場合は同じ信号を左ちに入力する 
出力用端子 


〇 


0 □ 

尊□導 [ 


自 鐵鐵鐵鐵 鐵鐵戀戀 ^《り《り備 


優 


0 


过权。。。口版如。。。。胡杉嫌。。。。。。。。版娜。品。。。。。版 I 


翊 


3 




| |。。。。。。ぶぶ品哪特 


Ri 呂 ht ( AUX 1) 
Left (PGM 1/2) 


Right (偶数番号） 
Left (奇数番号） 

3 D の場合は左用とち用の 
信号をそれぞれ入力する 


DFS -900 M プ□セッヴー ユニッ ト後面 


3 D 用の信号の入力巧 

左用の信号は奇数番号の端子に、右用の信号は偶数番号の 
端子に、それぞれ入力します。 

2 D 用の信号の入力巧 

タイトルなどには、左用と右用で同じ信号を入力します。 

信号の出力と接続巧 

PGM Out からは Left の信号が、 AUX 1 からは Right の信 
号が、それぞれ出力されます。 

それぞれを 3 D 用モニターの入力の L と民に接続すると、 
3 D の映像を見ることができます。 
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概要/ 3 D モ' 


ドでの信号の入出力 

















































3 D モード用の信号の割 
D 当て 


クロスポイントボタンで選択できる信号を、 3 D モード用に 
割り付けます。 

工場出荷時の状態から 3 D モードを On にした場合の割り 
当ては、次表のようになります。 

♦ 信号の割り当てを変更するには、「クロスポイントボタンに映像 
入力信号を割り当てる」 （77 ページ）をご覧ください。 


BKDF -901 使用時 

(な下の表で、 「 IN 1」 は 、 SDI IN 1端子に接続されている入 
力信号を意味します。） 


ク□スポイ 

ントボタン 

ビデオ信号 

ビデオ信号 （ SHIFT ボタン併 
用時） 

Left 

Right 

Left 

Right 

1 

IN 1 

IN 2 

IN 17 

IN 18 

2 

IN 3 

IN 4 

IN 19 

IN 20 

3 

IN 5 

IN 6 

IN 21 

IN 22 

4 

IN 7 

INS 

IN 23 

IN 24 

5 

IN 9 

IN 10 

ブラック信号 

ブラック信号 

6 

IN 11 

IN 12 

ブラック信号 

ブラック信号 

7 

IN 13 

IN 14 

ブラック信号 

ブラック信号 

8 

IN 15 

IN 16 

ブラック信号 

ブラック信号 

9 

STLia ) 

STLia ) 

カラーマット 

信号1 

カラーマット 

信号1 

10 

STL 2 a ) 

STL 2 a ) 

カラーマット 

信号2 

カラーマット 

信号2 

11 

STL 3 a ) 

STL 3 a ) 

カラーマット 

信号3 

カラーマット 

信号3 

12 

STL 4 a ) 

STL 4 a ) 

カラーマット 

信号4 

カラーマット 

信号4 


a ) 静止画を 3 D モードで使用する場合は、 Left と Right で別の静止 
画を割り当てる。 


BKDF -902 使用時 

(な下の表で、たとえば 「 IN 1」 は、 SDIIN 1 端子に接続さ 
れている入力信号を意味します。） 


ク□スポイ 

ントボタン 

ビデオ信号 

ビデオ信号 （ SHIFT ボタン併 
用時） 

Left 

Right 

Left 

Right 

1 

IN 1 

IN 2 

ブラック信号 

ブラック信号 

2 

IN 3 

IN 4 

ブラック信号 

ブラック信号 

3 

IN 5 

IN 6 

ブラック信号 

ブラック信号 

4 

IN 7 

INS 

ブラック信号 

ブラック信号 

5 

IN 9 

IN 10 

ブラック信号 

ブラック信号 


ク□スポイ 

ントボタン 

ビデオ信号 

ビデオ信号 （ SHIFT ボタン併 
用時） 

Left 

Right 

Left 

Right 

6 

IN 11 

IN 12 

ブラック信号 

ブラック信号 

7 

IN 13 

IN 14 

ブラック信号 

ブラック信号 

8 

IN 15 

IN 16 

ブラック信号 

ブラック信号 

9 

IN 17 

IN 18 

ブラック信号 

ブラック信号 

10 

IN 19 

IN 20 

ブラック信号 

ブラック信号 

11 

IN 21 

IN 22 

ブラック信号 

ブラック信号 

12 

IN 23 

IN 24 

ブラック信号 

ブラック信号 

13 

STLl a ) 

STLl a ) 

カラーマット 

信号1 

カラーマット 

信号1 

14 

STL 2 a ) 

STL 2 a ) 

カラーマット 

信号2 

カラーマット 

信号2 

15 

STL 3 a ) 

STL 3 a ) 

カラーマット 

信号3 

カラーマット 

信号3 

16 

STL 4 a ) 

STL 4 a ) 

カラーマット 

信号4 

カラーマット 

信号4 


a ) 静止画を 3 D モードで使用する場合は、 Left と Right で別の静止 
画を割り当てる。 


3 D モード用の信号の割り当て 
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システムの設定 


1 BKDF-901 使用時： DME / SETUP 部の SHIFT ボタン 

が消灯しているときは、押して点灯させる。 

BKDF-902 使用時： 手順 2 に進む。 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

3 3 D SYSTEM サブメニューが表示されるまで、テン 
キー部のづ、ボタンを押す。 


3 D モードに切り換える 

つまみ 1で、 な 下の パラメーターを 設定します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

FI 

3D Mode 

3D モードでの動作 

On. Off 


保存された静止画のモードを設定する 

3 D モードで動作しているとき、スチルストアメモリーに保 
存された静止画を 2 D と 3 D のどちらのモードで使用するか 
を指定します。 

つまみ2と3でな下のパラメーターを設定します。 


つまみ 

パラメーター 

意味 

設定値 

1^2 

3D Still & Still2 

Still の動作モード 

2D 、 3D 

1^3 

3D S 址3 & Still4 

S 址2の動作モード 

2D 、 3D 


2 D を選択すると、左右で同じ信号が使用されます。 
3 D を選択すると、左右で別々の信号が使用されます。 


静止画を 3 D モードで使用ずる場合の割り 
当て 

静止画のモードを 3 D に設定すると、クロスポイントボタ 
ンの割り当て（前ページの表を参照）が変更されます。 

BKDF-901 使用時 

F 2 つまみで 3 D を選択したときは9と10が、 F 3 つまみで 
3 D を選択したときは11と12が、それぞれな下のように変 
更されます。 


ク□スポイントボタン 

ビデオ信号 

Left 

Right 

9 

STL1 

STL2 

10 

STL2 

STLl 


ク□スポイントボタン ビデオ信号 



Left 

Right 

11 

STL3 

STL4 

12 

STL4 

STL3 


BKDF-902 使用時 

F 2 つまみで 3 D を選択したときは13と14が、 F 3 つまみ 
で 3 D を選択したときは1日と16が、それぞれな下のよう 
に変更されます。 


ク□スポイントボタン 

ビデオ信号 

Left 

Right 

13 

STL1 

STL2 

14 

STL2 

STLl 

15 

STL3 

STL4 

16 

STL4 

STL3 
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システムの設定 








回 L 6 6 ろ 6 




□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 

国 □»! 



操作部 

使用できないボタン 

KEYER 吾に 

DME ENBL 、 CK、MASK 

EDGE SHADOW 

( EXT、SELF は KEYl 、 KEY 2 に対し 
て無効です。） 

KEY DELEGATION 部 

KEY 3、 KEY 4 

トランジシヨン部 

TRANS PVW、KEYl 〜 KEY 4 

WIPE ( FAM )、 DME ( NAM ) 

PRIORITY、FTB 


BKDF -902 使用時 

M/E 部は使用せずに P/P 部で操作を行います。 

一部に使用できないボタンがあります。（下図の黒い部分) 


3 D モードでの操作 


3D モードでの操作 


3 D モードで動作中は、下記のような制約があります。 

• 使用できるトランジシヨンタイプは、ボタン操作による 
カットまたはミックスです。 

• DSK に対して操作を行うと、 M/E のキーも同じように動 
作します。 

M/E のキーを直接操作することはできません。 

メニューで DSK し DSK2 に設定した値が、それぞれ 
KEY し KEY2 に連動して適用されます。 

• 3 D モードで作成したイベントは、 3 D モードでのみ使用す 
ることができます。 

• シーケンスの機能は使うことができません。 

• 入力信号をキャプチャーして静止画にする機能は 、 Left 
信号のみに対して有効です。 

BKDF -901 使用時 

一部に使用できないボタンがあります。（下図の黒い部分） 


曰□■■□□□□□□曰 □□□□□ □□□ □□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ I □□□□□口 



BKDF -90 S 


操作部 

使用できないボタン 

KEYER 吾に 

DME ENBL 、 CK、MASK 

EDGE SHADOW 

( EXT、SELF は KEYl 、 KEY 2 に対し 
て無効です。） 

KEY DELEGATION 部 

KEYS . KEY 4 

M/E 列 

すべてのボタンとフ エーダー レバー 

PROGRAM/PRESET ク 

ロスポイントバス部 

M/E ボタン 

KEY DELEGATION 部 

KEY 3、 KEY 4 

DSK / フェードトウブ 

ラック操作部 

FTB 
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付録 

メニューツ u — 

本機のメニュー 構成/表示 パネル上の 表示項目一覧です。 （） 内は、別売のパソコン用モニターまたはタッチパネル式モニ 
ターの 接続時に表示 される 、 GUI メニュー 画面での表示項目です。 

♦ GUI メニュー画面について詳しくは 、 「GUI メニュー画面を使ったメニュー操作」 （64 ページ）をご覧ください。 


Transition (トランジシヨン/ワイプ/ DME 設定）メニユー 








第 1 階層 


第2階層 


第3階層 


第4階層 


kDME 


M/E DME Pattern (Pattern) な ) 
- (DME Basic) a) 

- (Border) 

— (Sub Effects) a) 

— (Warp) a) 

- (Light) a) 

— User (User) 


[— Fader Limit (Fader Limit) - Val(Fader Limit) 


Delay - 1 — C-Delay Rate 

L- AT-Delay Rate 

a ) 詳細は 「DME ( DME 設定）メニュー」 （185 ページ）参照。 


Keyer (キー設定）メニュ ー 


第 1 階層 

第2階層 

第3階層 

第4階層 

第已階層 

第6階層 第7階層 

(Keyer) 

- (Keyl 〜 Key4) — 

1 — (Key Type) - 

—— [—(External Key) —— 

— 1 — External Key 1 (l)-r 

—Kins (Ext Key Insert) 


—KSrc (Ext Key source) 
—GN (Ext Key Gain) 

—Clp (Ext Key Clip) 


•—External Key 2 (2)-|—Opac (Opacity) 
^Inv (Key Invert) 


—(Self Key) - Self Key 1(1) - Kins (Self Key Insert) 

-GN (Self Key Gain) 
Lcip (Self Key Clip) 

Lself Key 2 (2) - Opac (Opacity) 

I—Inv (Key Invert) 


(Chroma Key) 


■CK Auto (Auto) —— 「Kins (Key Insert) 
-PX (Position X) 

—PY (Position Y) 
—Auto (Auto CK) 


—(Manual) - pCK Manual1(1)-i—Hue (Hue) 

— GN (Gain) 
-Clp (Clip) 


-CK Manual2 (2) —pY (Offset Y) 
—C (Offset C) 
-K (Offset K) 
Ang (Angle) 

(続く） 
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第 1 階層 

第 2 階層 

第3階層 

第4階層 

第已階層 

第曰階層 

第7階層 


—CK Manual3 (3) — Col (Color Cancel) 
—Y (Suppression Y) 
— Cl (Suppression Cl) 
^C2 (Suppression C2) 


l-CK Manual4 (4) —pShL (Shrink L) 
LshR (Shrink R) 


CK 0 也 er (Other) — Opac (Opacity) 


—Key Mask (Key Mask) -i—Pat (Mask Pattern) 

—PX (Pattern Center X) 
—PY (Pattern Center Y) 
Lsiz (Pattern Size) 


卜 Edge Shadow) 


■Edge Type (Type)-!—Typ (Type) 
-Wid (Width) 

—Sft (Softness) 
^Dir (Direction) 


—Edge Color (Color)-!—Lum (Luminance) 
—Sat (Saturation) 
^Hue (Hue) 


Edge Position (Position)—i—PX (Position X) 
LpY (Position Y) 


^Keyer DME Patt (Pattern) a) 


-(DME Basic) a) 
—(Border) a) 


\-{Suh Effects) a) 


—(Warp) a) 
-(Li か t) a) 


User (User) 


(Keyer) - (DSK1 ， DSK2) 


■(Key Type) 


(External Key) 


External Key 1(1)-i—Kins (Ext Key Insert) 
—KSrc (Ext Key Source) 
-GN (Ext Key Gain) 

—Clp (Ext Key Clip) 



LExternal Key 2 (2)-i—Opac (Opacity) 
Inv (Key Invert) 



HSelf Key) - 

pSelf Key 1 ひ） - 

—Kins (Sell Key Insert) 




—GN (Self Key Gain) 




^Clp (Self Key Clip) 



(続く） 
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メニューツ u- 





第 1 階層 

第 2 階層 


第 3 階層 

第 4 階層 

第已階層 

第 6 階層 

第 7 階層 






9 の、 _ 






—Box Mak (Box Mask) - 

vJGi 丄丄、 G ゾ公 V^/ 

—L (BoxMask Left) 

—R (BoxMask Right) 

—T (BoxMask Top) 

—B (BoxMask Bottom) 

い yd しし i し y ク 

Inv (Key Invert) 


a) 詳細は 「DME 

(DME 設定） 

メ ニュ' 

一」 （ 185 ページ）参照。 





still Store (静止画設定）メニュー 


第 1 階層 第 2 階層 第 3 階層 

(Still Store) - Download Still (Download) - pDst (Destination) 

—File (Source) 
^DL (Download) 


[— Image Capture (Capture) 


—Frz (Freeze Mode) 
-File (File) 
^CapStart (Capture) 


p Export Still (Export) 


—のが CFile ^Format) 
-File (File) 

—(Over Write) a) 

^ Expor t(Export) 


Delete Still (Delete) 


■File (File) 
■Del (Delete) 


a) 表示パネル上は選択項目 （ OverWrite/New 則 e) が表示される。 


Sequ 飢 ce Ev 飢 t (シーケンス/イベント登録）メニユ ー 


第 1 階層 


第 2 階層 


第 3 階層 


第 4 階層 


(Sequence Event) - 


- (Sequence) 


- 台 eq tile (File)- 


-beq Edit (Edit) - 


-Seq Setup (Setup) - 


( 続く） 


File (Sequence Name) 
Store (Store Sequence) 
Recall (Recall Sequence) 
'—Del (Delete Sequence) 


Play (Play Time) 

|—Brk (Break each Step) 
-Ival (Step Interval Time) 
-Mode (Interpolation Mode) 

- Recall (Recall Type) 

1-BUS (BUS Hold Mode) 

- Keyer (Keyer Hold Mode) 
-DSK (DSK Hold Mode) 
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第 1 階層 


第2階層 


第3階層 


第4階層 


•—(Event)- 


- じ vent Data (Event Data) 


-Event i'arget (Event Target) 


Event (Select Event Page) 
|—Store (Store Event) 

Recall (Recall Event) 
Initial (Initialize) 


a) 


「BUS (BUS Area) 

— Keyer (Keyer Area ) が 
-DSK (DSK Area) c) 
-Still(S 祉 Area ) か 


a) 表示パネル上は選択項目 (BUS On/BUS Off/P-P Hold) が表示される。 

b) 表示パネル上は選択項目 （Keyer On/Keyer Off) が表示される。 

C) 表示パネル上は選択項目 （DSK On/DSK Off) が表示される。 

か表示パネル上は選択項目 (Still 1/Still 2/Still 3/Still 4/Still On/S 础 Off) が表示される。 


Setup (システム設定）メニユー 










第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


^(Output) 


h(MV) 


■Aux (Aux) -「 Aux (Aux Number) 

—Src (Source) 

—Ihb (Inhibit) 


—Output (Setting) - pAux (Aux Number) 

—(Signal) 

—DC (Down Converter) 
—L (Level) 


—DVI - pDVI Out Format 

— Aspect 
Frequency 


_0 也 er (Other) - DSK PVW (DSK PVW) 


.(MV1 ， MV2) 


■MVl Window, MV2 
Window (Window) 


— Typ (Type) 

-Win (Window) 

—Sig (Signal) 

— Name (Signal Name) 


-MVlOA Tally, MV2 OA—pOA (OA Tally) 
Tally (OA Tally) — Lum (Luminance) 

— Sat (Saturation) 
Lnue (Hue) 


l-MVl Next T 址 y ， MV2 —— 「Next (Next Tally) 
Next Tally (Next Tally) —Lum (Luminance) 
— Sat (Saturation) 
-Hue (Hue) 


い System) 


■Type (Type) 


VF (Video Format) 
—Set (Setup Level) 
—Asp (SD Aspect) 

—Dly (System Delay) 


—Other (Other) - pCursor (Chroma Key Cursor) 

—SFT (Bus Shift Mode) 

し ST (Switch Timing) 


—3D (3D System) - 3D Mode 

-3D S 祉 11 & S 祉 12 
Lsd S 祉 13 & S 址 14 


kRef (Ref-I/0) 


-Ref-I (Ref-In) 
Ref-O (Ref-Out) 


^Date Adj. (Date Adj.) 


(続く） 


Set (Date_Time Set.) 
-Y (Date Adj. Year) 

—M (Date Adj. Month) 
—D (Date Adj. Day) 
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第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


*—Time Adj. (Time Ad り - p^et (Date_ i'lme Set.) 

-H (Date Adj. Hour) 

—M (Date Adj. Minute) 
—S (Date Adj. Second) 



^(Status) 


■Board In/Out/Opl/Op2 - 「(Input Option ) 却 

(Board) —(Output Option ) 苗 

—(DME Option) a) 
-(MV Option) a) 


^ か irmware) 


P Firmware 1(1)_^GUI (GUI) 

-DSP (DSP) 
LcPU (CPU) 

-Firmware 2 (2)_ Main (MAINJO) 

-XPT (XPT) 
-Key (KEYER) 

I—Com (Combiner) 

—Firmware 3 (3) - 「DME (DME) 

-MV (MV) 

-SI (SD し I) 

Lso (SDI— 0) 


LFirmware 4 (4)_ AI (AI) 

-AO (AO) 
_DI (DVI—I) 
-DO (DVI_0) 


1—Alarm (Alarm) - j—PWR (Power Supply) 

—PS (Power Alarm) 

—KN CFan Alarm) 


—(Serial) - Protocol (Protocol) - 1(RS-422A ICH) 

-2 (RS-422A 2CH) 

-3 (RS-422A 3CH) 

L4 (RS-422A 4CH(Editor)) 


—Baudrate (Baudrate) - !_ 1(RS-422A ICH) 

-2 (RS-422A 2CH) 

-3 (RS-422A 3CH) 

L4 (RS-422A 4CH(Editor)) 


Lparity (Parity Bit)_ 1(RS-422A ICH) 

-2 (RS-422A 2CH) 

-3 (RS-422A 3CH) 

-4 (RS-422A 4CH(Editor)) 

(続く） 
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第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


- に PIO Tally) - pGPI (GPI) - pGPI に PI Pin Number) 

Lp に PI Function) 

^Tally (Tally) - p Tally (Tally Pin Number) 

(Tally Function) 


い Data Backup) 


■All Backup (All Data) - pStore (Store All Data) 

—Recall (Recall All Data) 
—Clear (All Data Clear) 


—System Backup (System —— |—Store (Store System Data) 
Da ね） 一 Rec 址 （ Rec 址 System Data) 

—No (System Data Select) 

I—Clear (System Data Clear) 


I—File Backup (File Data) - j—Store (Store File Data) 

—Recall (Recall File Data) 
—Typ (File Data Type) 
—Clear (File Data Clear) 


L Update (Update) 


「CP (CP Update) 

—Cal. (Calibration) 

—TG (Firmware Update) 
Cursor (Cursor Icon) 


a) 表示パネル上は装着された基板のスロット番号が表示される。 


DME ( DME 設定）メニュ ー 

Transition メニューおよび Keyer メニュー中の DME 設定に関するメニューリストです。表中の xxx 箇所について、 
Transition メニューの場合は 「M/EDME」、Keyer メニューの場合は 「Keyer」 と表示されます。 


第1階層 


第2階層 


第3階層 


第4階層 


第已階層 


(DME) - 


-M/E DME Pattern, Keyer 
DME Patt a) (Pattern) 

I— (DME Basic) 


-Pat (Pattern No.) 



XXX し Source (Local Source) 




-PX (Position X) 
-PY (Position Y) 
-PZ (Pos 出 on Z) 


XXX L.Target (Local Target) — pPX (Position X) 


-PY (Position Y) 
-PZ (Pos 出 on Z) 


XXX G.Source (Global Source)- 


-PX (Position X) 
-PY (Position Y) 
-PZ (Pos 出 on Z) 


( 続く） 
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階層 


第2階層 


第3階層 


第4階層 


第已階層 


い Rotation) - 


-XXX Aspect (Aspect) - 


- し rop (Crop) - 


-XXX betup (Setup) - 


い Border) 


-M/E DME Inner Width, 
Keyer Bord Inner Wid b) 
(Inner Width) 


-XXX G.Target (Global Target) — i— 


^xxx L.Target (Local Target) — i— 


-XXX し Source (Local Source) - 


-XXX G.Source (global Source) - 1 — 


-XXX G.Target (Global Target) — i— 


-X (Aspect X) 


—Y (Aspect Y) 
—Z (Aspect Z) 


L (Left Side) 
|—R (Right Side) 


-T (Top Side) 


B (Bottom Side) 


-DME (DME) 

-Glbl (Use Globals) 


-XXX Border Color (Border- 
Color) 


-Bod (Border Enable) 


—Lum (Luminance) 
—Sat (Saturation) 
Hue (Hue) 




\-R (Right Side) 


-L (Left Side) 


~T (Top Side) 

~B (Bottom Side) 




L (Left Side) 

R (Right Side) 
[-T (Top Side) 

B (Bottom Side) 


PX (Position X) 
PY (Position Y) 
PZ (Pos 出 on Z) 

RX (Rotation X) 
民 Y (Rotation Y) 
RZ (Rotation Z) 

RX (Rotation X) 
RY (Rotation Y) 
RZ (Rotation Z) 

RX (Rotation X) 
民 Y (Rotation Y) 
RZ (Rotation Z) 

RX (Rotation X) 
RY (Rotation Y) 
RZ (Rotation Z) 


.M/E DME Outer Wid 也， 
Keyer Bord Outer Wid づ 
(Outer Wid 也） 





第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


—M/E DME Border Soft, - pInS (Inner softness) 

Keyer Bord Softness か し OutS (Outer Softness) 

(Softness) 


—XXX Bevel Color (Bevel- 
Color) 


Bvl(Beveled Enable) 
—Lum (Luminance) 
—Sat (Saturation) 

Hue (Hue) 


I—XXX Border HL (Hilight - 「Dir (Hilight Direction) 

Setup) —HL (Hilight Opacity) 

LL (Lowlight Opacity) 


H(Sub Effects) - 


-(Trail) - 


-XXX Trail1(1) - 


-pTyp (Trail Type) 
^Len (Length) 


い Warp) 


-Chroma Control (Chroma- 
Control) 


-Warp Off (Off) 


I—XXX Trail2 (2) - 


-T (Type) 

-Sat (Saturation) 
I-Hue (Hue) 


Lum (Luminance) 
ド at (Saturation) 
^Hue (Hue) 


-(Ripple)- 


-XXX Ripple 1(1)' 


-XXX Ripple 2 (1)' 


—Typ (Shape Type) 
—Frq (Freq) 

—Amp (Amp) 

—Phs (Phase) 


-Wav (Wave Type) 


-Rot (Rotation) 
^Pnt (Points) 

■Shp (Sharpness) 


-XXX Ripple 3 (3) 


-Sid (Sides) 

-PX (Position X) 
-PY (Position Y) 


: Modifier (Modifier) - 


Mod (Modifier) 
\—Zom (Zoom) 
■Asp (Aspect) 


-XXX Swirl (Swirl) - 「PX (Position X) 

-PY (Pos 出 on Y) 
—Amt (Amount) 

(続く） 
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第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


い Mosaic) -「XXX Mosaic 1 (1) 


I— XXX Mosaic 2 (2) 


-Typ (Type) 
—Asp (Aspect) 

—Siz (Size) 

-PX (Position X) 
-PY (Position Y) 
—ROT (Rotation) 


^xxx Slats (Slats) 


—Typ (Shape Type) 
—Rot (Rotation) 
-Wid (Sla し Wid 也） 
—Amt (Amount) 


U(Lens) 


■XXX Lens 1(1) 


—Typ (Shape Type) 
—Rot (Rotation) 

—Pnt (Points) 

—Amt (Amount) 


—XXX Lens 2 (2) - 「Typ (Type) 

—PX (Position X) 
-PY (Position Y) 
I—Siz (Size) 


—XXX Lens 3 (3) - Tit (Tilt) 


I—XXX Modifier (Modifier) - j—Mod (Modifier) 

—Zom (Zoom) 
—Asp (Aspect) 


い Page Turn) 


'XXX PageTurn 1(1) - 「Pat (Pattern) 

—Rot (Rotation) 

—Ang (Peel Angle) 
—Amt (Amount) 



—XXX PageTurn 2 (2) - pTyp (Type) 

—PX (Position X) 

-PY (Position Y) 

I—Num (Num—Segment) 

—XXX PageTurn 3 (3) - Rad (Radius) 

—Spl(Spiral) 

-Stg (Stagger) 


い Page Peel) - xxx PagePeel1(1) 


(続く） 


Typ (Type) 

—Rot (Rotation) 
-Wid (Pee し Wid 化 ) 
—Amt (Amount) 
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第 1 階層 第2階層 第3階層 第4階層 第已階層 


I— XXX PagePeel 2 (2) - pTlt (Tilt) 

^Rad (Radius) 


^(splits) - 1 —XXX Splits 丄 （ 1) 


I— XXX Splits 2 (2) 


U (Mirror) - 1 —xxx Mirror 1(1) 


—Typ (Type) 

—Rot (Rotation) 

—Spl(Spiral) 

-Stg (Stagger) 

Num (Num_Segment) 
-PX (Position X) 

-PY (Position Y) 

Amt (Amount) 

「Typ (Type) 

^Rot (Rotation) 


I—xxx Mirror 2 (2) - Num (Num 一 Segment) 

-PX (Position X) 

-PY (Position Y) 


Defocus (Defocus), Keyer - Amt (Amount) 

Defocus (Defocus) e) 


h(Light) 


-xxx L.Type (Type) 


Typ (Type) 


-(Lightl) - 


: LI Position (Position) — t—Siz (Size) 


-XXX LI Color (Color)- 


^(Light2) - 


-xxx L2 Position (Position) ' 


-XXX L2 Color (Color)- 


-PX (Position X) 

—PY (Position Y) 
-PZ (Pos 出 on Z) 

-Opac (Opacity) 

- し um (Luminance) 
^Sat (Saturation) 
Hue (Hue) 

—Siz (Size) 

-PX (Position X) 
-PY (Position Y) 

—PZ (Position Z) 

-Opac (Opacity) 
-Lum (Luminance) 
^Sat (Saturation) 
■Hue (Hue) 


I— User (User) - Usr (User Pattern) 

—Usr Store (User DME Data Store) 
—Usr Clear (User DME Data Clear) 


a) Transition メニューでは M/E DME Pattern、Keyer メニューでは Keyer DME Patt 
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b) Transition メニューでは M/E DME Inner Wid 也 、 Keyer メニューでは Keyer Bord Inner Wid 

c) Transition メニューでは M/E DME Outer Wid 也 、 Keyer メニューでは Keyer Bord Outer Wid 


d) Transition メニューでは M/E DME Border Soft、Keyer メニューでは Keyer Bord Softness 

e) Transition メ ニューでは Defocus 、 Keyer メ ニューでは Keyer Defocus 


メニューツ IJ- 
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DME ワイプ 


ごを意 


エディ ターから DME ワイプパターンの番号を指定するときは、指定したいパターン番号に200を加えた番号で指定してくだ 
さレ、 0 


2D およびベーシック 3D エフェクト 
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メッセージと巧処のしかた 


本機の動作中、コントロールパネルの表巧パネルにメツセージが表巧される場合があります 0 

まず、な下のが処方法をご覧になり、が処してください。それでも解決しないときは、ソニーサービス窓口にご相談くださ 

い 0 


メッセージ 

内容 

対処方法 

表示パネル 

GUI メニュー 

Bad Image f lie 

読み込めない静止画ファイルをロードし 

ようとすると表示されます。 

別の静止画ファイルを選択してください。 

Bad Seq. F'ile 

Bad Sequence File 

シーケンスを呼び出すときに、保存され 
ているシーケンスファイルが読み込めな 

かったときに表示されます。 

再度シーケンスファイルの呼び出しを 
行ってださい。 

Can't export Still 

Can't export this Still file 

静止画ファイルの書き出しに失敗したと 

き表示されます。 

再度静止画ファイルを書き出してくださ 

い。 

Can't load Still 

Can't load Still File 

静止画ファイルをダウンロー ドした際に 

通信エラーが発生すると表示されます。 

再度静止画ファイルをダウンロー ドして 
ください。 
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メッセージ 

内容 

対処方法 

表示パネル 

GUI メニュー 

し onfig じ rror ( abbcc ) 

プロセッサーの起動時に、内部 fpga 
( ineld-Programmable Gate Array ) の起 
動に失敗すると表示されます。 

メッセージの意味は M 下のとおりです。 

abbcc :16進数日がテのエラー番号 
a = l : CPU_FPGA のエラー 

a =2 : COMB_FPGA のエラー 

a =3 :入出力拡張ボード、標準入出 

力部の基板、機能拡張基板ボー 

ドのエラー 

a = l 、 2のときは、 bb 、 CC は0となりま 

す。 

a =3 のときは、忧の値 （ bitO 〜 bits) と 

CC の値 （ bitO 〜 bit ?) でより詳細なエ 

ラー箇所を示します。 

bit :起動に失敗した FPGA では 
bit = し正常に起動した FPGA 

では bit =0 

各 bit が示すエラー箇所はな下のとおり 
です。 

bb :入出力拡張ボードのエラー 

bitO :下段の設置トレイ左のボード 

bitl :下段の設置トレイ中央のボー 

K 

bi 怯：上段の設置トレイ左のボード 
bits :上段の設置トレイ中央のボー 

K 

bit 4 :下段の設置トレイ右のボード 

bits :上段の設置トレイ右のボード 

CC :標準入出力部の基板/機能拡張ボー 

ドのエラー 

bitO :標準入出力部の基板 
( MAIN —10) 

bitl :標準入出力部の基板 （ XPT ) 
bit 2 :標準入出力部の基板 
( KEYER ) 

bits :標準入出力部の基板 （ DME ) 
bit4 : DME 1 ソケットの機能拡張 

ボード 

bits : DME 2 ソケットの機能拡張 

ボード 

bite : MV 1 ソケットの機能拡張ボー 

K 

bit ? : MV 2 ソケットの機能拡張ボー 

K 

プロセッサーの電源をいったん切り、再 

起動してください。復旧しない場合は、 
FPGA を再書き込みしてください。それ 

でも復旧しない場合は、ボードの交換が 

必要になることがあります。 

FPGA の起動は次の順番で行われます 
(⑤、④は同時進行)。 

① CPU—FPGA 
⑤ COMB_FPGA 
⑤入出力拡張ボードの FPGA 

④ 標準入出力部の基板と機能拡張ボード 

の FPGA 

①でエラーが発生した場合、⑤〜④は行 
われないため、①のエラーのみ検出され 
ます。同様に⑤でエラーが発生しても 

⑤ 、④が行われないため⑤のエラーのみ 
検出されます。 

したがって、検出されたエラーを修復し 
て再起動しても、次のエラーが検出され 
ることがあります。 

DME assign failure 

DME オプシヨンの装着状況が起動前後 
で変わり、シャットダウン前に使用して 
いた DME のチャンネル数を起動後に復 

元できなかった場合、表示されます。 

DME オプシヨンの装着状況を確認して 
ください。 

DME assign too much 

DME assign too much . 

Reduce ! 

使用中の DME のチャンネルが最大数に 
なった状態で、さらに新規の DME の 

チャンネルを使用すると表示されます。 

使用中の DME のチャンネル数を減らし 
てから操作してください。 

DME No . reserved 

選択された番号に DME エフェクトが登 
録されていないときに表示されます。 

他の DME エフェクトを選択し直してく 

ださい。 
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メッセージ 

内容 

対処方法 

表示パネル 

GUI メニュー 

File read error 

次の場合に表示されます。 

a) 静止画ファイルのダウンロード時に 
ファイルの読み込みに失敗した。 

b) マルチビューアーの信号名表示を On 
にしたとき、信号名表示用のデータの 
読み込みに失敗した。 

a) 再度静止画ファイルをダウンロードし 
てください。 

b) 出力する映像の設定や、信号名表示の 
On/Off を再度行ってください。 

uray scale loaded 

Gray scale file loaded 

8ビットグレースケールの静止画ファイ 

ルがロー ドされると表示されます。 

別のフォーマツトの静止画ファイルを選 

択してください。 

Include Wrong DME No 

本バージヨンでサポートされていないエ 

フエクトを使用したユーザーパターン、 
シーケンス、イベントを呼び出そうとす 

ると表示されます。 

本バージヨンでサポートされていないエ 

フエクトを含むバックグラウンドやキー 

1〜4は呼び出されません。 

使用可能なエフェクトを使用してユー 

ザーパターン、シーケンス、イベントを 

保存し直し、再度呼び出してください。 

No assignable DME 

使用中の DME のチャンネルが最大数に 

なった状態で、トランジシヨンタイプを 

DMEM 外から DME に変更すると表示さ 

れます。 

使用中の DME のチャンネル数を減らし 
てから操作してください。 

No free memory 

コントロールパネルの OS のメモリ ーが 

不足しているとき表示されます。 

しばらく待ってもう一度操作を実行して 
ください。 

No KeyFrame 

対象となるキーフレームう S 存在しない状 

態で、シーケンスのカレントキーフレー 

ムを削除しようとすると表示されます。 

キーフレームを選択し直してください。 

No more KeyFrames 

No more KeyFrames available 

シーケンスのキーフレームが最大数登録 

された状態で、新たにキーフレームを登 
録しようとしたとき、または、カレント 
キーフレームを登録された最大数な上に 
変更しようとしたときに表示されます。 

キーフレームを削除した後、操作してく 
ださい。 

No Option 

BKDF-950 が装着されていない状態で 

MV1、MV2 サブメニューに切り換えた 

ときに表示されます。 

BKDF-950 を装着してください。 

No specified SEQ 

No specified SEQ file 

指定したシーケンスファイルが存在しな 
いときに表示されます。 

別のシーケンスファイルを指定してくだ 

さい 0 

No specified Still 

No specified Still file 

指定された静止画ファイルが存在しない 
ときに表示されます。 

別の静止画ファイルを選択してください。 

No system-data file 

システムデータカ S 存在しないときに表示 

されます。 

システムデータを選択し直してください。 

No update file 

No specified update file 

指定されたアップデートファイルカ S 存在 
しないときに表示されます。 

USB メモリー端子に装着されている USB 
メモリーにアツプデートファイルが存在 

するかを確認のうえ、再度操作してくだ 
さい。 

No USB Device 

USB メモリーが未装着のときに表示され 

ます。 

USB メモリーを装着してください。 

No User Pattern 

ワイプまたは DME のユーザーパターン 

を使用しているイベントを呼び出すとき 
に、ユーザーパターンが登録されていな 

いと表示されます。 

登録されていないユーザーパターンは、 

パターン番号を0にして呼び出します。 

イベントに使用しているユーザーパター 

ンを登録してからイベントを呼び出して 
ください。 

No.41 reserved 

Wipe 41 reserved 

41番のワイプパターンを選択すると表示 

されます。 

41番のワイプパターンは選択できませ 

ん。他のパターンを選択し直してくださ 

い。 


メッセージと対処のしかた 





メッセージ 

内容 

対処方法 

表示パネル 

GUI メニュー 

Not enough in USB 

Not enough space in USB 

memory 

USB メモリーが正しく装着されていない 

か、 U 涨メモリーの空き容量が不足して 

いる場合に表示されます。 

USB メモリーを装着し直すか、十分な空 
き容量のある USB メモリーに交換してく 

ださい。 

Operation Prohibited 

シーケンス実行中に System メニュー内 
のサブメニューを選択すると表示されま 

す。 

シーケンスの実行が終了してから System 
メニュー内のサブメニューを選択してく 

ださい。 

Pa 比 not available 

Pattern not available 

準備されてないパターンを選択すると表 

示されます。 

他のパターンを選択し直してください。 

Picture too large 

本機では扱えないサイズの静止画ファイ 
ルを読み込もうとすると、表示されます。 

別のフォーマツトの静止画ファイルを選 

択してください。 

Power/Fan Alarm !! 

電源またはファンに異常が検出されたと 

きに表示されます。 

Setup >Status > Alarm メニューで故障箇 
所 （どの電源か、どのファンう、）を確認 
し （173 ページ 参照）、 ソニーのサービス 

窓口にご相談ください。部品の交換が必 

要になる場合があります。 

Read Only File Exist 

There is Read Only F'ile 

USB メモリー内の読み取り専用の静止画 
ファイルに対して、な下の操作を行おう 
とすると表示されます。 

- Recall All Data、Recall File Data、 

Still Export を実行して静止画ファイル 
を上書きする 

- S 祉 Delete、File Data Clear を実行し 

て静止画ファイルを削除する 

USB メモリー内の読み取り専用の静止画 

ファイルを別のフォルダーへ移動するう\ 

削除、名称変更、読み取り専用のチ卫ツ 
クをはずすなどして、上書きや削除が可 
能な状態にしてください。 

Recover broken file 

M 下に示す状況でファイルを呼び出すと 

きに、ファイルの破損などにより、読み 
込まれたデータの設定値が正常でない場 

合に表示されます。 

• コントロールパネルの起動時にシステ 

ムデータを読み込む 
- Recall All Data、Recall System Data 
を実行して USB メモリーからシステム 

データを呼び出す 

このエラーの発生時は、設定値が正常で 
ないパラメーターの設定を初期化します。 

起動時にエラーが発生した場合は、再起 
動してください。 

USB メモリーからファイルを呼び出すと 

きにエラーが発生した場合は、再度シス 

テムデータを呼び出してください。 

SEQ not speciiied 

SEQ file not specified 

シーケンスファイルが指定されていない 

ときに表示されます。 

シーケンスファイルを指定してください。 

SEQ ope. prohibited 

SEQ operation prohibited 

次の場合に表示されます。 

a) シーケンスを作成、または呼び出して 
いない状態で編集モードに入ろうとし 

た。 

b) シーケンスの再生中または一時停止中 
に、テンキー部のづ、〇ボタンを 

使ったカレントキーフレームの移動な 

どで、カレントキーフレームを変更し 
ようとした。 

a) シーケンスの作成/呼び出しを行って 
ください。 

b) シーケンスの再生が終了してから操作 
を行ってください。 

signal Name Failure 

マルチビューアー出力時に信号名表示を 
有効にして、信号名表示用のデータを送 
信できなかったときに表示されます。 

出力する映像の設定と信号名表示の On/ 
Off 操作を再度行ってください。 
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メッセージ 

内容 

対処方法 

表示パネル 

GUI メニュー 



status was modined. 

Status was modified because 

boards were different 

M 下に示す状況で保存したデータを呼び 
出すときに、現在のオプションボードの 

取り付け状態がデータ保存時のオプショ 
ンボードの取り付け状態と異なっている 
ため、各パラメーターに設定されている 
ソースが選択できないときに表示されま 

す。 

• コントロールパネルの起動時にシステ 

ムデータを読み込む 

- Recall All Da ね、 Recall System Data 

を実行して USB メモリーからシステム 

データを呼び出す 
-シーケンスを呼び出す 
-イベントを呼び出す 
このエラーの発生時は、設定されたソー 
スを選択できないパラメーターを BLK に 

設定します。 

オプシヨンボードの取り付け状態をデー 

夕の保存時と同じ状態にしてデータを呼 
び出してください。 

Jpdate f allure 

アップデートに失敗したときに表示され 

ます。 

再度アップデート処理を行ってください。 

Wipe No. reserved 

選択された番号にワイプノくターンカ S 登録 
されていないときに表示されます。 

他のパターンを選択し直してください。 



メッセージと対処のしかた 


203 





ソフトウェアのアップ 
デート 


DFS-900M のソフトウェアのアツプデートはな下のように 
行います。 


ソフトウェアのバージヨンをチェック 
ずる 

アップデートを行う前に、アップデートが必要かどうか、 
現在のバージョンを確認します。 


アップデ ートの 事前準備を巧う 
機器とソフトウェアを準備ずる 

• コンヒューター 

• USB メモリー： FAT16、FAT32 でフォーマットされた 

もの 


ごミ主意 


• 端子直接接続型のみ使用可能です。 

• 他のメディアから変換しているタイプや、変換アダプ 
ターは使用しないでください。 

• ソフトウェア：所定のソフトウェアダウンロードサイト 
から入手してください。 


1 プロセッサーユニット (DFS-900M) とコントロールパ 
ネル （BKDF-901/902) の電源を ON にする。 

2 BKDF-901 を使用している場合、 DME/ 沈 TUP 部の 
SHIFT ボタンが消灯しているときは、押して点灯させ 
る0 

3 STATUS ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

4 Firmwarel サブメニューが表示されるまで、テンキー 
部のづ、ボタンを押す。 

5 2行目の数字部分のバージョン番号を確認する。 


Firmwarel 



GUI=I.50 

DSP= 

1.21 CPU=1.03 


6 Firmwares サブメニューが表示されるまで、テンキー 
部のづ、ボタンを押す。 

7 2行目の数字部分のバージョン番号を確認する。 


Firmujare2 


Main=l.01 XPT=1.07 Key= 

1.04 CQm=1.09 


8 Firmwares サブメニューが表示されるまで、テンキー 
部のづ、ボタンを押す。 

9 2行目の数字部分のバージョン番号を確認する。 


Firmwares 


DME= 1.07 MU=1.01 SI= 

1.03 S0=1.02 


アップデート用 USB メモリーを作成ずる 

入手したソフトウ卫アを解凍し、そのディレクトリー内の 
すべてのプログラムファイルを、用意した USB メモリーの 
ルー トデイレクトリーにコピーしてください。 

全データのバックアップをとる 

バージョンアップを実行すると各種の設定データが初期化 
されてしまうため、事前に全データ（システムデータと 
ファイルデータ）をバックアップしてください。 

• システムデータ： イベント、 I/O 設定、初期設定、ス 
テー タスなどの データ 

• ファイルデータ： コントロールパネルに保存した静止画 
ファイルデータ、 ユーザー パターンおよびシーケンスの 
データ 


ご注意 


BKDF-901 でバックアップされた全データを BKDF-902 で 
使用する場合、静止画ファイルとユーザーパターンのみ使 
用できます。 


ソフトウ王アをアツプデートずる 


ご注意 


ケーブルや基板の取り外しの際は、必ずすベての電源ス 
イツチを OFF にしてから、すべての電源プラグを抜いて 
ください。 


確認した結果、バージョンアップが必要な項目があれば、 
下記の操作によってバージョンアップを行ってください。 
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実行の前に 

1 BKDF -902 使用時は、該当する DIP スイッチの2番目の 
ピンう s ' " ON " 側に設定されていることを確認する。 

この DIP スイッチの1番目のピンは、外部機器イン 
ターフェース コネ クター 側です。 

♦ DIP スイッチについては、「プロセッサー ユニッ トの内部 
スイッチの設定を変更する （ BKDF -902 を使用する場合)」 
(54 ページ）をご覧ください。 

2 プロセッサーユニット ( DFS -900 M ) とコントロールパ 
ネル （ BKDF -901/902) の電源を ON にする。 

3 プログラムファイルをコピーしたアップデート用 USB 
メモリーを、コントロー ルパネルの操作面にある USB 
MEMORY 端子に挿入する。 

4 「全データを USB メモリーにバックアップ保存するに 
は」 （170 ページ）を参照して、全データをバックアッ 
プする。 

コント□ールパネルのソフトウエア （ GUI ) 

をアップデートずるには 

1 BKDF -901 を使用している場合、 DME / 沈 TUP 部の 
SHIFT ボタンが消灯しているときは、押して点灯させ 
る0 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

3 Update サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 


GUI は表示パネル上では CP と表示されています。 


Update 




CP=l.04 

Cal. 

T 日 : DSP 

Cursor 


4 F 1 つまみをけ少な上押す。 

「ピッ」と音がして GUI のバージョンアップが開始さ 
れます。開始後は自動的にソフトウ卫アが2回再起動 
します。 


ファームウェアをアップデートずるには 

1 BKDF -901 を使用している場合、 DME / SETUP 部の 
SHIFT ボタンが消灯しているときは、押して点なさせ 
る0 

2 SYSTEM ボタンを押す。 

表示パネルに、最後に操作したサブメニューが表示さ 
れます。 

3 Update サブメニューが表示されるまで、テンキー部の 
づ、ボタンを押す。 


Update 




CP=1 .加 

Cal. 

T 日 : DSP 

Cursor 


4 F 3 つまみを回し、 " TG :" でバージョンアップが必要な 
項目を選択する。 


♦詳しくは、「アップデートを実行するには」 （172 ページ) 
をご覧ください。 


Update 




CP=1 .加 

Cal. 

|TG ： DSP| 

Cursor 


5 F 3 つまみを1巧な上押す。 

「ピッ」と音がしてファームウェアのバージヨンアップ 
が開始されます。 


バージョンアップ中はテンキー部の STORE ボタンが 
ホく点灯し、表示パネルに Now Updating と表示され 
ます。 


Now Updating... 



CP=1.50 Cal. 

T 日 : DSP 

Cursor 


6 上記の手順 4 と 5 を実行して、必要な項目のバージョン 
アップを行う。 

アップデートが終了した！5 

1 コントロールパネルから USB メモリーを抜く。 

2プロセッサーユニッ トと コントロールパネルの電源を 
OFF にする。 
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アップデート後に確認とデータのクリ 
ア/復元を巧ラ 

アップデート後は、バージョンの確認、全データのクリア、 
全データの復元が必要になります。 

下記の順に操作してください。 

アップデートが正しく行われたことを確認 
ずるには 

「ソフトウェアのバージョンをチェックする」 （204 ページ） 
を実行して、現在のバージョンを確認してください。 

全データをクリア（初期化）ずるには 

「コントロールパネルのメモリーから 全 データをクリア する 
には」 （170 ページ）を 参照してください。 

全 データを 復元ずるには 

1 データが保存された U 涨メモリーを装着する。 

2 「USB メモリーにバックアップ保存されているファイル 
データを復元するには」 （171 ページ）を参照し、バー 
ジョンアップの前にバックアップしたデータを使用し 
て全データの復元を行う。 

3 データの 復元完了後、 USB メモリーを 抜く。 
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トラブルシューテイング 


起動時のトラブル 


症状 

対処方法 

電源が入らない 

BKDF-901/902 と DFS-900M の両方に、正しく電源ケーブルが接続されていることを確認してください。正し 

く接続されていることが確認できたら、 BKDF-901/902 の電源スイッチを ON にしてください。正常に起動す 
ると、 BKDF-901/902 の表示パネルに初期化メッセージが表示されます。次に DFS-900M の電源スイッチを ON 

にしてください。 DFS-900M のパワーインジケーターが緑に点灯することを確認してください。 

表示パネルに "Prepare 

communication between CP and 

DFS-900M の電源が入っているか確認してください。パワーインジケーターが緑に点灯しており、フアンが回 

転していることを確認してください。 

PR" と表示されたまま、通信が開 
始されない 

付属のコントロールケーブル（クロスケーブル）で、 BKDF-901/902 と DFS-900M を接続していることを確認 
してください。 BKDF-901/902 と DFS-900M の接続に、ストレートケーブルは使用できません。付属のコント 
ロールケーブル（クロスケーブル）を使用してください。 


LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 BKDF-901/902 と DFS-900M の LAN コネクター 

のアクセスランプが、緑に点灯していることを確認してください。 


起動後、通信が開始されるまでに数分かかる場合があります。通信が開始すると、 BKDF-901/902 と DFS-900M 

の LAN コネクターアクセスランプが、燈に点滅します。しばらく待って点滅が開始されない場合は、 

DFS-900M の電源を OFF にして再起動させてください。 


BKDF-901/902 の表示パネルには、起動中にな下のメッセージが順に表示されていきます。 

1. Now initializing - - - Please wait …：通電後 

2. Now initial communication was started 0/NNN : OS 起動後 （NNN : Still 枚数） 

3. DFS-900M と通信力 s 確立すると、2で表示されている" 0" がカウントアップされ、 NNN と同じ数になりま 

す。 

4. 初期メニューが表示されます。この状態で 0.5 秒な上の通信断が発生した場合、 "Prepare communication 
between CP and PR" が表示されます。 


映像の入出力に関するトラブル 


症状 

対処方法 

出力映像がみだれる 

映像フォーマットの設定が正しいか確認してください。「映像フォーマットを設定する」 （71 ページ）を参照し 
て、映像フォーマットメニューを表示し、入力信号と設定が一致していることを確認してください。また、表 
示デバイス（モニター等）の設定が正しいか確認してください。 


入力信号のフリーズ機能（スチルを含む）を使用中に映像フォーマットを変更した場合、変更後の映像フォー 
マットで再度フリーズ機能の設定、スチルダウンロー ドを行ってください。 

-入力した映像が出ない 

見ている出力映像が、 PREVIEW 出力や CLEAN 出力を見ていないか確認してください。 AUX 出力映像を見て 

- M/E ボタン列を押しても映像が 

いる場合、 AUX メニューで出力映像のアサインを確認してください。 

切り換わらない 

M/E ボタン列と右端の SHIFT ボタンの点灯状況を確認して、ボタンの選択が正しいか確認してください。 


INPUT ボタンを押し、 Input Remap メニューからボタン列のアサインが変更されていないか確認してくださ 

い。 


INPUT ボタンを押し、 Input Remap メニューからフリーズモードが LIVE な外に設定されていないか確認して 
ください。 


INPUT ボタンを押し、 Input Process し2 メニューから入カプロセスアンプの設定が変更されていないか確認 
してください。 


キーの設定 （KEY1 〜4および DSK1、2) 力《のっていないことを確認してください。 

トランジション部の KEY1 〜4ボタンおよび DSK1、 2ボタンを押して点灯させ、赤に点灯している場合は、卜 
ランジションを実行して設定を解除してください。 


BLACK TRANS が無効になっていることを確認してください。トランジション部の BLACK TRANS ボタンが 

瞪に点灯している場合、 BLACK TRANS ボタンを押して設定を解除してください。 


拡張オプションの AUX 出力映像を見ている場合、アップリサイザーの設定が正しいか確認してください。同様 
に拡張オプションの AUX 入力映像を見ている場合、アップリサイザーの設定が正しいか確認してください。 
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機能に関ずるトラブル 


症状 

対処方法 

-キーが表示されない 
-キーのトランジシヨンが効かない 

KEY SOURCE、KEY INSE 民 T の設定が正しいか確認してください。また、 DME モード （KEY 有り/ KEY 
無し）の設定が正しいか、 KEYE 民メニューで確認してください。 

KEYE 民の DME で見えない位置およびサイズに設定されていないか確認してください。プリセット DME トラ 
ンジションを行った場合も、 DME のパラメーターが変更されます。 DME のパラメーターをリセットするう、、 
DME トランジションを行ってください。 

トランジションプレビューモードになっていないことを確認してください。 

DME トランジシヨンボタンをホ甲し 

ても反応しない 

DME のチャンネル数が上限に達していないか確認してください。拡張オプション DME 基板の増設枚数によ 
り、 "Now Using DMEs 二"に数が表示されます。 （2 : DME 基板増設なし/ 4 : DME 基板増設1枚/ 6 : DME 
基板増設2枚） DME チャンネル数は、表示された数な上は有効にできません。 

• スチルのダウンロードができない 

-設定と違う場所にスチルがダウン 

ロー ドされる 

スチルのダウンロー ド中にダウンロー ド先を変更していないか確認してください。 

USE 民/ STILL ボタンカ却登に点灯が戻るまでは、ダウンロー ド先を変更しないでください。 

エディ ターを接続したが動かない 

BKDF-901/902 の EDITOR ボタンが点灯しているか確認する。点灯していない場合、 EDITOR ボタンを押して 

点灯させてください。通信設定が正しいか確認してください。 SYSTEM ボタンを押し、 Serial メニューから通 
信プロトコル、ボーレート、パリティビットの設定が正しいか確認してください。 
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仕様 


仕様および夕1省!は、改良のため予告なく変更することがあ 
りますが、ご了厚 C ください。 

( DFS -900 M のみ） 

本機は「高周波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品」です。 


( BKDF -990 m 外） 

この装置は、クラス A 情幸良技術装置です。この装置を家 
庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがありま 
す。この場合には使用者が適切なが策を講ずるよう要求 
されることがあります。 

VCCI-A 


• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されている 
ことを確認してください。本機や記録メディア、外部 
ストレージなどを使用中、万一これらの不具合により 
記録されなかった場合の記録内容の補償については、 
ご容赦ください。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。 
故障その他に伴う営業上の機会損失等は保証期間中お 
よび保証期間経過後にかかわらず、補償はいたしかね 
ますのでご了承ください。 


プ□セッヴーユニット DFS -900 M 

信号処理 

HD モード/ SD モード 

HD モード、 SD モードはメニューにより 

切り換え 

テレビジョン方式 

1080/59.941. 1080/50し 720/50p、 720/ 
煎. 94p、 

480/日9.94し日76/日饼 

信号処理方式 4 ： 2 ： 2 ： 4デジタルコンポーネント 

量子化ビット Y :10ビット、 C :10ビット、 KEY :10 
ビット 

入出カデイレイ 1H (フレームシンクロナイザー OFF 時) 

入出力系 

ビデオ入力 BNC (8)、800 mVp-p. 75 Q 

HD-SDI :1.485 Gbps または 1.48 日/1.001 
Gbps 

SD-SDI : 270 Mbps 
全入力に FS 機能内蔵 


リファレンス入力 

BNC (2)、7 日 Q 、 ループスルー（外部に 
75 Q 終端が別途必要） 

BB : NTSC 0.429 Vp-p/PAL 0.4 日 Vp-p 
(HD モードでは3値シ ンク： ± 0.3 Vp-p 
も入力可能） 

ビデオ出力 BNC (4)、800 mVp-p 75 Q 

HD-SDI :1.485 Gbps または 1.485/1.001 
Gbps 

SD-SDI : 270 Mbps 
リファレンス出力 

BNC、 75 0 

BB : NTSC 0.429 Vp-p/PAL 0.4 日 Vp-p 
(HD モードでは3値シ ンク： ± 0.3 Vp-p 
も出力可能） 

インターフエース 

REMOTE D-sub 9ピン （3) 、凹 

EDITOR D-sub 9ピン、凹 

GPI IN D-sub 2日ピン、凹、16入力 

TALLY/GPI OUT 

D-sub 37ピン、凹、32出力 
DC 30 V .100 mA、 オープンコレクター 
PANEL RJ-45 型 

その他 

電源 AC 100〜240 V、50/60 Hz 

消費電力 400 W (オプションボードを最大数まで 

搭載した場合） 

消費電流 日.7〜2.日 A (AC 100〜240 V) 

動作温度 日む〜40む 

外形寸法 430 X132 X 445 mm (幅/高さ/奥行き） 

質量 約 17.3 kg (オプション、アクセサリー 含 

まず） 

付属品 AC 電源 コード （3) (コントロールパネル 

BKDF-901/902、 パワーサプライユ 
ニット BKDF-990 にも使用可） 

コントロールケーブル（クロスタイプの 

シールドケーブル、圧 EE 802.3 
E 也 ernet 100BASE-TX 規格適合、プ 

ロセッサーユニット、コントロールパ 

ネル間の接続用） （1) 

ラックマウント取り付け金具 （1 組） 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 
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外形寸法 


1 M / E コント□ールパネル 
BKDF -901 

インターフエース 

操作面 

USB MEMORY High Speed USB ( USB 2.0) Type-A 型 

後面 

EXT DISPLAY 高密度 D - sub 1 日ピン、凹 
DEVICE High Speed USB ( USB 2.0) Type-A 型 

PROCESSOR RJ -45 type 
MAINTENANCE 

D-sub 9 ピン、凸 


その他 


電源 

AC 100〜240 V 、50/60 Hz 

消費電力 

28 W 

消費電流 

0.30 〜 0.15 A (AC 100〜240 V ) 

動作温度 

5む〜40む 

外形寸法 

430 X 110.1 X 221 mm (幅/高さ/奧行 
き） （ジョイスティック、 取り付け金 
具など含まず） 

質量 

約 4.4 kg 

付属品 

ラックマウント取り付け金具 （1 組） 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 


1 •日 M / E コント□ールパネル 
BKDF - 902 

インターフエース 


操作面 

USB MEMORY High Speed USB ( USB 2.0) Type-A 型 


後面 

EXT DISPLAY 高密度 D - sub 1日ピン、凹 
=DEVICE High Speed USB ( USB 2.0) Type-A 型 

=PROCESSOR RJ -45 type 

— MAINTENANCE 
養 D-sub 9 ピン、凸 


その他 

電源 AC 100〜 240 V 、 50/60 Hz 

消費電力 40 W 

消費電流 0.34 〜 0.17 A (AC 100〜240 V ) 

動作温度 日む〜40む 


質量 

付属品 


煎5 X 125.5 X 399 mm (幅/高さ/奧行 
き） （ジョイスティック、 取り付け金 
具など含まず） 

約 9.0 kg 

ラックマウント取り付け金具 （1 組） 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 


オプション 

4 SDI 入カボード BKDF -91 0 

ビデオ入力 BNC (4)、800 mVp - p . 75 Q 

HD-SDI :1.485 Gbps または 1.48 日/1.001 
Gbps 

SD-SDI : 270 Mbps 

全入力に FS 機能を内蔵、2系統にアップ 
コンバーターを 内蔵 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大30 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奧行き） 

271 X 95 mm (突起部含まず） 

質量 約300 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、+ M 2.6 ネジ （4) 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

2 SD ビデオ入カボード BKDF -91 1 

入力端子 BNC (4)、アップコンバーターを内蔵 

コンポジット入力 

2系統、 1.0 Vp - p 、 75 Q 
コンポーネント入力 

1系統 

SD コンポーネント 

Y : 1.0 Vp - p、R - Y/B - Y ： 0.7 Vp - p 、 
75 Q 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大 28 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奧行き） 

271 X % mm (突起部含まず） 

質量 約300 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、+ M 2.6 ネジ （4) 

熱伝導シート （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 
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2 DVI 入カボード BKDF -912 

入力端子 DVI-I (2)、凹、シングルリンク、 

HDCP 1 ) 非が応 

解像度 （ DVI 入力） 


HD( 1920 X 1080) 

HD (1280 X 720) 

SD 

- 

- 

640 X 480 (VGA) 

- 

- 

800 X 600 (SVGA) 

1024 X 768 (XGA) 

1024 X 768 (XGA) 

1024 X 768 (XGA) 

1280 X 768 (WXGA) 

1280 X 768 (WXGA) 

- 

1280 X 1024 (SXGA) 

1280 X 1024 (SXGA) 

- 

1600 X 1200 

(UXGA) 

- 

- 

1680 X 1050 

(WSXGA) 

- 

- 

1920 X 1200 

(WUXGA) 

- 

- 


RGB 人力 民/ G/B : 0.7 Vp-p 

H/V : TTL レベル 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大 38 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奧行き） 

271 X 95 mm (突起部含まず） 

質量 約300 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、六角支柱肋辺 5 mm ) 
(4) 

熱伝導シート （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

1)High-bandwidth Digital Content Protection ( 著作権管理機能） 

2 CH DME ボード BKDF -940 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大3日 W 

動作温度 5〜40む 

外形寸法（幅/奥行き） 

110 X 130 mm (突起部含まず） 

質量 約200 g 

付属品 + M 3 ネジ （4) 

熱伝導シート （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

マルチビューアーボード BKDF -950 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大20 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奥行き） 

110 X 130 mm (突起部含まず） 

質量 約200 g 


付属品 + M 3 ネジ （4) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

4 SDI 出カボード BKDF -960 

ビデオ出力 BNC (4)、 800 mVp - p 、 7日 Q 

HD-SDI :1.485 Gbps または 1.485/1.001 
Gbps 

SD-SDI : 270 Mbps 

全4系統出力のうち、2系統にダウンコ 
ンバーター を内蔵 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大20 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奥行き） 

271 X 110 mm (突起部含まず） 

質量 約400 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、+ M 2.6 ネジ （4) 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

2 SD ビデオ出カボード BKDF -961 

出力端子 BNC (4)、ダウンコンバーターを内蔵 

コンポジット出力 

2系統、 1.0 Vp - p 、 75 Q 
コ ンポーネント出力 

1系統 

SD コンポーネント 

Y : 1.0 Vp - p、R - Y/B - Y ： 0.7 Vp - p 、 
75 Q 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大 21 W 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/奧行き） 

271 X 110 mm (突起部含まず） 

質量 約400 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、+ M 2.6 ネジ （4) 
熱伝導シート （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 


2 DVI 出カボード BKDF -962 

出力端子 DVI-I (2)、凹、シングルリンク、 


解像度 （ DVI 出力） 

HDCP 1 ) 非が応 


HD( 1920 X 1080) 

HD (1280 X 720) 

SD 

- 

- 

800 X 600 (SVGA) 

- 

1280 X 768 (WXGA) 

- 

1280 X 1024 (SXGA) 

1280 X 1024 (SXGA) 

- 


仕様 
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HD( 1920 X 1080) 

HD (1280 X 720) 

SD 

1600 X 1200 

(UXGA) 2) 

- 

- 

1680 X 1050 

(WSXGA) 

- 

- 

1920 X 1080 

(HDTV) 

- 

- 

1920 X 1200 
(WUXGA) 2) 

- 

- 


RGB 出力 民/ G/B : 0.7 Vp-p 

H/V : TTL レベル 

電源 DC 12 V (スイッチヤーより供給） 

消費電力 最大 32 W 

動作温度 5〜40む 

外形寸法（幅/奥行き） 

271 X 110 mm (突起部含まず） 

質量 約400 g 

付属品 端子名表示プレート （1) 

+ M 3 ネジ（4)、六角支柱制辺日 mm ) 
(4) 

熱伝導シート （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

1) High-bandwidth Digital Content Protection (著作権管理機能） 

2) デジタル信号のみ出力されます。アナログ信号は出力されませ 

ん / 〇 


パワーサプライユニット BKDF -990 

電源 AC 100〜240 V 、50/60 Hz 

供給電圧 DC 12 V 

動作温度 日〜40む 

外形寸法（幅/高さ/奥行き） 

405 X 62.5 X 122.5 mm (突起部含まず) 
質量 約 3.1 kg 

付属品 取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ラックマウントキット RMM -10 


端子のピン配列 

プ□セッヴーユニット DFS-900M 

Tally/GPI 日 UT 端子 ( D-sub 37ピン、凹） 





ピン No. 

信号名 

1 

Tally/GPI OUT 1 


ピン No. 

信号名 

2 

Tally/GPI OUT 2 

3 

Tally/GPI OUT 3 

4 

Tally/GPI OUT 4 

5 

Tally/GPI OUT 5 

6 

Tally/GPI OUT 6 

7 

Tally/GPI OUT 7 

8 

Tally/GPI OUT 8 

9 

Tally/GPI OUT 9 

10 

Tally/GPI OUT 10 

11 

Tally/GPI OUT 11 

12 

Tally/GPI OUT 12 

13 

Tally/GPI OUT 13 

14 

Tally/GPI OUT 14 

15 

Tally/GPI OUT 15 

16 

Tally/GPI OUT 16 

17 

+5V 

18 

+5V 

19 

+ 日 V 

20 

Tally/GPI OUT 17 

21 

Tally/GPI OUT 18 

22 

Tally/GPI OUT 19 

23 

Tally/GPI OUT 20 

% 

Tally/GPI OUT 21 

25 

Tally/GPI OUT 22 

26 

Tally/GPI OUT 23 

27 

Tally/GPI OUT 24 

28 

GND 

29 

GND 

30 

Tally/GPI OUT 25 

31 

Tally/GPI OUT 26 

32 

Tally/GPI OUT 27 

33 

Tally/GPI OUT 28 

34 

Tally/GPI OUT 29 

35 

Tally/GPI OUT 30 

36 

Tally/GPI OUT 31 

37 

Tally/GPI OUT 32 


♦ ピン！〜16、20〜27、30〜37に割り当てられる機能について 
は「タリー出力の設定」 （167 ページ）をご覧ください。 

GPI IN 端子 （ D - sub 25 ピン、凹） 


0 |^^(34(33ぷぷぷぷぷがが rfs が I @ 


ピン No. 

信号名 

1 

GPI IN 1 

2 

GPI IN 2 

3 

GPI IN 3 

4 

GPI IN 4 
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仕様 


















































































ピン No . 

信号名 

5 

GPI IN 5 

6 

GPI IN 6 

7 

GPI IN 7 

8 

GPI IN 8 

9 

GPI IN 9 

10 

GPI IN 10 

11 

GPI IN 11 

12 

GPI IN 12 

13 

GPI IN 13 

14 

GPI IN 14 

15 

GPI IN 15 

16 

GPI IN 16 

17 

GND 

18 

GND 

19 

GND 

20 

GND 

21 

GND 

22 

GND 

23 

GND 

24 

GND 

25 

GND 


♦ ピン！〜 16 に割り当てられる機能については 「GPI 入力の設 
定」 （165 ページ）をご覧ください。 


REMOTE (1 〜 3) 端子 （ D - sub 9 ピン、凹) 

REMOTE 1 

◎隱彎|贷 


ピン No . 

信号名 

内容 

1 

FG 

フレーム グラウンド 

2 

R- 

データ 受信（-） 

3 

T+ 

データ 送信 （+ ) 

4 

SG 

信号グラウンド 

5 

- 

未使用 

6 

SG 

信号グラウンド 

7 

民 + 

データ 受信 （+ ) 

8 

T- 

データ 送信（-） 

9 

FG 

フレーム グラウンド 


ピン No . 

信号名 

内容 

1 

FG 

フレーム グラウンド 

2 

T- 

データ 送信 (-) 

3 

R + 

データ 受信 （+ ) 

4 

SG 

信号グラウンド 

5 

- 

未使用 

6 

SG 

信号グラウンド 

7 

T+ 

データ 送信 （+ ) 

8 

R- 

データ 受信 (-) 

9 

FG 

フレーム グラウンド 


コント□ールノくネ J レ巨 KDF -90 1/902 


EXTD 旧 PLA 丫端子（高密度 D - sub 15ピン、凹) 


EXT DISPLAY 



0504030201 
01009080706 / 

015014013012011 


ピン No . 

信号名 

内容 

1 

RED 

ビデオ信号（赤） 

2 

GREEN 

ビデオ信号（緑） 

3 

BLUE 

ビデオ信号（青） 

4 

- 

未接続 

5 

GND 

信号グラウンド 

6 

GND 

信号グラウンド 

7 

GND 

信号グラウンド 

8 

GND 

信号グラウンド 

9 

- 

未接続 

10 

GND 

信号グラウンド 

11 

- 

未接続 

12 

- 

未接続 

13 

HSYNC 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

垂直同期信号 

15 

- 

未接続 


MAINTENANCE 5 S ? ( D-sub 9ピン、凸） 

点検•メンテナンス用の端子です。本機の操作では使用し 
ません。 

2 DVI 入カボード巨 KDF -9 12 


EDITOR 端子 （ D-sub 9ピン、凹) 


EDITOR 


o^lo 


DVI IN 端子 ( DVI-I 29 ピン) 


回回回回回回回回 nn 
^凹回回凹回四回凹ノ 


仕様 
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ピン番号 

信号 

内容 

1 

Data 2 - 

デジタルビデオ信号.赤 （-) 

2 

Data 2 + 

デジタルビデオ信号.赤 （+ ) 

3 

Data 2/4 shield 

シールド 

4 

Data 4 - 

未使用 

5 

Data 4 + 

未使用 

6 

DDC Clock 

DDC クロック 

7 

DDC Data 

DDC データ 

8 

Analog Vertical Sync 

アナログ垂直同期信号 

9 

Data 1 - 

デジタルビデオ信号•緑 （- ) 

10 

Data 1 + 

デジタルビデオ信号•緑 （ + ) 

11 

Data 1/3 shield 

シールド 

12 

Data 3 - 

未使用 

13 

Data 3 + 

未使用 

14 

+5 V 

+5 V 電源 

15 

Ground 

信号グラウンド 

16 

Hot Plug Detect 

ホットプラグ信号 

17 

Data 0 - 

デジタルビデオ信号•青 （- ) 

18 

Data 0 + 

デジタルビデオ信号.青 （+ ) 

19 

Data 0/5 shield 

シールド 

20 

Data 5 - 

未使用 

21 

Data 5 + 

未使用 

22 

Clock shield 

クロックシールド 

23 

Clock + 

デジタルクロック信号 (+ ) 

24 

Clock - 

デジタルクロック信号 （-) 

C 1 

Analog Red 

アナログビデオ信号•赤 

C 2 

Analog Green 

アナログビデオ信号•緑 

C 3 

Analog Blue 

アナログビデオ信号•青 

C 4 

Analog Horizontal Sync 

アナログ水平同期信号 

C 日 

Analog Ground 

アナログ信号グラウンド 


2 DVI 出カボード BKDF -962 

DVI OUT Hi ? ( DVI-I 29 ピン） 


回四回回回回回回 

\^| 17 」。 8 |回[ 2 〇」回回ド 3 ]回 


回 U 回 

C5 


ピン番号 

信号 

内容 

1 

Data 2 - 

デジタルビデオ信号•赤 （-) 

2 

Data 2 + 

デジタルビデオ信号•赤 （ + ) 

3 

Data 2/4 shield 

シールド 

4 

Data 4 - 

未使用 

己 

Data 4 + 

未使用 

6 

DDC Clock 

DDC クロック 

7 

DDC Data 

DDC データ 

8 

Analog Vertical Sync 

アナログ 垂直同期信号 

9 

Data 1 - 

デジタルビデオ信号•緑 （-) 

10 

Data 1 + 

デジタルビデオ信号•緑 （ + ) 


ピン番号 

信号 

内容 

11 

Data 1/3 shield 

シールド 

12 

Data 3 - 

未使用 

13 

Data 3 + 

未使用 

14 

+5 V 

+5 V 電源 

15 

Ground 

信号グラウンド 

16 

Hot Plug Detect 

ホットプラグ信号 

17 

Data 0 - 

デジタルビデオ信号•青 （-) 

18 

Data 0 + 

デジタルビデオ信号-青い） 

19 

Data 0/5 shield 

シールド 

20 

Data 5 - 

未使用 

21 

Data 5 + 

未使用 

22 

Clock shield 

クロックシールド 

23 

Clock + 

デジタルクロック信号 （ + ) 

24 

Clock - 

デジタルクロック信号 （-) 

C 1 a ) 

Analog Red 

アナログビデオ信号•赤 

C 2 a ) 

Analog Green 

アナログビデオ信号•緑 

C 3 a ) 

Analog Blue 

アナログビデオ信号•青 

C 4 

Analog Horizontal Sync 

アナログ水平同期信号 

C 5 

Analog Ground 

アナログ信号グラウンド 


a ) DVI 出力信号を " HDTV " に設定している場合は （95 ページ参 
照）、な下の信号が出力されます。 

C 1 :色差信号 • Pr 
C 2 :輝度信号 • Y 
C 3 :色差信号 • Pb 


GPI 入力の接続例 


スイッチまたはリレー接続 
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オープンコレクター接続 



タリー/ GPI 出力の接続例 


DFS -900 M 



ITT 


外部機器 


最大電圧： 30 V 

最大負荷電流： 

100 mA 

◄ - 







仕様 


215 






























































かお寸法図 

1 M / E コント□ールパネル BKDF -901 



A 

み 
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外形寸法図 










































































































































































1 •日 M / E コント□ールパネル BKDF - 902 


□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□ □□□□中 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ OODDDD 


。日だ mg 

raflpm 
口 □□ 


yr 


□ 

□ 


□□ 


□ 

00 


645 


69 



595 

627 


\ 2 x 2 - 6 . 4 x 12 


却 

107.8 



単位 ： mm 


30 527 30 


^ n 


圆 

j . 


圆 


B し « 〇 *0 

- 1 

IT) 

LO 

CD 

L0 

CD 

00 

I I • 



I • I 

- • - 


—— 

71.5 

I-— 

202 

• • 

48 

——^ 

202 

- 1 -«= 〇 





66の 



LO 

CO 


LO 

〇 



LO 

〇 

LO 

\ 兵’ 


A み 
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プ□セツサーユニット DFS -900 M 



卡圓 

£3 - 


お， 


T 


舅 


LOi 

お ' 


LJ 440 l l 



462 


cV ‘ 

' 480 ' 



単位 ： mm 
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外形寸法図 














































巧証書とア フターヴービ 
ス 


保証書 

この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げ 
の際お受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に 
保存してください。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご覧になってお確かめください。 
それでも具合の悪いときはお買い上げ店またはお近くのソ 
ニーサービス 窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳 
しくは保証書をご覧ください。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料 
修理させていただきます。 

保証期間中の修理など、 アフターサービスについて ご不明 
な点は、お買い上げ店またはお近くの ソニーサービス 窓口 
にお問い合わせください。 



保証書とアフターサービス 
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用語解説 


五十音順 

イベント 

データと して記憶させた コントロール 
パネル上の設定のこと。映像選択や効 
果の設定をイベントとして記憶させて 
おき、必要なときに呼び出して同じ状 
態を自動的に再現することができる。 

カラーマット 

本機内部で生成するカラー信号。マッ 
卜の Hue (をホ目 ）、 Sat (彩度 )、 Lum 
(輝度）を調整することができる。 

キー 

映像の一部をくり抜き、その部分に画 
像や文字を挿入する効果。 

キートランジシヨン 

トランジシヨンによってプログラム映 
像にキーを挿入または削除すること。 

シーケンス 

動画として記憶させたコントロールパ 
ネル上の設定のこと。ある瞬間の映像 
の状態を動画の1フレームとして記憶 
させ、各フレームを連続して呼び出す 
ことにより、画像の状態が連続的に変 
化するシーケンスが再現される。 

スチルストアメモリー 

静止画データをファイルとして保存す 
るための内蔵メモリー。 

タウンストリームキー （ DSK ) 

_ すでにエフ卫クトをかけたり合成が行 
E われている映像に、さらに画像や文字 
= を合成する機能。画像処理の流れの中 
3 で最も下流（ダウンストリーム）で行 
鄭 われるため、ダウンストリームキーと 
呼ばれる。 


トランジシヨン 

ある程度の時間をかけて、ある映像か 
ら次の映像に切り換えること。ダウン 
ストリ^ー ムキ^一 や ピクチャ^ー インピク 
チャー 機能を利用して、义字や画像の 
合成や消去を、 トラ ンジシヨンによつ 
て行うこともある。 

バックグラウンドトランジシヨン 

現在プログラム映像として出力されて 
いるバックグラウンドを別の映像に切 
り換えること。 

フェードトゥブラック 

映像が黒画面にフ卫ードアウトする効 
果。 

プリセットバス 

バックグラウンドトランジシヨン後に 
プログラム映像となる信号をトランジ 
シヨン実行前に選択して、出力するバ 
ス〇 

プレビュー出力 

実際にトランジシヨンを実行する前 
に、トランジシヨン後のプログラム映 
像を確認するための出力。 

プ□グラム出力 

ェフ卫クトなどをかけて本機から出力 
される映像。ネ見聴者が見る映像とな 
る0 

プ□グラムバス 

プログラム出力信号を出力するための 
バス。 

ミックス 

トランジシヨンェフェクトの1つ。現 
在の映像に別の映像を重ねながら 
(オーバーラップさせながら）徐 々に 
切り換える効果。 

ワイプ 

トランジシヨンエフェクトの1つ。現 
在の映像を新しい映像でぬぐい去るよ 
うに消していく効果。 


アルファベット順 

AUX 出力 

AUX ( Auxiliary の略）端子から外部 
機器などに出力される信号。 

DME (デジタルマルチエフェクト） 

デジタル処理により作成される特殊効 
果（3 D 、ライテイングなど)。 

DME ワイプ 

DME のエフェクトを使用して映像を 
切り換えるワイプ。 
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用語解説 



さ 

座標 . 

サブメニュー . 

表示 . 

し 

シーケンス 

再生 . 

削除 . 

作成 . 

編集 . 

呼び出し . 

システム . 

終了処理 . 

出力信号 . 

ダウンコンバート 出力... 
AUX 出力への割り当て. 

出カボード . 

ジョイステイツク吾に . 

化様 . 

シリアルインターフェース… 

信号名表示 

使用可能な义字 . 

変更 . 

ず 

スチルストアメモリー . 

キヤプチヤー . 

静止画のダウンロード… 
静止画ファイルの作成... 

ステータス . 

スプリッツ効果 . 

スラツツタカ果 . 

スワール効果 . 

寸法図 . 

せ 

静止画 

32ビット TGA . 

映像切り換え . 

キヤプチヤー . 

削除 . 

ダウンロード . 

ファイルの作成 . 

USB メモリーへの保存.. 

接続 

コントロールパネル . 

周辺機器 . 

タツチパネル式モニター 
パソコン用モニター . 

本体 . 

マウス . 

S ルな 

nX / j £. 


20,28 
……57 

14 , 22 

15 , 23 


137 

..63 

..64 


...161 
... 163 
... 159 
... 162 
... 159 
...171 
…61 
…89 
…91 
… . 89 
… . 32 
17 , 27 
…209 
... 164 


76 

74 


120 

121 

120 

120 

172 

147 

145 

144 

216 


…122 
.….122 
80,121 
…123 
…120 
.….120 
.….122 

.……57 
……. 34 
.……65 


65 

71 


索引 


数字 

32ビット TGA . 122 

3 D 効果 . 143 

3 D モード . 174 

操作 . 177 

4:3 BGS . 83 

友 

アップコンバーター . 81 

アップデート . 171 

アナログ映像信号 

出力の設定 . 93 

入力の設定 . 83 

アラーム . 173 

アンシラリーデータ . 89 

い 

イベント 

削除 . 157 

登録 . 154 

呼び出し . 155 

を調整 

DME ワイプパターン . 142 

インターフェース . 164 

又 

映像フォーマット . 71 

SD フォーマット選択時 . 73 

ェッジ 

キー . 151 

ぉ 

オプション . 32, 39, 210 

出カボード . 32 

情報 . 173 

電源 . 33 

取り付け . 39 

入出力拡張スロット . 29 

人力 か 一 I 、 . 32 

BKDI ^-901. 14 

BKDI ^-902. 22 

BKDI ^-910. 32 

BKDF -911.32 

BKDI ^-912.32 

BKDI ^-940. 39 

BKDI ^-950. 39 

BKDI ^-960. 32, 33 

BKDI ^-961.32 

BKDI ^-962. 33 

BKDI ^-990. 33, 39 

か 

外形寸法図 . 216 


外部機器インターフ卫ース部 . 30 

外部制御 . 164 

概要 . 12 

拡張入出力部 . 29 

拡張ボード設置トレイ . 39 

各部の名称と働き . 14 

カブト . 110 

キー . 129 

ダウンストリームキー . 132 

カラーマット . 119 

をの変更 . 119 

映像の切り換え . 119 

を 

キー . 124 

エッジ . 151 

画像の合成 . 124 

カット . 129 

キー / AUX ノくス操作吾に . 23 

クロマキー . 125 

セットアップ . 124 

タイプ . 124 

ダウンストリームキー.…132,133 

調整 . 135 

プライオリテイの変更 . 131 

マスク . 150 

ミックス . 129 

ワイプ . 130 

DME . 132 

KEYER DELEGATION 部 ....... 16 

KEYE 民香に . 15, 23 

キー / AUX バス操作部 . 23 

キーデリゲーション . 16 

すーフレーム 

削除 . 163 

追加 . 163 

キーヤー . 15, 23 

基準同期信号 . 73 

起動モード . 59 

機能拡張ボード 

取り付け•取りはずし . 46 

基本操作 . 109 

キヤプチヤー . 121 

< 

グローノくル座標 . 138 

有効/無効 . 140 

クロスポイントボタン 

信号の割り当て . 77 

クロスポイントバス部 . 16 

クロマキー . 125 

光源 

位置/大きさ/を . 148 

種類 . 148 

コントロールパネル . 14, 22 

外部接続 . 15,23 


W 品部 

面続作源 
後接操電 


索引 
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1 


Z) 

通信プロトコル . 164 

て 

データ 

復元 . 169 

クリア . 169 

バックアップ . 169 

テンキー部 . 18, 27 

電源 

入れる . 59 

切る . 60 

電源部 

オプション . 33 

コントロールパネル ...... 15, 21, 23 

プロセッサーユニット . 31 


アップコンバーター . 81 

アナログ信号 . 83, 93 

映像フォーマット . 71 

基準同期信号 . 73 

切り換えタイミング . 105 

クロスポイントバス部 . 106 

出力信号 . 89 

ダウンコンバーター . 91 

内蔵時計 . 107 

入力信号 . 74 

フレームシンクロナイザー……79 

マルチビュー出力 . 97 

DSK プレビュー機能 . 103 

DVI 信号 . 85, 95 

M / E クロスポイントバス部 ..... 24 
PROGRAM/PRESET クロスポイ 

ントバス部 . 24 

設定調整つまみ . 64 

そ 

ソース座標 . 137 

ソフトウエアのアップデート . 204 

ソフトウエアノくージョン . 173 

た 

ターゲット座標 . 137 

ダウンコンバーター . 91 

ダウンストリームキー . 132,133 

ボックスマスク . 152 

DSK / フェードトゥブラック操作 

部 . 25 

DSK プレビュー機能 . 103 

タッチパネル式モニター 

キヤリフ、、レーション . 66 

もず売 . 65 

タリー出力 . 167 

端子のピン配列 . 212 


と 

登録 

イベント . 154 

操作/設定 . 154 

ユーザーパターン . 136,149 

特長 . 12 

トラブルシューテイング . 207 

トランジシヨン . 110 

ヵット . 110 

トランジシヨン吾に . 16 

ミックス . 115 

ワイプ . 116 

M / E トランジシヨン香に . 25 

PROGRAM/PRESET トランジ' 

シヨン吾に . 25 

トランシシヨン吾に . 16 

トランジシヨンレート . 118 

トレイル/効果 . 142 

に 

入出力拡張スロット . 29, 39 

入出力お張ボード 

取り付け•取りはずし . 39 

入力信号 

アップコンバーター入力 . 81 

静止画のキャプチャー . 80 

設定 . 74 

表示名変更 . 74 

レベル調整 . 87 

入カボード . 32 

ね 

熱伝導シート 

入出力拡張ボード . 42 

BKDI ^-940. 48 

は 

ノくターンリスト . 191 

バックアップ . 169,174 

バックグラウンド 

切り換え . 110 

選択 . 109 

ノくリテイビット . 165 

パワーサプライュニット . 33 

取り付け*取りはずし . 51 

ひ 

表示 

メッセージとが処のしかた ..... 199 

メニュー . 63 

表示パネル . 20, 27, 60, 64 

標準入出力部 . 30, 46 

DME 1, DME 2 ソケット . 46 

MV 1， MV 2 ソヶット . 46 

ふ 

フェードトウブラック . 133 


DSK / フェードトウブラック操作 


部 . 25 

フレームシンクロナイザー . 79 

静止画のキャプチャー . 80 

プロセッサーュニット . 29 

後® . 29 

接続 . 57 

前® . 29 

へ 

ページターン効果 . 146 

ページピール効果 . 147 

ほ 

ボーダー 

を調整 . 141 

内側の幅 . 141 

外側の幅 . 141 

ソフトネス . 142 

ノ、イライト . 142 

ベべルドエッジ . 142 

ワイプノくターン . 135 

DME ワイプノくターン . 140 

ボーレート . 165 

ボックスマスク . 152 

ま 

マスク 

キー . 150 

マルチビュー出力 

子画面番号 . 100 

設定 . 97 

タイトル位置•サイズ調整 .…… 100 

分割表示タイプ . 100 

枠線を付ける . 101 

み 

ミックス . 115 

キー . 129 

ダウンストリームキー . 133 

ミラー効果 . 147 

め 

メッセージ . 199 

メニュー . 63 

基本構成 . 63 

コントロール部 . 20, 27 

操イで . 64 

表/ド . 63 

表示パネル . 20 

GUI メニュー画面 . 64 

メニューー覧 . 178 

メニューコントロール部 . 20,27 

メニューッリー . 178 

ち 

モザイク効果 . 145 

モデイフアイ 


器が 


K K 


号ボボ 
番張張 
ル拡拡 
ネカカ 
ン出入 


222 


索引 
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USB MEMORY 端子 .75 
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イベントの保存 . 155 
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